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納入システムをご確認ください

付属品をご確認ください

システム設計書、承認図などを今一度読み返し、システム全体を理解するとともに、システ

ムユニット、工事部品に欠品がないか確認してください。
¡非常放送局数(増設用非常操作ユニット)
業務放送局数(増設用業務操作ユニット) 合わせて7ユニットまで、160局以内。
拡張制御局数(拡張制御ユニット)

¡電力増幅ユニットワット数 (電力増幅ユニット数、電源制御ユニット数、非常電源ユニット数、蓄電池数)
¡緊急放送をするか? (デジタルアナウンスユニット、緊急用の非常電源ユニット、蓄電池)
¡BGM放送をするか?

(BGM放送モード選択ユニット.....8台以内、BGM専用の電力増幅ユニット数、端子盤ユニット数.....20回
線ごとに1台、電源制御ユニット)

¡スピーカ回線数 (増設用出力制御ユニット.....全部で8ユニット、160回線以内)
¡非常リモコン (7台以内、WK-850AとWR-850(851)の選択スイッチは同じ)
¡多元放送システムか? (入力マトリクスユニット.....8台以内、モニタユニット)
¡マルチリモコンマイク、一般リモコン (マルチリモコンマイク.....8台以内、一般リモコン.....4台以内)
¡全ユニットがラックに収納できるか? (増設用電力増幅架)
¡消費電力と発熱 (電力増幅ユニット 720 W以上はファンユニット必要)

●集中非常リモコンの場合
¡ラック形非常用放送設備の台数は? (最大8台まで)
¡棟別非常リモコンの台数は? (最大8台まで)
¡増設用非常操作ユニットの台数は? (棟別非常リモコンと合わせて16ユニット、320局以内)
¡インタフェースユニットの台数は? (ラック形非常用放送設備の台数が5台以上のときは2台)
¡非常リモコン、集中非常リモコンの台数は?

(ラック形非常用放送設備1台からみて、非常リモコン、集中非常リモコンの合計台数は7台まで)
¡集中非常リモコン側に電源を専用に接続するか? (電源制御ユニット、非常電源ユニット、蓄電池　各1台)
¡集中非常リモコンの電源をラック形非常用放送設備(本体)から供給するか?

(本体側の電源制御ユニット数、非常電源ユニット数、蓄電池数)

マイクロホン　............................................................... 1
複式プラグ　................................................................... 4
ケーブル用ラベル　................................................. 一式
ラック取付ねじ(M5×12タッピング) ................ 20
表示カード(業務用) ................................................... 3
丸端子　........................................................................... 5
ファクトライン用コンセントプラグ
（本体に取付済み） .............................................. 1

束線バンド　................................................................ 20
設定表(WK-850A後面に装着) .......................... 一式
取扱説明書　................................................................... 1
操作説明書　................................................................... 1
保証書　........................................................................... 1
工事説明書　設置工事編(本書) ................................. 1
工事説明書　書き込み編　.......................................... 1

｝
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お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただくことを、
次のように説明しています。

■表示内容を無視して誤った使い方をしたとき生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。

■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。

警告

注意

この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「傷害を負う可能性または物的損害のみが発生する可能性が想定
される」内容です。

この絵表示は、してはいけない「禁止」内容です。

この絵表示は、必ず実行していただく「強制」内容です。

必ずお守りください

危険 この表示の欄は、「死亡または重傷などを負う危険が切迫して生じることが想定さ
れる」内容です。

危険

蓄電池に強い衝撃を
与えない

ハンマーなどでたた
いたり、釘などを打
ち込まないでくださ
い。発火・破裂の原
因となります。

禁　止

蓄電池を分解しない

電池内部の液が飛び
出し、 目に入ると
失明の原因となりま
す。

分解禁止

蓄電池の＋ －端子を
ショートさせない

発熱・発火の原因と
なります。

禁　止

蓄電池を火の中に
入れない

火気にも近づけない
でください。発火・
破裂の原因となりま
す。

禁　止
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注意

通風孔をふさがない

内部に熱がこもり、
火災の原因となりま
す。

禁　止

必ずお守りください

警告

工事は販売店に
依頼する

工事には技術と経験
が必要です。火災、
感電、けが、器物損
壊の原因となります。

●必ず販売店に依頼してくださ
い。

重量に耐える取り付け
をする

取付場所や方法が不
適切な場合、落下(や
転倒)などでけがの原
因となります。

取り付けねじは、
しっかりとしめる

落下などで、けがの
原因となります。

●取付工事は販売店に依頼して
ください。

電源ケーブルを熱器具お
よび発熱物に近づけない

ケーブルの被覆が溶
けて、火災や感電の
原因となります。

禁　止

決められたヒューズを
使う

規定以外のヒューズ
を使うと、火災の原
因となります。

電源ケーブルを傷つけ
ない

重いものをのせた
り、はさんだりする
とケーブルが傷つ
き、火災や感電の原
因となります。

禁　止

蓄電池の交換は、販売店
か保守契約店に依頼する

感電の原因となりま
す。
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ソフトウェアの改訂について
本機は、従来の機能を向上させたソフトウェアを搭載しています。
2001年11月生産（製造番号AK0001）以降の製品対象。
本書は、この改訂ソフトウェアを搭載した非常用放送設備について記
述しています。
注意：運用支援ソフトSLK500A01 Ver1.06を使用して設定してくださ

い。（旧バ－ジョンVer1.05では設定できません）運用支援ソフ
トについては、販売会社に問い合わせてください。

◆改訂品であることの確認方法
製造番号 AK0001以降

非常操作ユニット（WK-850A）のROM品番 K850ARA1C
K850ARA2C

パスワ－ド入力画面 画面右上にVer7.2

◆ROM品番の調べかた
制御音声合成基板 

前面パネル 

ねじ4本 
を外す 

非常操作ユニット（WK-850A） 

K
85

0A
R

A
1C

IC129

K
85

0A
R

A
2C

IC122
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設置工事の前に
■設置上の主な技術基準

金属管工事 
可とう電線管工事 
フロアダクト工事 

金属管工事 
可とう電線管工事 
ダクト工事 

有線マイク 

スピーカ 

放送設備の設置場所 
q常時人のいるところ 
w避難しやすい階の出入口か 
　防火構造の部屋。 

D種接地工事 

起
動
装
置 

表
示
灯 

HIV金属管工事 
または耐熱電線 

操作装置 

増幅器 

非常リモコン 

スピーカの配線基準 
q絶縁は150 V以下の場合は0.1 MΩ 
　以上、150 V以上は0.2 MΩ以上で 
　あること。 
w同一管に他の線を共有しないこと。 
　(60 V以下の弱電流回路に使用する 
　ものを除く) 
e階別配線であること。 
r音量調整器を設ける場合は三線式 
　配線とすること。 
tHIV金属管工事または耐熱電線と 
　する。 

非常電源 

非常電源 
q常用電源から非常用電源に自動切換 
　(復帰) であること。 
w容量は設備を10分間以上作動できる 
　こと。 
e他の設備の開閉器によって遮断され 
　ないこと。 

蓄電池設備 
q自動的に充電できること。 
w出力電圧計がついていること。 
e増幅器などに内蔵される場合は 
　配線規則はない。 
　・ニッケルカドミウム蓄電池 

壁面体から10 mm以上埋設 
する。ただし、硬質ビニ 
ール管工事の場合は20 mm 
以上埋設。 

厚さ15 mm以上のガラスウ 
ール、ロックウール、け 
いそう土、モルタルなど 
で簡単にはずれないよう 
に保護する。 
耐火性能をもつパイプシ 
ャフト・ピットなどに埋 
設した場合はこの限りで 
はない。 

 GND

スピーカの技術基準 
q当該住戸部分の面積が100 m2を越える場合はL級、 
　50 m2を越え100 m2以下の場合はL級またはM級、 
　50 m2以下の場合はL級、M級またはS級を設置する。 
w各階ごとに、その階の各部分から一つのスピーカま 
　での距離が10 m以下になるように設置すること。 
eスピーカは80 　の気流中に30分間投入して異常の 
　ないこと。 
r詳しくは、平成6年1月6日付自治省令第一号、消防 
　庁告示第一号および平成6年2月1日付消防庁第22号 
　消防庁課長通知などをご参照ください。 
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■AC電源配線　※AC100 V電線関係の配線工事には、電気工事士の資格が必要です。

非常用放送設備は、非常電源を有するため消防法施行規則第25条2-2-5項に基づき、規則第24条の4項の規
定を受けます。
1. AC配線は、他の電気回路の開閉器または遮断器により遮断されないこと。
2. 600V耐熱ビニル絶縁電線か、これと同等以上の耐熱性をもった電線を使用し、金属管工事により、
これを鉄筋コンクリート造、鉄筋、鉄骨コンクリート造など耐火構造に10 mm以上埋設すること。
なお、主要構造物が耐火構造でない建築物または耐火構造の主要構造物に埋設することが困難なとき
は、MIケーブルまたは耐火電線(840 C゚ 30分) [昭和53年10月16日告示7号に基づく新基準]を用い
て露出配線すること。

3. 電線は、より線の場合は2.0 mm以上、単線の場合は直径1.6 mm以上で、線路抵抗(往復)による電圧降
下が5V以内となるものをお選びください。

単線(軟銅)
導体

径(mm) 断面積
(mm2)

導体抵抗

Ω/km 20゚C

1.6
2.0
2.6

2.011
3.142
5.309

8.92
5.65
3.35

より線(軟銅)
導体

公称断面積
(mm2) 外径(mm)

導体抵抗

Ω/km 20゚ C

2.0
3.5
5.5

1.8
2.4
3.0

9.24
5.20
3.33

600 Vビニル絶縁電線表(JIS C3307による)
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設置工事の前に
■機器間の接続配線・線種について

特に指示がない配線は、HIVφ1.2 mm以上およびシールド線
の場合は金属管工事。
耐熱電線(HP)φ0.65 mm以上の場合は露出工事。
※昭和61年消防庁告示第10号の基準に合格したもの。各電線
メーカーの呼び名は異なりますが、(社)日本電線工業会記号
では「HP」（Heat  Proof）となっています。
表示は「JCMAタイネツ」とされています。
a : 非常電話の回線数
b : 建物の階数＋エレベーターなど(非常放送の回線数)
m : リモコンマイクの局数(最大10局)

¡コモン線は階別単独配線が必要です。

¡多元放送の場合は、出力系統別でか

つ、階別にコモン線を配線します。

メモ

 非常灯用はHIV2本(0.9 mm以上のもの) 
電話用はHIVツイストペア線で a × 2 
(線路抵抗は片線150 Ω以下)

耐熱電線 
普通の丸形多芯ケーブルでよい 

b + 2 (線路抵抗は片線25 Ω以下)
消防用認定耐熱電線 
b × 3 (音量調整器のない場合 b × 2)、なお 
同一階を分割する場合はその分をプラスする。 

消防用認定耐熱対形ケーブル (ペアー線)： 
6対 (12本) 、但し電源(24 Vと0 V)は制約あり。 

非常電話器 

非常電話装置 

AMアンテナ 

地図盤 
などの 
副表示器 

a + 1 HIV

FMアンテナ 

同軸ケーブル 

自動火災 
感知器 

 D種接地工事 

GND

GND

一般リモコン 
最大4台まで 

マルチリモコンマイク 
最大8台まで 

●系統別制御のとき 
　(最大10局まで) 
　m + 5 + 2芯シールド線 ×1 
●単局制御のとき 
　4 + 2芯シールド線 ×1

ラック形 
非常用放送設備  

対形ケーブル (ペアー線)： 
2対 (4本) + 2芯シールド線 
ご注意：総延長距離1,000 m 以内 
　　　　(69ページ参照) 
 

b + 2 (線路抵抗は片線50 Ω以下) HIV耐熱電線 

非常用AC100 V導体φ1.6 mm又は2.0 mm以上のHIV耐熱電線 

放送設備の消費電力にご注意。 

非常リモコン 
集中非常 
リモコン 
最大7台まで 

集中非常リモコン 
システム 

※2本 (電源)は線路抵抗片線1Ω以下、 
　他は50 Ω以下。 
ご注意：総延長距離1,000 m 以内 
　　　　(63ページ参照)

1～4

1～7
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システム概要
■構成

WU-M60A

電源 

- +

高音 

- +

低音 音質 

10

5

0

2

入力C

10

5

0

1
10

5

0

2

入力B

10

5

0

1
10

5

0

2

入力A

10

5

0

1

一斉放送 放送復旧 

Remote  Control   WK-

出力レベル 

非常復旧 1　非常起動 

連　動 連動一斉 発報連動停止 

発　報 火　災 非火災 

音声警報 

3　火　災 非火災 

緊急一斉 

主電源 

モニタ音量 

1 2 3

A

非常用通報設備 

WU-M60A

電源 

- +

高音 

- +

低音 音質 

10

5

0

2

入力C

10

5

0

1
10

5

0

2

入力B

10

5

0

1
10

5

0

2

入力A

10

5

0

1

一斉放送 放送復旧 

Remote  Control   WK-

出力レベル 

非常復旧 1　非常起動 

連　動 連動一斉 発報連動停止 

発　報 火　災 非火災 

音声警報 

3　火　災 非火災 

緊急一斉 

主電源 

モニタ音量 

1 2 3

A

非常用通報設備 

564
48440 40

44
60

29
U

72

12
U
以
内
 

17
U
以
内
 

非
常
操
作
面
 

　
設
置
範
囲
(8
0局
)

0.
8 
m
以
上
 

14U

478
39950 29

57
0

90
55
0

450

14
65

10
97

25 350
10
0
50

30 30

63
10
5

5

ルーバーの 
高さ分 

30mmの幅内で、上下の側板止め 
ねじ間であれば、連結用ボルト 
穴を開けられます。 
※ロングラック形も同様です。 

90100

ねじの突起分 

点線内が通 
線口を開け 
られる範囲 
です。 
(２箇所)

4-M5 
(側板止め)

側面 

564
48440 40

44
60

41
U

72

15
U
以
内
 

0.
8 
m
以
上
 

非
常
操
作
面
 

　
設
置
範
囲
(1
20
局
)

1.
5 
m
以
下
 

9U
以
内
 

17
U
以
内
 

14U

12U

478
39950 29

44
0

90
23
0

450

20
00
78
7

25
350

10
0
50

63
10
5

5

ルーバーの 
高さ分 

ねじの突起分 

点線内が通 
線口を開け 
られる範囲 
です。 
(３箇所)

6-M5 
(側板止め)
2-φ10 
  連結用 
  ボルト穴 

側面 
90100

30
0

54
0

84
5

340

26

10
1

Φ
17

上部固定用孔(M8ボルト付)

上部通線口 

WL-7550A 
ロングラック形 

WL-7050A 
スタンダードラック形 

2-φ10 
  連結用 
  ボルト穴 

5 5

Power Controller WU-L62

Panasonic

Power Controller WU-L62

Panasonic

■外観寸法図

スタンダードラック ロングラック
非常業務兼用 増　設 非常業務兼用 増　設

品　　名 品　番 WL-7050A WP-7000 WL-7550A WP-7500
非常操作ユニット WK-850A (5U) 1 1
入出力制御ユニット WU-R55 (2U) 1 1
20回線増設用出力制御ユニット WU-R52A (3U) 1 1
ミキサーユニット WU-M60A (2U) 1 1
電源制御ユニット WU-L62 (1U) 1 1 1 1
ファンユニット WU-L45A 1 1
サービスユニット (2U) 1 1 1 1
ブランクパネル (1U) 1 1 1 1

(2U) 2 2 2 2
(3U) 1 1 2

残りユニット収納数 1U=44.45 mm 14U 26U 26U 38U
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システム概要
■機器一覧

※　　　内に台数、局数(選択スイッチ、起動入力の数)、回線数(スピーカ系統の数)を記入してください。

品　名

ラック形
非常用
放送設備

非常操作
ユニット

ミキサー
ユニット

入出力
制御
ユニット

増設用
出力制御
ユニット

電源制御
ユニット

サービス
ユニット

品　番

WL-7050A
WL-7550A

WK-850A
(20局)

WU-M60A

WU-R55

WU-R52A
(20回線)

WU-L62

外　　観

9ページ参照

単品販売しません

単品販売しません

単品販売しません

高さ
AC100V
消費電力

DC24V
消費電流

システム

台数 局　数 回線数
概　　要

5U

2U

2U

3U

1U

2U

5W

140W
(DC3.6A
出力時)

640mA

100mA

300mA

640mA

1

1

1

1

1

1

1

―

非常

―

外部制御

―

―

―

業務

―

一般リ
モコン

―

―

― ―

―

―

―

―

20

―

―

¡システムの基本ユニット。
¡自動火災感知器連動または
手動により、音声警報、マ
イク放送。

¡放送階選択20局。
業務放送用にマイク、ライン、
チャイム、リモコン、ラジオ
などをミキシングするユニッ
ト。

非常リモコン、業務リモコン、
外部制御、その他周辺機器と
の接続用ユニット。

¡スピーカ回線の接続、制御
用ユニット。

¡自動火災感知器入力端子装備。
¡10/20回線単位で合計160
回線まで。

各ユニットのDC24V電源を
供給するとともに、外部より
電源入切制御が可能。

ユニットや収納機器をラック
に組み込んだり、引き出して
点検するときに使用する。
ブランクパネル(2U)の裏に
収納。

1U=44.45 mm

増設用
非常操作
ユニット

WK-810A
(10局)

WK-820A
(20局)

2U

2U

80mA

150mA

―

―

¡10/20局単位で増設可能。
¡ディップスイッチの設定に
より、増設用業務操作ユニ
ットとしても使用可能。

¡最大7台まで増設可能。
¡最大160局。
¡WU-X50を手動操作する
場合必要。

Interface Unit WU-855

Power Controller WU-L62

Panasonic

非常

非常

業務

業務

※

※「電気用品安全法技術基準」による消費電力

※
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品　名

増設用
出力制御
ユニット

B
G
M

品　番

WK-890
(20局用)

WU-R51A
(10回線)

WU-R52A
(20回線)

WK-880
(10回線)

外　　観 高さ
AC100V
消費電力

DC24V
消費電流

システム

台数 局　数 回線数
概　　要

2U

3U

3U

1U

130 mA

390 mA

640 mA

490 mA

外部制御

―

―

一般リ
モコン

―

―

― ―

―

¡外部制御入力あるいは一般
リモコン接点入力の20局
増設用として使用。

¡1ユニットで両方に分けて
使用することはできない。

¡スピーカ回線の接続、制御
用ユニット。

¡自動火災感知器入力端子装
備。

¡10/20回線単位で合計160
回線まで。

¡選択スイッチにより、別の
電力増幅器からのBGM放
送が可能。

¡WU-R52Aには2台接続で
きます。

WU-Q55
(BGM20
回線分)

3U ― ―

¡BGM放送系統スピーカの
接続用端子台です。

¡WK-880 2台分の接続が
可能。

BGM
放送モード
選択ユニッ
ト

最
大
7
ユ
ニ
ッ
ト
ま
で

拡張制御
ユニット

端子盤

増
設
合
計
7
ユ
ニ
ッ
ト
ま
で

システム局数・回線数合計 外部制御 一般リモコン

非常 業務

内BGM回線

全回線数

1U=44.45 mm

Interface Unit WU-855

Interface Unit WU-855

Interface Unit WU-855



モニタ
ユニット
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システム概要
品　名

非常電源
ユニット

ニカド
蓄電池

電力増幅
ユニット

ファン
ユニット

入力
マトリクス
ユニット

ラジオ
チューナ
ユニット

品　番

WP-570B

NCB-350
NCB-600

WU-P51
(60 W)

WU-P53
(360 W)

WU-L45A

WU-X50

WU-T60

外　　観 高さ
AC100V
定格
消費電力

DC24V
定格
消費電流

概　　要

2U

2U

3U

1U

24 W
※

60 W
※

310 W
※

24 W

10 W

第2シグナル
音時

1.3 A

350 mA

120 mA

非常電源をまかなう蓄電池(別売品)と、充電制御部より
構成されるユニット。

¡720 W..........NCB-600 × 2
¡360 W..........NCB-600 × 1
¡240 W..........NCB-600 × 1
¡120 W..........NCB-350 × 1
¡WP-570Bに組み込んで使用。

AC/DC兼用の電力増幅ユニット。

ラック内の電力増幅ユニットの合計定格出力が720Wを
越える場合、ラック最上部に取り付けます。

¡4入力、4出力のマトリクスを自由に設定でき、多元放
送が可能。1入力は非常専用。

¡最大8台(8入力16出力または16入力8出力)まで。
¡制御は、外部制御端子で行う。
¡手動操作の場合は、WK-860またはWK-810A、820A
（業務操作ユニット仕様）が必要。

AM/FM用のラジオチューナユニット。
ミキサーユニット WU-M60Aに組み込んで使用。

1U=44.45 mm

増設用
電力増幅架

WP-7000
(スタンダード)
WP-7500
(ロング)

¡ファンユニット組み込み済み。
¡収納ユニット数

WP-7000 26U
WP-7500 38U

WU-P52
(120 W)

115 W
※

WU-M20 2U

¡電力増幅ユニットの出力を4系統モニタ可能。
¡多元システムでの放送モニタ用ユニット。

※「電気用品安全法技術基準」による消費電力

 

Interface Unit WU-855

第2シグナル
音時

3.3 A

第2シグナル
音時

8.6 A

Ni-Cd
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品　名

非常
リモコン

ラック形
非常
リモコン

マルチ
リモコン

リモコン
マイク

品　番

WR-850
(20局用)

WR-851
(20局用)

WR-300

WR-101
(単局用)

WR-205
(5局用)

外　　観 高さ
AC100V
消費電力

DC24V
消費電流

概　　要

5U

5W

500mA

500mA

43mA

45mA

¡非常放送、業務放送を遠隔操作。
¡卓上および壁に取付可能。

¡非常放送、業務放送を遠隔操作。
¡増設用は、WK-810/820、WK-810A/820Aを使用。

¡10ブロック放送、個別放送、一斉放送が可能。
¡1台で最大160回線をコントロール可能。
¡最大8台まで接続可能。
¡別売金具により壁取り付けが可能。

¡単局/5局/10局のリモコンマイク。
¡合計で最大4台まで接続可能。
¡WR-205、210は別売金具により壁取り付けが可能。

WR-210
(10局用)

45mA

増設用
非常
リモコン

WR-810A
(10局用)

WR-820A
(20局用)

80mA

150mA

¡非常リモコンの局数を増設するためのユニット。
¡卓上および別売金具により壁取り付けが可能。
¡10/20局単位で増設。
¡ディップスイッチの設定により、増設用業務操作ユニ
ットとして使用可能。

1U=44.45 mm

Remote Control Mic   WR-210

Remote Control Mic   WR-210

電源 ブロック 

 放送復旧 

Extension  Controller WK-810A 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 

電源 ブロック 

一斉放送 放送復旧 

Extension  Controller WK-820A 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 
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システム概要
品　名

棟別非常
リモコン

増設用
非常操作
ユニット

インタ
フェース
ユニット

品　番

WR-856
(20局)

WK-810A
(10局用)

WK-820A
(20局用)

WU-R855

外　　観 高さ
AC100V
消費電力

DC24V
消費電流

概　　要

2U

2U

3U

180 mA

80 mA

150 mA

260 mA

¡各棟のラック形非常用放送設備の本体に対応する棟別
非常リモコン。

¡集中非常リモコンに最大8台まで増設可能。

¡ラック形非常用放送設備、ラック形非常リモコン、棟
別非常リモコンの増設用ユニット。

¡10/20局単位で増設。
¡ディップスイッチの設定により、増設用業務操作ユニ
ットとしても使用可能。

¡ラック形非常用放送設備、ラック形非常リモコンには、
最大7台まで増設可能。

¡棟別非常リモコンに、最大7台まで増設可能。

¡ラック形非常用放送設備を集中非常リモコンに接続す
るためのユニット。

¡ラック形非常用放送設備を4台まで接続可能。
¡1台増設して最大8台までラック形非常用放送設備が接
続可能。

1U=44.45 mm
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■工事部品一覧

スピーカ回線保護
ヒューズ(50本組)

1回線あたりの最大出力 28 W 電力増幅ユニット 60 W以上
1回線あたりの最大出力 70 W 電力増幅ユニット 120 W以上
1回線あたりの最大出力 140 W 電力増幅ユニット 360 W以上
1回線あたりの最大出力 200 W 電力増幅ユニット 480 W以上
注) ¡出荷時は全回線に400 mAが入っています。1回線あたりの出

力によって交換が必要です。
¡スピーカを接続しないヒューズホルダにも、ヒューズは必ず
入れます。(回線短絡表示が出てしまうため)

WK-F04A (400 mA)
WK-F10A (1 A)
WK-F20A (2 A)
WK-F30A (3 A)

ブランクパネル 1U
ブランクパネル 2U
ブランクパネル 3U

W2-BPA/44
W2-BPA/88
W2-BPA/132

ユニット収納後の空きスペースを覆うパネル。

パンチングパネル 1U
パンチングパネル 2U

W2-PPA/44
W2-PPA/88

放熱効果を得たい場合のパネル。

増設用出力制御ユニッ
ト用PA入力ケーブル

W3-4L/04PR 増設用出力制御ユニット(WU-R51A、WU-R52A)のPA入力を追加す
る場合に必要。

DC 2ピンケーブル W4-2L/3RR 非常電源ユニット(WP-570B)から、4台の電力増幅ユニットにDC電
源を供給する場合に必要。

モニタユニット
ケーブル
(4ピン　2.5 m)

YWL6100SR01
(サービス部品扱い)

モニタユニット(WU-M20) ⇔ 電力増幅ユニット間
モニタユニット(WU-M20)のPAモニター入力追加時に必要。
モニターを系統別に行う場合必要。

増設用非常リモコン
取付金具

WR-Q800(商品扱い) 増設用非常リモコン(WR-810A、820A、810、820)を壁掛形で使
用する場合必要。

マルチリモコン
取付金具

WR-Q300(商品扱い) マルチリモコン(WR-300)、リモコンマイク(WR-205、210)を壁掛
形で使用する場合必要。

DC用ケーブル
(2ピン　3 m)

W4-2L/3PR 非常電源ユニット(WP-570B) ⇔ 電力増幅ユニット間
注) 短い場合は2本、3本接続してください。

PA出力用ケーブル
(4ピン　2.5 m)

W4-4L/25PR 電力増幅ユニット ⇔ 電力増幅ユニット
電力増幅ユニット ⇔ 増設用出力制御ユニット
注) 短い場合は2本、3本接続してください。

BATT CONT
ケーブル
(12ピン　2.1 m)

W4-12L/21PR 入出力制御ユニット(WU-R55) ⇔ 非常電源ユニット間(WP-570B)
非常電源ユニット(WP-570B) ⇔ 非常電源ユニット間(WP-570B)
注) 短い場合は2本、3本接続してください。

CONT BUS
A、B
ケーブル
(50ピン)

5 m

2 m

W4-50L/50PP

W4-20L/50PP

非常操作ユニット(WK-850A) ⇔ 入力マトリクス間(WU-X50)
増設用非常操作ユニット ⇔ 増設用非常操作ユニット間
(WK-810、820、810A、 (WK-810、820、810A、820A
820A、860、890) 860、890)

入出力制御ユニット(WU-R55) ⇔ 増設用出力制御ユニット間
増設用出力制御ユニット　　　　　(WU-R51A、R52A)
(WU-R51A、R52A) BGM放送モード選択ユニット
BGM放送モード選択ユニット (WK-880)
(WK-880)
注) 延長接続は10 mまでです。(5 mケーブルは2本、2mケーブルは5本まで)

POWER CONT
ケーブル
(9ピン　2.1 m)

W4-9L/21PR
¡9番に配線なし
¡1番と3番の線が太い

入出力制御ユニット(WU-R55) ⇔ 電源制御ユニット間(WU-L62)
電源制御ユニット(WU-L62)
非常操作ユニット(WK-850A) ⇔ ミキサーユニット間(WU-M60A)
注) 短い場合は2本、3本接続してください。

2芯シールド線
(1.6 m)

YWL6655SR01A
(サービス部品扱い)

複式プラグ付音声入力用。 ※各ユニットには1本付属。
注) 短い場合は現地作成願います。

2
本
の
ラ
ッ
ク
間
を
接
続
す
る
場
合
に
必
要 （ ）

⇔

⇔
⇔

⇔
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システム概要
部品名 品　　番 備　　　　考

平衡トランス
YWIT-1106
(サービス部品扱い)

ミキサーユニット(WU-M60A)の入力や、その他入力を平衡にする
場合必要。

複式プラグ
YKV110431A
(サービス部品扱い)

1.6 m以上の音声入出力線を現地作成する場合に必要。
注) 2芯シールド線は現地調達。

単頭プラグ
YKV110433
(サービス部品扱い)

音声入出力線を現地作成する場合に必要。
注) 2芯シールド線は現地調達。

RCAプラグ
YWPP001PLUG
(サービス部品扱い)

音声入出力線を現地作成する場合に必要。
注) 単芯シールド線は現地調達。

ファクトライン用
抜け止め
コンセントプラグ

DH2671
(松下電工扱い)

ファクトラインに取り付けるACコンセント。
注) ¡ファクトラインの電流容量は15A。

¡電力増幅ユニットの電源は接続しないでください。

12ピンナイロン
コネクタプラグ

YW1625-12P
(サービス部品扱い)

入出力制御ユニット(WU-R55)背面の汎用出力 : Y5 EXT CONT用。
注) ¡プラグピンは別売。 ¡線材は現地調達。

9ピンナイロン
コネクタプラグ

YW1625 -9P
(サービス部品扱い)

入力マトリクスユニット(WU-X50)の外部制御 : CONT X3用。
注) ¡プラグピンは別売。 ¡線材は現地調達。

9ピンナイロン
コネクタソケット

YW1625-9R
(サービス部品扱い)

ミキサーユニット(WU-M60A)の外部制御 : MI CONT用。
注) ¡プラグピンは別売。 ¡線材は現地調達。

ナイロンコネクタ
ソケットピン

YW1561TL
(サービス部品扱い)

YW1625用ソケットピン。

ナイロンコネクタ
プラグピン

YW1560TL
(サービス部品扱い)

YW1625用プラグピン。

■システム設計早見表

非常リモコン用
DC24 Vヒューズ

非常リモコン用
回線保護ヒューズ

XBA1C63NS5(6.3A)
XBA1C100NS5(10A)
（サービス品扱い） 非常リモコンの接続台数により変更します。

※出荷時は6.3 Aが入っています。
XBA1C016NS5(160mA)
（サービス品扱い）

1,440W

W数

60W

電力増幅ユニット 非常電源ユニット

WU-P51 WU-P52 WU-P53
注)5

WP-570B

ニッケルカドミウム蓄電池 非常リモコンの接続可能台数　注)1
電力増幅ユニット・非常電源
ユニットの合計消費電力　注)2

174W

NCB-350 NCB-600 20局 30局 40局 50局 60局

1 1
1 5 4 3 2 1

1 7 7 7 7 7

120W 324W1 1
1 1 0 0 0 0

1 7 7 6 5 4

180W 474W1 1 1
2 7 7 6 5 4

1 6 5 4 3 2

240W 624W2 1
2 5 4 3 2 1

1 2 1 0 0 0

360W 864W1 1 2 7 7 7 7 7

480W 1,164W1 1 1 2 7 7 6 5 4

600W 1,488W2 1 2 1 2 7 7 7 7 7

840W 2,028W1 2 2 3 7 7 7 5 5

960W 2,328W2 2 2 4 7 7 7 7 7

720W 1,728W2 2
4 4 3 2 1 1

3 7 7 7 7 7

1,080W 2,568W3 2 4 7 7 7 7 7

1,200W 2,892W1 3 3 5 7 7 7 7 7

1,320W 3,192W2 3 3 5 7 7 7 7 7

3,432W4 3 5 7 7 7 7 7
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注)1 : 60 W～240 Wの場合、蓄電池を変えることによ
り接続可能台数が変わります。

注)2 : オプションユニットを含まない場合。
注)3 : WU-P53が3台以上の場合は、2台ごとに1Uのブ

ランクパネルが必要です。
WU-P51、P52が5台以上の場合は、4台ごとに
1Uのブランクパネルが必要です。

注)4 : 電力増幅ユニットの合計W数が720 Wを越える場
合には、ファンユニットをラックの天面に取り付
けてください。

注)5 : 1台の電力増幅ユニットに2台の非常電源を接続す
ることはできません。従ってW数の合計の割り算
だけで非常電源の台数は決まりませんのでご注意
ください。

※非常電源ユニット1台中に蓄電池NCB-350とNCB-
600を混同して使用することはできません。
非常電源ユニット1台に合計720 Wまでの電力増幅ユ
ニットが接続できます。
非常電源ユニットのDC電源出力コネクター（D3～D6）
1個当り240 Wまでの電力増幅ユニットが接続できま
す。

●蓄電池数の算出方法(目安)
蓄電池に対する放電電流は、NCB-600 1台当たり約
8.6A、NCB-350 1台当たり約5.0 Aで、蓄電池数を
求めます。
システムの総合消費電流は機器一覧（P10～14）を
参照してください。
¡NCB-600の場合の必要台数＝システムの総合消費

電流÷8.6 A
¡NCB-350の場合の必要台数＝システムの総合消費

電流÷5.0 A
（小数点以下は切り上げます。）

源
注)2

電力増幅ユニット・非常電源ユニット・
増設電源ユニット・ブランクパネルの

合計U数　注)3

4

ファンユニット

WU-L45A 注)4

0

4 0

6 0

6 0

5 0

7 0

11 0

12 1

14 1

10 1

14
（ブランク1U） 1

18
（ブランク1U） 1

20
（ブランク1U） 1

19
（ブランク1U） 1
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システム概要
■電源制御ユニット(WU-L62)必要台数
(WU-R45や一般リモコンを多数接続する場合は、余裕を持った台数にします)
下記に示す(1)、(2)のいずれか大きい方が必要台数です。

20 
回 
線 

30 
回 
線 

40 
回 
線 

50 
回 
線 

60 
回 
線 

70 
回 
線 

80 
回 
線 

90 
回 
線 

100 
回 
線 

110 
回 
線 

120 
回 
線 

130 
回 
線 

140 
回 
線 

150 
回 
線 

160 
回 
線 

0
１台 
２台 
３台 
４台 
５台 
６台 
７台 

非
常
リ
モ
コ
ン
台
数 

局
数 

WU-L62×1（台） 

WU-L62×3（台） 
WU-L62×2（台） 

WU-L62×4（台） 

(1)システムのDC消費電流からの制約

右表を参照
¡出力制御ユニットの総回線数(使用し
ない端子台分も含む)と非常リモコン
の台数により、右表から必要台数を
決定します。

¡各ユニット(非常操作、入出力制御、
出力制御、非常リモコン)のDC24 V
電源は、停電時以外は電源制御ユニ
ットから供給されます。

(2)システムのAC消費電力からの制約

¡上記表で1台であっても、総合消費
電力が3,800 W以上の場合は2台に
なります。

¡電源制御ユニット1台のA系統、B系
統にWU-P53を各2台、合計4台まで
接続できます。

（消費電力：4台で3,360 W）
¡総合消費電力(W)＝[標準システムの消費電力]＋[追加ユニットの消費電力(AC100 Vで動作するユニット)]
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はは
じ
め
に

■集中非常リモコンシステムの消費電流早見表
(集中非常リモコンの電源を非常用放送設備(本体)から供給する場合)

40 50 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150 160 170 180 190 200 210 220 230 240 250 260 270 280 290 300 310 320

1.11 1.19 1.26 1.34 1.41 1.49 1.56 1.64 1.71 1.79 1.86 1.94 2.01 2.09 2.16 2.24 2.31 2.39 2.46 2.54 2.61 2.69 2.76 2.84 2.91 2.99 3.06 3.14 3.21

  1.29 1.37 1.44 1.52 1.59 1.67 1.74 1.82 1.89 1.97 2.04 2.12 2.19 2.27 2.34 2.42 2.49 2.57 2.64 2.72 2.79 2.87 2.94 3.02 3.09 3.17 3.24

    1.47 1.55 1.62 1.70 1.77 1.85 1.92 2.00 2.07 2.15 2.22 2.30 2.37 2.45 2.52 2.60 2.67 2.75 2.82 2.90 2.97 3.05 3.12 3.20 3.27

      1.91 1.99 2.06 2.14 2.21 2.29 2.36 2.44 2.51 2.59 2.66 2.74 2.81 2.89 2.96 3.04 3.11 3.19 3.26 3.34 3.41 3.49 3.56

        2.09 2.17 2.24 2.32 2.39 2.47 2.54 2.62 2.69 2.77 2.84 2.92 2.99 3.07 3.14 3.22 3.29 3.37 3.44 3.52 3.59

          2.27 2.35 2.42 2.50 2.57 2.65 2.72 2.80 2.87 2.95 3.02 3.10 3.17 3.25 3.32 3.40 3.47 3.55 3.62

            2.45 2.53 2.60 2.68 2.75 2.83 2.90 2.98 3.05 3.13 3.20 3.28 3.35 3.43 3.50 3.58 3.65

2台 

3台 

4台 

5台 

6台 

7台 

8台 

棟
別
非
常
リ
モ
コ
ン
台
数 

（
本
体
数
） 

台数 

局数 集中非常リモコン合計局数 

¡増設用非常操作ユニットが、偶数局数の場合はWK-820Aのみで構成し、
奇数局数の場合はWK-810Aが1台のみの構成です。

¡インタフェースユニットは、棟別非常リモコンが4台までのときは1台で構成し、5～8台までのときは
2台構成となります。

●集中非常リモコン総合消費電流の求め方
集中非常リモコン総合消費電流= 集中非常リモコン1台当たりの消費電流×集中非常リモコンの合計台数

(※早見表より求めた数値)

●集中非常リモコン用としての電源制御ユニット(WU-L62)の追加台数の求め方
WU-L62必要台数 = 集中非常リモコン総合消費電流 ÷ 3.6 A
(※小数点以下は切り上げます。)

●集中非常リモコン用非常電源ユニット(WP-570B)の蓄電池追加台数の求め方
蓄電池に対する放電電流は、NCB-600 1台当たり約8.6A、NCB-350 1台当たり約5.0 Aで、蓄電池数
を求めます。
¡NCB-600の場合の必要台数 = 集中非常リモコン総合消費電流 ÷ 8.6 A
¡NCB-350の場合の必要台数 = 集中非常リモコン総合消費電流 ÷ 5.0 A
(※小数点以下は切り上げます。)

¡早見表は、下記の算出式により消費電流を求めてあります。

＝
集中非常リモコンシステム
1台当たりの合計消費電流

WR-855 ×1台
(490 mA)

＋
WU-R855 ×台数
(260 mA)

＋
WR-856 ×台数
(180 mA)

＋

WK-820A ×台数
(150 mA)

WK-810A ×台数
(80 mA)

お願い

入出力制御ユニット(WU-R55)から供給できる最大電流は8 Aまでです。非常リモコン・集中非常リモ

コンの合計が8 A以上になる場合は、集中非常リモコン側に電源を専用に接続してください。

集中非常リモコンシステム1台当たりの消費電流　　　　　単位［A］
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工事の手順
・基本システム編は、ラック形非常用放送設備としての基本的なシステム工事の手順を説明しています。
・応用システム編は、拡張的な機能について基本システムに追加すべき工事の説明をしています。従って、応用
システム編の内容を含むシステムの場合は、基本システム編を合わせてお読みください。

●基本システム編 ●応用システム編

ラックの設置 22

ラック収納前の準備 23

ラックへの収納 30

ラック内の配線 35

外部機器との接続 49

接続点検 52

データ初期化 53

書き込み(別冊「書き込み編」参照)

動作確認 54

終　　了

AC

DC

[項　　目] [ページ] 項　　目 ページ

非常リモコン

マルチリモコンマイク

緊急放送

多元放送

集中非常リモコン

拡張制御ユニット

BGM放送モード選択ユニット

調整卓との接続

58

68

70

72

81

90

93

97

電
　
源

″入
″

電
　
源

″切
″

ご注意
・ケーブル接続、抜き差し、ディップスイッチの設定時は、必ず

電源制御ユニットのブレーカと非常電源ユニットの蓄電池スイ

ッチを「切」にしてください。

・電源を入れたまま行うと故障の原因となります。

・ただし、データ初期化を行うときは電源を「入」にします。

蓄電池 切 
入 

A系統 
B系統 

入 
切 

切
 

WP-570B

WU-L62
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ラックの設置　................................................... 22
ラック収納前の準備　........................................ 23
■設定表の記入　 ....................................................... 23
■表示カードの記入　 ................................................ 23
■非常操作ユニット　WK-850A ............................. 23
■ミキサーユニット　WU-M60A ............................ 24
■非常電源ユニット　WP-570B ............................. 26
■増設用出力制御ユニット　WU-R51A,R52A ........ 28

ラックへの収納　 ............................................... 30
■非常操作ユニットについて　.................................. 30
■各ユニットの収納位置　......................................... 30
■ユニットの取り付け　............................................. 31
■主銘板の記入　 ....................................................... 31
■操作説明書の掲示　 ................................................ 31

ディップスイッチの設定　................................. 32
■非常操作ユニット　WK-850A ............................. 32
■増設用非常操作ユニット　WK-810A,820A ......... 33
■増設用ユニット　WK-810,820,860 ..................... 33
■入出力制御ユニット　WU-R55 ........................... 34
■増設用出力制御ユニット　WU-R51A,R52A ........ 34

ラック内の配線　 ............................................... 35
■接続例　 .................................................................. 35
■非常操作ユニット　WK-850A ............................. 36
■増設用ユニット　WK-810A,820A,810,820,860 ..... 37
■ミキサーユニット　WU-M60A ............................ 38
■電源制御ユニット　WU-L62 ............................... 41
■電力増幅ユニット　WU-P51,P52,P53 ................ 43
■非常電源ユニット　WP-570B ............................. 45
■入出力制御ユニット　WU-R55 ........................... 47
■増設用出力制御ユニット　WU-R51A,R52A ........ 48

外部機器との接続　............................................ 49
■通線のしかた　 ....................................................... 49
■入出力制御ユニット　WU-R55 ........................... 49
■増設用出力制御ユニット　WU-R51A,R52A ........ 51

接続点検　.......................................................... 52
データ初期化(初期設定) ................................. 53
動作確認　.......................................................... 54
■非常操作ユニットの点検　 ..................................... 54
■総合点検　............................................................... 55
■動作確認　............................................................... 55
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●ラックの設置場所について
¡ラック形非常用放送設備は、組み込むユニットにより300 kg近くの質量になることがあります。
設置の際は、必ず床面をアンカーボルト(φ10程度)などで固定してください。

59 80 592-Φ9

11
0 90

27
0

23
0

9011
0

45
0

39
6

35
0

28

50
50

26

564

400

350

50

基台（チャンネルベース）図 

4-Φ15（アンカーボルト用） 

4-Φ15（アンカーボルト用） 

4-M8（ラック固定用） 

前　面　側 

15
0

25
0

23

350

380

80

400 40

25

564

47
8

27
0

35
0

75 11
5

39
6

51

4-φ10

4-φ15
4-φ15

2-M5

¡さらにラック上面もアングル(現地手配)で固定
してください。アングルの材質、形状および壁
面などの固定面への取付ねじは、強度的に十分
余裕のあるものをご使用ください。

M8ボルト 
（ラックに取付済） 壁面へ 

アングル 
（現地手配） 
ラック後面 

26

¡通線口はチャンネルベース左右および上面、底
にあります。

¡ラックへの通線をラック後面下部より行う場合
は、ラック後面と壁面との間を10 cm以上開け
てください。

340

47
8

10
1

2-Φ70

通線用ブランクパネル 
（４Ｕ） 

通線用ブランクパネル 
（３Ｕ） 

後面通線口寸法図 

17
7

50

23

13
2

●ラックを2台以上並べて設置する場合
ラックの両側面に連結用ボルト穴が上下2カ所あ
ります。ラックを床に仮固定した後、ねじ穴のキ
ャップを外し、M8×10程度のボルトとナットで
固定してください。 M8×

10

50
200

168

1097（1632：ロング） 

●障害物について
右図の範囲内には障害物を置かないでください。

0.5 m 0.5 m本体 

上面図 

２m
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■設定表の記入
非常操作ユニット WK-850Aの背面から出火階設定表、入出力設定表を取り出し、記入します。
(別冊書き込み編参照)

■表示カードの記入
¡放送階選択スイッチには、各スピーカの設置
場所やブロック指定した場所などを記入する表
示カードが付いています。

¡カードカバー下側中央の溝に爪をかけ、持ち上
げながら手前に引くと外れます。

¡右の表示カードにスピーカの設置場所やブロッ
ク指定した場所などを記入します。

¡業務選択スイッチに設定した場合は、付属の業
務選択スイッチ用表示カードを使用します。

カードカバー 

カードカバー 

作動 出火階 放送階 

作動 出火階 放送階 作動 放送階 

非常選択スイッチ用 業務選択スイッチ用 

■非常操作ユニット　WK-850A
●マイクロホンを接続する

qマイクロホンプラグを穴から差し込んで後面へ
通し、パネル固定部をパネルにはめ込み固定し
ます。

w後面へ通したマイクロホンプラグを、マイク
入力ジャックに差し込みます。

パネル固定部 

マイクロホン 

入力
 

マイク
入力 

-55d
B 10

KΩ 
非常
用マ
イク
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■ミキサーユニット　WU-M60A
●ラジオチューナユニット(WU-T60)の組み込みかた

q音量つまみを取り外します。
w前面パネルを外します。
eシャーシに付いているブランクパネルを外します。

rラジオチューナユニットを前面側から挿入し、ねじ
止めします。

tアンテナ基板に接続されているチューナ接続コード
の束線をニッパなどで取り外します。

yアンテナ基板のコネクタCN701をラジオチューナユ
ニットのCN101に接続します。

uコネクタ-コネクタコードの4ピン側をミキサー基板
のCN115に接続し、6ピン側をラジオチューナユニ
ットのCN401に接続します。

i前面パネルを取り付け、音量つまみを元どおりに差
し込みます。

※工場出荷時は入力Cに設定されていますが、入力A,B
に設定することもできます。詳しくは、WU-M60A
の取扱説明書をご覧ください。

ねじ4本外し、パネルを外す 

つまみ6個外す 

w

q パネル、つまみを元に戻す i

ねじ2本を外し、ブランクパネルを外す e

束線を 
はずす 

アンテナ基板 

ミキサー基板 

t

r

y
u

ラジオチューナ 
ユニット 

CN115

CN101 CN401

o

!0

●平衡入力への変更のしかた
(1)入力C1,2,3,4をトランス入力にする場合（o）

ジャンパー線を2本カットして、入力トランス
YWIT-1106(別売品)を取り付けます。

入力C1 : J 9, 10 → T102
入力C2 : J11,12 → T107
入力C3 : J13,14 → T108
入力C4 : J15,16 → T109

(2)入力A1,2、入力B1,2をトランス入力にする場合（!0）
抵抗を2本カットして、入力トランス
YWIT-1106(別売品)を取り付けます。

入力A1 : R296,R297 → T103
入力A2 : R293,R250 → T104
入力B3 : R247,R248 → T105
入力B4 : R311,R310 → T106

4　 5　 6

1　 2　 3

J1
5

J1
6

4　 5　 6

1　 2　 3
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●コールサインユニット(WU-Z05)の組み込みかた

q音量つまみを取り外します。
w前面パネルを外します。
e前面パネルのコールサインスイッチ穴のゴムキャッ
プを外します。

rコールサインユニットをシャーシ内側から挿入し、
前面よりねじ止めします。

tコールサインユニットからの4Pコネクタをミキサー
基板のCN110に接続します。

yコールサインユニット付属の2芯接続ケーブルをコー
ルサインユニットのコネクタCN7に接続し、一方を
ミキサー基板のCN111に接続します。

（接続した2芯ケーブルを、コールサインユニット付
属のコードクランプで他の線材と固定します。）

uミキサー基板のジャンパー線 J121をニッパなどで
切断します。

i前面パネルを取り付け、音量つまみを元どおりに差
し込みます。

oコールサイン表示ラベルを前面パネルのコールサイ
ンスイッチ穴の下に貼り付けます。

コールサイン表示ラベル 

J121 
(切断する) 
 

CN110

コールサインユニット 
WU-Z05ミキサー基板 

コールサインスイッチ穴 

ねじ4本外し、パネルを外す 

つまみ6個外す 

w

q パネル、つまみを元に戻す i

e

u

y

r
t

CN7

CN111

o
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(1) 取り付けねじ4本を外し、前面パネルをはずす。

(3) 蓄電池の種類と個数を設定する。

FUSE

FUSE

蓄電池の種類(SW202) 蓄電池の個数(SW203)

NCB-350
1

2

NCB-600
1

2

点検 

SW204

蓄電池 
蓄電池1

赤 黄 

黒 

蓄電池2 切 
入 

１

個

数

２

 

種

類

 

NCB600

NCB350
GND

EMG

URG

SW201 SW203

J204

SW
202

蓄電池電圧 
測定端子 

EMG

URG

J204

EMG

URG

J204

EMG側にします 
(EMG信号で起動します) 
 

URG側にします 
(URG信号で起動します) 
 

〈非常用電源〉 〈緊急用電源〉 

内部コネクター（J204）の設定 
本機の用途（非常用電源か緊急用電源）によって 
内部コネクター（J204）を設定してください。 
出荷時は非常用電源に設定してあります。 

メモ 

d

(2) 蓄電池スイッチ(下図参照)が「切」になっているこ
とを確認する。
※出荷時は「切」です。

蓄電池の種類と個数に合わせて、SW202、SW203(右
図)を下表のように設定してください。
出荷時は、NCB-600：2個の設定になっています。

蓄電池電圧の測定のしかた

点検スイッチSW204（右図参照）を押して、蓄電
池1（端子：赤とGND：黒　間）蓄電池2（端子：
黄とGND：黒　間）の電圧を測定します。
※ 21V以下は、畜電池が消耗しています。畜電池

を交換してください。

メモ

■非常電源ユニット　WP-570B
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(4) 蓄電池を接続する。

(5) 蓄電池スイッチ(SW201)を「入」にする。
※出荷時は「切」です。

(6) 前面パネルを元どおり取り付けます。

(7) 蓄電池容量と蓄電池品番を表示する。

下表を参照して、蓄電池容量表示ラベル（付属品）
を選び、銘板に貼り付けてください。蓄電池品番ラ
ベルは、銘板の下に貼り付けてください。
(右図参照)

蓄電池品番 個数 電力増幅ユニット 蓄電池容量

NCB-350 1 120 Wまで 3.5Ah X 1
NCB-350 2 240 Wまで 3.5Ah X 2
NCB-600 1 360 Wまで 6Ah X 1
NCB-600 2 720 Wまで 6Ah X 2

※停電動作約10分間の容量です。
制御系の消費電流は含まれていません。

FUSE

FUSE

蓄電池 
蓄電池2 切 

入 

NCB350

SW201

蓄電池が1個の場合は必ず 
「蓄電池1」（上側）に接続 
してください。 

1 2 蓄電池 

緑 正常 

充電中 

非常電源 

点検 主電源 

ファン異常 

Panasonic

橙 注意 
赤 異常 

日常点検のお願い 
・点検は毎日行ってください 
・点検スイッチは10秒以上押さないでください。蓄電池が消耗します。 
・蓄電池点検時、 
　充電中表示灯が消えない 
　場合は異常です。 
　保守契約店、販売店に 
　ご連絡ください。 

蓄電池交換のお願い 
・蓄電池は非常放送されなくても寿命があります。 
　正常時に機器を正しく動作させるために 
　正常電圧でない場合は、全数新品と交換 
　してください。 

ファンの動作確認のお願い 
・蓄電池交換時には、ファンの動作（回転）も確認してください。 

充電中表示灯 
点灯 
消灯 

蓄電池の電圧状態 
正常電圧の範囲内 
正常電圧の下限 
～蓄電池の交換時期が間近です 

動作電圧以下 
～蓄電池を交換してください 

非常電源表示灯 
緑色点灯 

橙色点灯 

赤色点灯 

点検スイッチの位置 
充電状態 
蓄電池点検時 

 

充電状態または点検ボタン押下時（蓄電池点検時） 使 用 開 始 日 

年　　　　　月 

Emergency Power Supply WP-570B

組込み蓄電池明細 
容 量  DC  24V 
 　　   3.5AhX1本   3.5AhX2本 
　　   6AhX1本         6AhX2本 銘板 

3.5AhX1 3.5AhX2

6AhX1 6AhX2

蓄電池品番　NCB-350

蓄電池品番　NCB-600

銘板上の蓄電池容量表示について 
 
収納した蓄電池の容量と品番を本ラベルから選び、 
蓄電池容量は銘板上に記載された容量表示がかく 
れるように貼ってください。 

蓄電池品番は品番貼付面に貼ってください。 

蓄電池容量表示ラベル（付属品） 

蓄電池品番をこの面に貼ってください 

• 長時間使用しない場合は、蓄電池をはずしてく
ださい。

メモ

• 蓄電池を接続する前や設置・工事中および点検
修理時には、蓄電池スイッチを「切」にしてく
ださい。

• 充電されていない蓄電池の充電時間は、約60時
間かかります。（設置時、交換時）

• AC100 V通電中で、畜電池が接続されている場
合、蓄電池スイッチを「切」にしても充電され
ます。（充電中表示灯が点灯します。）

メモ

本機内に種類の異なる蓄電池（NCB-350,
NCB-600）を混合して使用しない。
•火災や破裂の原因となります。

警告

• ラベル（付属品）を使用しない場合は、銘板に記
載してある容量のうち、該当するものを残し、
黒色マジックなどで塗りつぶしてください。

メモ

基基
本
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編
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■増設用出力制御ユニット　WU-R51A,R52A
●輸送用補強アングルを外す

設置の前に輸送用補強アングルを外します。
右図のねじ(ア)、(イ)を外すと輸送用補強アングルが
取り外せます。

●電力増幅ユニットからの入力系統の分けかた

ア 

イ 

輸送用補強アングル 

後面 

各PA入力は、WU-R51A,R52Aの内部で並列に接続さ
れています。次のような場合は、基板上のジャンパー
線を切断してください。
¡電力増幅ユニットの並列接続可能台数を超えてしま

うとき

※並列接続可能な台数

¡入力マトリクスユニット(WU-X50)を使用して増設用

出力制御ユニット1台を多元で使用するとき

※ジャンパー線を切断しないで接続すると、出力が
短絡された状態になります。

¡PA入力を追加するとき

4本(WU-R51Aは2本)のPA入力ケーブル(W3-
4L/04PR : 工事部品)を追加することにより、増設用
出力制御ユニット1ユニットへのPA接続をさらに増
やすことができます。
(右図点線のPAコネクタを追加)

●ジャンパー線の切りかた
q上カバーのねじを外し、上カバーを取り外します。
wジャンパー線を切断します。
e上カバーを元どおり取り付けます。

スピーカ1

スピーカ5
〜 

スピーカ6

スピーカ10
〜 

PA2

CN102

CN103

CN104

CN105

PA1

J9･10

スピーカ11

スピーカ15
〜 

スピーカ16

スピーカ20
〜 

PA4

CN106

CN107

CN108

CN109

PA3

J29･30

J19･20

1コネクタ当り 
480Wまで 

1回線当り 
200Wまで 

ねじ4本外す。 

J9,J10
J19,J20

J29,J30

電力増幅ユニット

WU-P51とWU-P52の組み合わせ
WU-P53を含む組み合わせ

可能な台数

4
3

最大合計出力数

480 W
1080 W

図はWU-R52Aです。WU-R51Aには点線部分はあり

ません
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●PAコネクタの追加方法
q前面パネルの止めねじを外し、前面パネルを取
り外します。

wねじ6本（赤ねじ2本、紫ねじ4本）をからまわ
りするまでゆるめ、端子台を取り外します。

e上カバーを取り外します。(⇒28ページ参照)
r基板上のコネクタ(CN101,102,104,106,108)
を外します。

t基板を固定しているねじと、線材を固定してい
るねじを外します。

ねじ3本を外す 

ねじ3本を外す 

CN101

CN102 CN104 CN106 CN108

ねじを外し線材を外す 

ねじ2本を外す 

y基板を前面にスライドさせて抜きます。
u背面の左下角穴にPA入力追加用ケーブル(工事
部品 : W3-4L/04PR)をユニット内部より挿入
して取り付け、反対側のコネクタを基板上の
コネクタ(CN103,105,107,109)のいずれかに
接続します。

PA入力ケーブル 
W3-4L/04PR（工事部品別売）

基板上の 
CN103,CN105, 
CN107,CN109ヘ 

i終了したら、逆の手順でユニットを元どおり
にします。

基基
本
シ
ス
テ
ム
編
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■非常操作ユニットについて
¡法令により、非常操作部は床面より0.8 m～1.5 mの高
さに設置しなければなりません。従って、非常操作ユ
ニット(WK-850A)、増設用非常操作ユニット(WK-
810A,820A,810,820)は右図の範囲に設置しなければ
なりません。

¡収まらないときは、増設用電力増幅架
(認定品)を使用し、ラック2本にして横
に並べてください。

■各ユニットの収納位置
●電源制御ユニット

放熱効果を上げるため、上にサービスユニットを置く
か、上1Uを必ずあけて設置してください。

●非常電源ユニット
ラックのできるだけ下部に取り付けてください。特に
電力増幅ユニット(発熱するもの)の下に収納してくださ
い。直上には絶対に取り付けないでください。
電源制御ユニットとは1Uあけて設置してください。

●電力増幅ユニット
¡放熱効果を上げるため、できるだけ上部に設置してく
ださい。

¡電力増幅ユニットの上には、BGM演奏装置やワイヤ
レス受信機などの業務用放送機器および非常電源ユニ
ットは絶対に収納しないでください。

¡ミキサーユニット(WU-M60A)でレコードプレーヤー
を使用するときは、電力増幅ユニットと次の間隔(上
または下)をあけて設置してください。

（BGMやカセットデッキなども上の表を目安に設置し
てください。）

¡入力マトリクスユニット(WU-X50)は、上または下1U
離して設置してください。

¡WU-P53を3台以上収納するときは、2台おきに1Uブ
ランクパネルを取り付け放熱効果を上げてください。

¡WU-P51、P52を5台以上収納するときは、4台おきに1U
ブランクパネルを取り付け放熱効果を上げてください。

●業務用放送機器およびその他の機器類
電源制御ユニットの上で、電力増幅ユニットの下に収
納します。

29
U

41
U

17U以上 

設置範囲 
12U以内 

17U以上 

設置範囲 
15U以内 

9U以上 

0.
8m
以
上
 1.
5m
以
下
 

ロングラック 
非常120局まで 
非常操作ユニット（5U） 
と増設非常操作ユニット 
（2U）5台まで収納可能 

スタンダードラック 
非常80局まで 
非常操作ユニット（5U） 
と増設非常操作ユニット 
（2U）3台まで収納可能 

スタンダードラック ロングラック 

WU-M60A

電源 

- +

高音 

- +

低音 音質 

10

5

0

2

入力C

10

5

0

1
10

5

0

2

入力B

10

5

0

1
10

5

0

2

入力A

10

5

0

1

一斉放送 放送復旧 

Remote  Control   WK-

出力レベル 

非常復旧 非常起動 

連　動 連動一斉 発報連動停止 

発　報 火　災 非火災 

音声警報 

　火　災 非火災 

緊急一斉 

主電源 

モニタ音量 

1 2 3

A

非常用放送設備 

WU-M60A

電源 

- +

高音 

- +

低音 音質 

10

5

0

2

入力C

10

5

0

1
10

5

0

2

入力B

10

5

0

1
10

5

0

2

入力A

10

5

0

1

一斉放送 放送復旧 

Remote  Control   WK-

出力レベル 

非常復旧 　非常起動 

連　動 連動一斉 発報連動停止 

発　報 火　災 非火災 

音声警報 

　火　災 非火災 

緊急一斉 

主電源 

モニタ音量 

1 2 3

A

非常用放送設備 

増設用出力制御ユニット 

スタンダードラック 
WL-7050A

ロングラック 
WL-7550A

電力増幅ユニット 

業務用放送機器 

非常電源ユニット 

電源制御ユニット 
入出力制御ユニット 

  

1U

WU-P53

WU-P53

WU-P53

3U
1U
3U

3U

1Uブランクパネルを 
取り付けてください。 

WU-P53

WU-P53

WU-P53

3U
1U
3U

3U

1Uブランクパネルを 
取り付けてください。 

2U WU-P52

〈1080Wの場合〉 

〈1200Wの場合〉 

電力増幅ユニット

ミキサーとの間隔

WU-P51

0

WU-P52

2U

WU-P53

3U
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■ユニットの取り付け
●ケーブルについて

サービス点検を便利にするため、ケーブルには必ず付属のケーブル表示ラベルに端子名を書き、巻き付
けてください。
また、ケーブルは必ず約50 cmたるませて、ラック後面の棒にクランプしてください。

ケーブル表示ラベル 
 

クランプする 

巻きつける 
Ｐ Ｒ 

約50cm

●ラムサブランドの機器について
ラムサブランドの機器を取り付ける場合は、付属のタッピングねじ(呼び径5×12)を使用してください。
タッピングねじ孔にM5のねじをたてる場合は、転造ねじタップを使用してねじを切ってください。

●サービスユニットの使いかた
サービスユニットを使えば、ユニットの出し入れが容易にできます。

qサービスユニットを取り出しま
す。(電源制御ユニットの上に
収納済)

w組み込む機器のすぐ下のユニッ
トを止めているねじを外し、サ
ービスユニットをともじめしま
す。

e組み込む機器をいったんサービ
スユニットにのせてから、ラッ
クの中へ押し込みます。

■主銘板の記入
主銘板に右の内容を書き込んでください。

※本機は認定品ですので、絶対に改造しないでください。

■操作説明書の掲示
付属の操作説明書は、非常時に確実に操作できるように、本機の近くに掲示してください。
収納ケース内の操作説明書を取り出し、設定した起動方式の操作説明書を切り離して収納ケースに入れて
ください。

ラック形非常用放送設備 
品番 WL-7050A

NO.

100V～50/60Hz W

収納ユニットの「電気用品安全法技術基準」 
による合計の消費電力を記入 

主銘板に次の事柄を書き込んでください。 

Panasonic

基基
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ディップスイッチの設定
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q前面パネルのねじ4本を外し、パネル上部を手前に引いてパネルを開きます。
wディップスイッチを設定します。

外部制 
御入力 

10局 

５局 

15局 

一　般 
リモコン 

10局 

15局 

５局 

設　　定 

WU-R55の外部制御端子と一 
般リモコン端子の局数切換 

2 3

ハードチェックプログラム 

運用（通常固定） 

運用、ハードチェックプロ切換 

設　定 
2

局数 

業務SWに変更 

0
3 4

5

10

15

設　　定 
2

台数 

増設ユニットの台数 

なし 
3 4

1台 

2台 

3台 

4台 

5台 

6台 

7台 

全ユニット一斉 

WU-R51A(R52A) 
ユニット毎 

EMG24Vブレイク切換 

連動階連動 

階別 

手動非常起動時の連動 
階連動、非連動の設定 

連動階連動時でも放送復旧 
後は階別となります。 

　EMG24Vブレイク端子は 
　増設用出力制御ユニット 
 （WU-R51A, R52A）毎に 
　出ています。 
¡このスイッチを「０」に 
　するとq非常時スピーカ 
　がＯＮになったユニット 
　のみ出力されます。 
　w入力マトリクスユニット 
 （WU-X50）を使用したシステ 
　ムの場合は、非常放送と業務 
　放送の多元放送ができます。 

1 2 3 4 5 6 7 8
SW4

1 (OFF)
0 (ON)

1 2 3 4 5 6 7 8
SW5

1 2 3 4 5 6 7 8
SW6

固定 
固
定 

固定 
（入力マトリクス 
　　使用時に設定） 

固定 
（初期設定） 

図は出荷時の 
状態です。 

一般リモコンはWR-101, WR-105,  
WR-110, WR-205, WR-210を示します。 

¡放送階選択スイッチ 
　20局は左側より５局 
　単位で業務選択スイ 
　ッチ（ブロック放送 
　用）に換えられます。 
¡15局で不足のときは 
　増設用業務操作ユニ 
　ットWK-860を増設 
　します。 
　または、 
　WK-810A（10局） 
　WK-820A（20局） 
　のディップスイッチ 
　SW3-1を"ＯＮ"にし 
　て増設用業務操作ユ 
　ニットとして使用し 
　ます。 
¡非常リモコン側のス 
　イッチも同様の配列 
　になります。 

ねじ4本外す 

無 

有 

集中非常リモコンに専 
用電源の有無の設定 

有 

無 

マイクと業務入力の 
ミキシング切換 

■非常操作ユニット　WK-850A
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■増設用非常操作ユニット　WK-810A,820A
ディップスイッチ、ロータリースイッチを設定します。
増設用業務操作ユニットとして使用する場合は、ディップスイッチSW3の1番を「ON」にしてください。

メモ
非常リモコン、集中非常リモコンに接続する場合は設定が異なります。詳しくは、60ページをご覧ください。

SW1 SW2 SW3

ロータリースイッチ 

ディップスイッチ 

015

4

8

1

12

SW1
015

4
8

1

12

SW2

番号 接続台数 
1 1台目 
2 2台目 
3 3台目 
4 4台目 
5 5台目 
6 6台目 
7 7台目 

ユニット番号 
（アドレス） 

1 2 3 4
0（ON） 
1（OFF） 

固定 非常操作ユニット接続時 
1に固定 

増設用業務操作ユニット 

増設用非常操作ユニット 

ユニットの切換 

SW3

■増設用ユニット　WK-810,820,860
ディップスイッチを設定します。
設定用窓上のラベルをはがすと、下にディップスイッチがあります。

1 2 3 4 5 6 7 81 (OFF)
0 (ON)

20局 

10局 

局数切換 

WK-860

非常／業務切換 

WK-810, 820

固定 
（非常リモコン時に設定） 

ユニット 
の番号 

図はWK-810出荷時の状態です 

ディップスイッチ 

1 2 3 4 5 6 7 8

１台目 
1 2 3 4 5 6 7 8

２台目 
1 2 3 4 5 6 7 8

３台目 
1 2 3 4 5 6 7 8

４台目 
1 2 3 4 5 6 7 8

５台目 
1 2 3 4 5 6 7 8

６台目 
1 2 3 4 5 6 7 8

７台目 

番号 WK–810
1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

WK–820
1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7 8

WK–860
増設ユニットの台数 

メモ

非常リモコンに接続する場合は設定が異なります。詳しくは、60ページをご覧ください。

基基
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ディップスイッチの設定
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■入出力制御ユニット　WU-R55
ディップスイッチを設定します。
前面パネルを止めているねじを外し、前面パネルを取り外すとディップスイッチがあります。

1 2 3 4 5 6 7 8

1 (OFF)
0 (ON)

9

台数 

１台 
2 3 4

増設なし 

２台 増設１台 

３台 増設２台 

４台 増設３台 

５台 増設４台 

６台 増設５台 

７台 増設６台 

８台 増設７台 

設　　定 備　考 

増設用出力制御ユニット 
WU-R51A/R52Aの台数 

台数 

なし 
5 6 7

１台 

２台 

３台 

４台 

５台 

６台 

７台 

設　　定 

マルチリモコンマイク 
WR-300の台数 

８台 

8

固定 

ハードチェックプログラム 
運用（通常は固定） 

運用､ハードチェック切換 

図は出荷時の状態です。 

ディップスイッチ 

■増設用出力制御ユニット　WU-R51A,R52A
q前面パネルの止めねじを外し、前面パネルを取り外します。
wヒューズカバーの止めねじを外し、ヒューズカバーを取り外します。
eディップスイッチを設定します。
¡WL-7050A,7550Aに組み込まれたWU-R52Aは台数「1台目」に設定されています。
¡単品出荷時は、台数「2台目」に設定されています。

rヒューズカバーを取り付け、前面パネルを元どおりに取り付けます。

ねじ2本を外す ヒューズカバー 

1 2 3 4
1（OFF） 

0（ON） 

出力制御ユニット 
の番号（アドレス） 

回線数 
（出荷時に設定済） 

図はWU-R52A 
単品出荷時の状態です 

１台目 

２台目 

３台目 

４台目 

５台目 

６台目 

７台目 

８台目 

1 2 3 4

1 2 3 4
台数 WU-R51A WU-R52A 備　　考 

WL-7050A/7550A実装済 

増設１台目 

増設２台目 

増設３台目 

増設４台目 

増設５台目 

増設６台目 

増設７台目 



35

接続の際は、電源「切」の状態で行ってください。

■接続例
¡WL-7050Aに480 W分の電力増幅ユニットと非常電源ユニット(WP-570B)を組み込んだものです。
¡WL-7550Aの場合は、電力増幅ユニットを非常操作ユニット(WK-850A)の上に設置しますが接続は同じ
です。

非常操作 
ユニット 
WK-850A

(E2 DATA 
 BUS)

FM/AM 
アンテナ 
ミキサー 
ユニット 
WU-M60A

(M3 PWR CONT OUT)
(ライン出力)

（業務入力） 

（E3 PWR CONT OUT） 

（E4 PWR CONT IN） 

チャイム音声出力 
一般リモコン 
マルチリモコン 

音声出力 

出荷時接続済 

付属ケーブルで接続 

現地調達 

マイク､テープ､BGMなど 
入力機器 

AC100 V 
ファクトラインへ（最大15 A） 
ファクトラインには、電力増幅 
ユニットを接続しないでください。 

WU-L62のAC100 Vコンセントへ 
電力増幅ユニットは必ずWU-L62に 
接続してください。 

注意：消費電力3,800 Wごとに1台必要です。 

2 mまたは5 mの50ピンケーブルを 
使用するときは必ずラックにクラン 
プしてください。 

ケーブルには付属のケーブルラベル 
を貼ってください。 
（付属：E5, Y4, Y5, 無地） 

(LINE OUT1)

(A1 PA OUT)

(A3 DC24V)

(IN PUT1)

電力増幅 
ユニット 
WU-P53

(IN PUT2)
(IN PUT1) (A2 PA AD)

(A1 PA OUT) (A3 DC24V)

(A
4 
D
C
24
V
)

BGM､テープレコーダ､チャ 
イムなど組み込みスペース 

(C1 PWR CONT IN)

D
5
D
4
D
3 D1

(Y3 PWR 
 CONT IN)

(Z3 PA1)(Z2 CONT BUS B OUT)
増設ユニット〔WU-R51A, WU-R52A〕 
（Z1 CONT BUS IN）へ 

(Z1 CONT 
 BUS B IN)

(Y1 CONT 
      BUS B)

(Y2 DATA BUS)

電力増幅 
ユニット 
WU-P52

電源制御 
ユニット 
WU-L62

非常電源 
ユニット 
WP-570B
（蓄電池 
　NCB600×2） 

入出力制御 
ユニット 
WU-R55

増設用出力 
制御ユニット 
WU-R52A

(C2 PWR CONT OUT)

注意：● 1入力当り480 W以下にしてください。 
　　　● 480 W以上の場合は系統分けをします。 
　　　● Z3～Z6, PA1～PA4は内部でジャンパ 
　　　　されています。（28ページ参照） 

(Y6 BATT 
     CONT)

(Y8 MON)

(2Z7 MON)

AC 100V
AC 100V 5A

AC 1A
D1

   BATT CONT

SIGNAL
GNDD2

BATT AD
D3
DC

PA
360W

D4
DC

D5
DC

D6
DC

BATTMONITOR
蓄電池　モニター 

PA
360W

¡非常電源ユニットの電源コードと、非常
電源ユニットからDC電源コードを接続し
ている電力増幅ユニットの電源コードの
接続は、系統を合わせてください。 

非常電源用15A

A系統100V最大18AB系統100V最大20A

非常電源用15A

IN

PWR CONT
C1

15A15A15A15A15A15A15A15A

OUT

PWR CONT
C2

基基
本
シ
ス
テ
ム
編

ラック内の配線
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■非常操作ユニット　WK-850A

●音量の調整
¡内部音量調整ボリュームで各音量を調整します。
¡時計方向に回すと音量が大きくなります。
マイク音量、一般リモコン音量、業務(ミキサーユニット)音量、非常リモコン音量、コールサイン音量

接続済 

マイク入力 
アナウンスユニット入力 
緊急外部制御入力 
チャイム入力 
一般リモコン入力 
業務入力（ミキサーユニット入力用） 
E3〔PWR CONT OUT〕電源制御出力 
E4〔PWR CONT IN〕電源制御入力 

E2〔DATA BUS〕入出力制御ユニットWU-R55へ 
ライン出力  電力増幅ユニット入力1へ 

E1〔CONT BUS OUT A〕増設ユニット接続コネクタ 

マイク音量調整(VR401) 
一般リモコン音量調整(VR402)(出荷時最大) 
業務音量調整(VR403)(出荷時最大) 
非常リモコン音量調整(VR404)(出荷時最大) 
コールサイン音量調整(VR405)

E5〔RS-232C〕パソコン接続用 

電源ヒューズ 

ねじ4本を 
外す 

端　子　名

WK-810、820、860
WK-810A、820A

WU-R55
WU-L62
WU-M60A
パソコン

接　続　先 使　用　ケ　ー　ブ　ル
記号 記号内　容 ユニット品番 内　容 使用ケーブル 備　　　　　　考

E1 CONT BUS OUT A
E2 DATA BUS
E3 PWR CONT OUT
E4 PWR CONT IN
E5 RS-232C
マイク入力
アナウンスユニット入力

チャイム入力
一般リモコン入力
業務入力
ライン出力
緊急外部制御入力

F1 CONT BUS IN A
Y2 DATA  BUS
C1 PWR CONT  IN
M3 PWR CONT OUT

RS-232C
付属のハンドマイクロホンを接続
WZ-DP100/DP200などの音声出力へ
WZ-255などの音声出力へ
WR-300、WR-210、などの音声出力へ
WU-M60A  LINE OUT 1
WU-P51,52,53 INPUT 1
WZ-DP100/DP200などの音声出力へ

50ピンケーブル

９ピンケーブル
９ピンケーブル
25ピンケーブル

２芯シールド
２芯シールド
２芯シールド
２芯シールド
２芯シールド
２芯シールド

増設ユニットに付属
接続済
接続済
接続済
パソコン用ソフトが必要です

接続済
電力増幅ユニットに付属
緊急放送を自動化する場合

ラック内の配線
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●音声入力の接続
¡2芯シールド線、複式プラグを使用してください。
¡不平衡出力の機器と接続するときは、図のように接
続してください。

※シールド外被は接続しないでください。

チップ（T） スリーブ（S） 

チップ（T） 

スリーブ（S） 
リング（R） 

非常操作ユニット 
音声入力へ 

（複式プラグ） （単頭プラグ） 

不平衡音声 
出力より 

●音声合成メッセージ音量の調整
非常操作ユニットの音声合成メッセージの音量調整ができます。

音声合成基板 

音声合成基板 

前面パネル 

ねじ4本を外す 

非常操作ユニット（WK-850A） 

VR1 VR2 VR3

メッセージ音量VR 
メッセージ音量を変更したい 
時に使用します。 
時計方向に回すと増加。 

調整済みのため触れないで 
ください。 
（第1、第2シグナル音が変 
わってしまうため） 

VR1：第2シグナル音量VR 
VR2：第1シグナル音量VR

■増設用ユニット　WK-810A,820A,810,820,860
¡非常操作部の高さ制限(⇒30ページ参照)のため、
ラック1本に組み込める増設ユニットは、スタン
ダード形で3ユニット(80局)まで、ロングラック
形で5ユニット(120局)までとなります。

¡使用しない50ピンコネクタには、非常操作ユニ
ットに付いていたキャップをかぶせてください。

増設ユニットに付属の50ピンケーブル 

増設用ユニット 
F1 
(IN)
F2 
(OUT)

非常操作ユニット 

次の増設ユニットへ 

基基
本
シ
ス
テ
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編



¡チャイムはできるだけ非常操作ユニットに接続してください。
(本機に接続する場合は、パネル面の音量つまみを上げたままにしておいてください。)

¡接続した機器名(マイク、BGMなど)をパネル面の記名カードに記入してください。
¡入力A-1は、前面パネルにもジャックがあり、後面より優先します。
¡音声入出力線は、2芯シールド線としてください。

※1 M1 CONT : 外部制御(コールサイン、優先、チューナなどの起動を外部から行えます。)
qコールサイン起動: コールサインの起動ができます
w優先B, C起動 : 優先B, Cの起動ができます
eチューナ起動 : チューナの起動ができます
rNC : 未使用端子
tアース : フレームグラウンド(シャーシアース)
yDC24V入力 : 外部24Vで起動させるとき24Vを入力します

(内部ジャンパーコネクタで切り換えます)
u優先C起動 : 優先Cの起動ができます
i電源制御出力 : (電源制御端子)電源スイッチ“入”時メイク信号、“切”時オープン

信号が出力されます。(機械スイッチ信号)
oGND(－) : アース端子、各制御のコモン端子

38

GND端子 

混合器付 
（ラジオチューナ組込時） 

FM AMホイップ 
アンテナ 

3～5C-2V同軸線 

FM AMアンテナ端子 
接続済 

M3 PWR CONT OUT 電源制御出力 

AC100V（電源制御ユニットACコンセントへ） 

M4 PWR CONT IN 電源制御入力 
M1 CONT（※1） 
M2 DC24V緊急放送用電源へ（※2） 

非常操作ユニット業務入力へ 

マイクロホン 

IN A-2

テープレコーダー 
再生出力 

録音入力 

レコードプレーヤー 
BGM演奏装置など 

ミュージックチャイムなど 

IN B-1
ワイヤレス受信機など 

IN C-1. 3. 4
REC OUT

IN C-2

LINE OUT1

大型複式プラグ 
ピンプラグ（ステレオ機器のために､入力 
は2ヶありますが､出力はモノラルです｡） 

IN A-1

■ミキサーユニット　WU-M60A
●接続例

41 7
52 8
63 9

モレックス9Pコネクタ 

端　子　名 接　続　先 使　用　ケ　ー　ブ　ル
記号 内　容 ユニット品番 内　容
M1 CONT
M2 DC24V
M3 PWR CONT OUT
M4 PWR CONT IN

WK-850A       E4     PWR CONT IN

使用ケーブル
９ピンケーブル
２芯シールド
９ピンケーブル
９ピンケーブル

（※１）
工事部品W4-2L/3RR（３m） （※２）
接続済

備　　　　考

ラック内の配線
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●外部制御方法
・DC24 V内部供給する場合

4.7kΩ

COM

CN117
INT

4.7kΩ

CN117
EXT

制御 

WU-M60A

コールサイン 
優先B C 
チューナ起動 
優先C

制御側 

制御側 

外部電源 
DC24V

WU-M60A

DC24V入力 

制御 

コールサイン 
優先B C 
チューナ起動 
優先C

・DC24 V外部供給する場合

メモ

¡制御入力は、無電圧メイク接点(またはオープンコレクタ)入力で使用してください。

¡スイッチ、リレーなどの接点を接続する場合、微小電流開閉用のもの(DC24 V 5 mA以下を開閉でき

るもの)を使用してください。

●入力レベルの調整

WU-M60A

電源 

- +

高音 

- +

低音 音質 

10

5

0

2

入力C

10

5

0

1
10

5

0

2

入力B

10

5

0

1
10

5

0

2

入力A

10

5

0

1 4-入力C-3 ライン／レコード 入力C-ミュート-入力-B C
レベル 

MAX MAX

0, −20, −60dB 0, −20, −60dB

uy t r e w q

●ねじ2本をはずし、記名台を 
　取り外します。 

●記名台の下にレベル切換スイッチと 
   半固定音量調整器があります。 

q、w : 入力A-1、B-1の入力レベルを切り換えます(0,－20,－60 dB)。マイクを接続したときは、
－60 dBに設定してください。(出荷時は、0 dB に設定されています。)

t : ライン/レコード切換スイッチ、入力C-2にレコードプレーヤ(MAG入力)を接続するときは
レコード側、ライン入力(－20 dB)とするときはライン側にします。
(出荷時は、ライン側に設定されています。)

y、u : 入力C-3、C-4の音量を調整します。(時計方向に回すと音量大、出荷時は最小となっています。)

[入力レベルと入力インピーダンス]
入　　力 入　力　レ　ベ　ル 入力インピーダンス 入力ジャック ボリューム

入力A

入力B

入力C

1
2
1
2
1
2
3
4

0/－20/－60dB切換
0dB（チャイム用）
0/－20/－60dB切換
0dB（リモコン用）
－20dB
－20/－58dB切換
－20dB
－20dB

５kΩ電子バランス
５kΩ電子バランス
５kΩ電子バランス
５kΩ電子バランス
20kΩ
20kΩ/MAG PHONO用
20kΩ
20kΩ

大型複式（前後）
大型複式
大型複式
大型複式
大型複式
ピン×２
ピン×２
ピン×２

スライド式
スライド式
スライド式
スライド式
スライド式
スライド式
半　固　定
半　固　定

基基
本
シ
ス
テ
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編
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●優先順位とミュートレベル調整
[優先順位について]

¡本機の放送優先順位は、第1位：入力Aとコールサイン、第2位：入力B、第3位：入力Cとチューナ
（下記のメモの項目を参照）となっています。
入力Aに信号が入ると入力B、C、チューナの音量は下がります。入力Bに信号が入ると入力C、チュ
ーナの音量が下がります。

¡入力Aには、最優先させるもの(呼出マイクやチャイムなど)を接続してください。
¡入力Bには、2番目に優先させるものを接続してください。

[ミュートレベルの調整]

優先入力が入ったとき、他入力の音量の下がる度合いを調整します。
調整は、記名台下のミュートレベル調整ボリュームe、rで行います。
時計方向に回すと減衰量(0～50 dB)が大きくなります。出荷時は左いっぱい(0 dB)になっています。

MAX

入力C-ミュート-入力B C
レベル 

MAX

入力B、C : 入力Aが入ったときの入力B、Cの
減衰量調整

入力C : 入力Bが入ったときの入力Cの減衰
量調整

[優先放送動作例]

入力C放送中に入力Bの放送が始まると、入力Cの音
量は「入力C」のミュートレベル調整ボリュームrで
調整した減衰量だけミュートされます。
さらに、入力Aの放送が始まると、入力Bの音量は
「入力B,C」のミュートレベル調整ボリュームeで調
整した減衰量だけミュートされ、入力Cの音量はさら
にミュートレベル調整ボリュームeで調整した減衰
量分ミュートされます。

メモ

¡ミュートレベルは、優先順位が異なる音声入力間でミキシングを可能とする機能です。

優先順位により音声を切り換える場合には、ミュートレベル調整ボリュームをMAX(右に回し

きる : 減衰量50 dB)に設定してください。

¡チューナの優先順位の変更は
CN123のコネクタをCN122に差すと第2位に　

なります。
CN123のコネクタをCN121に差すと第1位に

¡非常操作ユニットのマイクからの業務放送を優先する場合は、非常操作ユニットのディップス

イッチSW6の4番を「OFF」にします。(⇒32ページ参照)

（A放送開始） （A放送終了） 

（B放送開始） （B放送終了） 
「入力B､C」の 
　　ミュート 

（C放送中） 
さらに 
「入力B､C」の 
　　ミュート 

「入力C」の 
　ミュート 

時　間 

入力A

入力B

入力C

｛

｛

ラック内の配線



■電源制御ユニット　WU-L62
●接続のしかた

入出力制御ユニット 
(WU-R55)のY3 
(PWR CONT IN)へ 
接続済 

非常操作ユニット 
(WK-850A)のE3 
(PWR CONT OUT)へ 
接続済 

接続済 

C2 
PWR CONT OUT

C1 
PWR CONT IN

非常電源用15A

A系統100V最大18AB系統100V最大20A

非常電源用15A

IN

PWR CONT
C1

15A15A15A15A15A15A15A15A

OUT

PWR CONT
C2

非常電源ユニットへ 
(AC 100 V 15 A以下)

非常電源ユニットへ 
(AC 100 V 15 A以下)

一つのコンセントから 
(最大AC 100 V 15 A以下)

一つのコンセントから 
(最大AC 100 V 15 A以下)

B系統 
合計 AC 100 V 20 A以下 

A系統 
合計 AC 100 V 18 A以下 

●WU-L62を増設する場合
¡PWR CONT INを入出力制御ユニット WU-R55へ下図のように接続してください。
AC 100 Vの消費電流が最大の38 A、およびDC 24 Vの消費電流が最大の3.6 Aを超える場合には、
本機を増設してください。

¡ディップスイッチ(SW11)を1番 ON、2番 OFFに設定してください（出荷状態）。

C1C1

C1C1

WU-R55

電源制御を要するユニット（ミキサー、 
非常操作ユニット＊）のPWR CONT OUTへ 

電源制御ユニットの上を1U 
あけて取り付けてください。 

Y3
Y4

C1

C2

WU-L62 2台目 
（増設用） 

WU-L62 1台目 

1 2 3 4
ONON

OFF

ディップスイッチ 
(SW11)

¡配線する時は、付属の丸端子または、下図の寸法に適合する JIS C 2805 銅線用絶縁被覆（直管形）付
圧着端子 RAV2-4、RAP2-4（適用電線断面積2.0 mm2、φ1.6 mm）
RAV5.5-4、RAP5.5-4（適用電線断面積5.5 mm2、
φ3.0 mm）をご使用ください。

¡2.63～6.64 mm2 のより線を使用する場合は、付
属の丸端子をご使用ください。

4.5 min. 6 max.

9.
5 
m
ax
.φ4.2 min. L (ライブ)

N (ニュートラル) ACコンセント 
B系統に電力供給 

L (ライブ)

N (ニュートラル) ACコンセント A系統及び 
DC 24 Vに電力供給 

P1(L)  P2(N)  P3(L)  P4(N)

B系統 
100 V 20 A

A系統 
100 V 20 A

GND端子 

●使用できる電線と端子

41

基基
本
シ
ス
テ
ム
編



42

q配電盤スイッチを「切」にする。

w2本のねじをゆるめ、WU-L62の前面パネルをはずす。

eブレーカーを「切」にする。(出荷時は「切」です)

r配電盤から本機へ電源を接続する。

t取り付けたケーブルを、付属の束線バンド(大)で止め
る。(ケーブル接続部に直接力が加わるのを防ぐため)

y右端にあるGND端子を大地にアースする。
(D種接地工事)

u接続完了後、配線に間違いがないか確認する。確認後、
配電盤スイッチ・WU-L62のブレーカーを「入」にす
る。

i前面パネルを元通りにねじ止めする。

入 
切 

A系統 
B系統 

切
 

L N L N L N L N

配電盤からの配線 
を20 Aで分ける 

配線を共用しているため合計 
で30 Aをこえるものは不可 

20 A 
ブレーカへ 

20 Aまたは30 A 
ブレーカへ 

大地アース 
(D種接地工事)

クランプ 

¡使用できる電源(配電盤)は、20 Aまたは30 Aです。

¡系統ごと(A,B)に主電源(配電盤)からの配線を分

けて、直接接続してください。

¡内線規程により、30 Aを超える電源(配電盤)へ

は、接続できません。

¡丸端子および電線が本機から飛び出ないように

接続してください。

注意

ラック内の配線
●電源の接続
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■電力増幅ユニット　WU-P51,P52,P53
●接続のしかた

WU-P52(120 W)

WU-P53(360 W)

WU-P51(60 W)

INPUT1：プラグを入れると平衡入力、 
                入れないと不平衡入力になります。 
INPUT2 (増設用)

A1 PA OUT
A2 増設出力 

A3 DC 24 V入力 
A4 DC 24 V入力 
AC 100 V入力 

●電力増幅ユニットの総合出力と組み合わせ
(1,080 Wを越える場合は電力増幅ユニットの系統分けをしてください。)

・数字と数字の間のワット数(750 Wなど)は、その上のワット数(780 W)の組み合わせにしてください。
・上記表以外の組み合わせは、並列接続台数に注意して組み合わせてください。
[並列接続可能な台数]

コネクタの配置はWU-P51と同じです。

コネクタの配置はWU-P51と同じです。

端　子　名 接　　続　　先 接　　続　　ケ　ー　ブ　ル
記号 内　容 品　　番 記号 内　容 ケーブル長 芯数 備　考

A1

A2

A3

A4

AC 100 V
PA OUT
PA AD
DC 24 V
DC 24 V

INPUT 1
INPUT 2

AC 100 Vコンセント

Z3～6 PA 
A1      PA OUT
D3,    

DC 24 V
4,5,6   

ライン出力
INPUT １

WU-L62

WU-L62

増設用 PA
非常電源

ユニット
非常操作ユニット

増設用 PA

2.5m

３m

３m

３m

２m

２m

４芯

２芯

２芯

２芯シールド

２芯シールド

電力増幅ユニットに付属
電力増幅ユニットに付属
電力増幅ユニット（増設用）に付属

電力増幅ユニットに付属

電力増幅ユニットに付属
電力増幅ユニット（増設用）に付属

W数 上手な組み合わせ（合計W数） W数 W数上手な組み合わせ（合計W数） 上手な組み合わせ（合計W数）

〜
60

〜
120

〜
180

〜
240

〜
300

〜
360

〜
420

〜
480

〜
540

〜
600

〜
720

〜
780

〜
840

〜
1080

WU-P51（60 W）

WU-P52（120 W）

WU-P51、P52（180 W）

WU-P52×2（240 W）

WU-P51、P52×2（300 W）

WU-P53（360 W）

WU-P51、P53（420 W）

WU-P52、P53（480 W）

WU-P51、P52、P53、（540 W）

WU-P52×2、P53（600 W）

WU-P53×2（720 W）

WU-P51、P53×2（780 W）

WU-P52、P53×2（840 W）

WU-P53×3（1080 W）

電力増幅ユニット 増設可能な台数 最大合計出力数
WU-P51とP52の組み合わせ
WU-P53を含む組み合わせ

4

3
480 W

1080 W
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●電力増幅ユニットを2台以上組み合わせる場合の接続
(例1) WU-P52とWU-P53を並列接続する場合

〈WU-P52〉 

〈WU-P53〉 

非常電源 
ユニット 
D5へ 

WU-L62 
AC 100 V 
コンセントへ 
非常電源 
ユニット 
D3,D4へ 

¡WU-P53 (360 W)は必ず 
　D3,D4と2本のケーブル 
   で非常電源ユニットに 
　接続してください。 

WU-L62 
AC 100 V 
コンセントへ 

WU-R51A,R52Aの 
PA入力へ 

非常操作ユニットまたは入力マトリクスユニットのライン出力へ 

(例2) WU-P53を2台並列接続する場合

〈WU-P53〉 

非常電源 
ユニット 
D3,D4へ 

WU-L62 
AC 100 V 
コンセントへ 

非常電源 
ユニット 
D5,D6へ 

WU-L62 
AC 100 V 
コンセントへ 

WU-R51A,R52AのPA入力へ 
(WU-R51A,R52A内部で並列接続)

非常操作ユニットまたは入力マトリクスユニットのライン出力へ 

〈WU-P53〉 

¡突入電流の重畳を軽減するため、突入電力の大きな電力増幅ユニットを複数接続する場合は、電源制御ユニ
ット（WU-L62）のコンセントをA系統、B系統に分けて接続してください。
WU-P53をA系統、B系統に各2台まで接続できます。

¡非常電源ユニットの電源コードと非常電源ユニットからDC電源コードを接続している電力増幅ユニットの
電源コードの接続は、系統を合わせてください。

メモ
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ケーブル表示ラベル
付属のケーブル表示ラベルにY6またはY7、D2
とボールペンで書き、付属の12ピン接続ケー
ブルに巻きつけます。

AC 100V
AC 100V 5A

AC 1A
D1

   BATT CONT

SIGNAL
GNDD2

BATT AD
D3
DC

PA
360W

D4
DC

D5
DC

D6
DC

BATTMONITOR
蓄電池　モニター 

PA
360W

電源コード（付属品）
電源制御ユニット(WU-L62)の
「非常電源用」コンセントへ接続
してください。

増設用非常電源ユニットの「AC100 V」
へ（AC100 V 5 Aまでの機器を接続で
きます）

2台以上使用する場合は下図のように系統を分
けて接続してください。

電力増幅ユニッ
トのA3、A4、
DC 24 Vより

DC電源コード
WU-P51、52

：各1本
WU-P53

：2本

12ピン接続ケーブル（付属品）

入出力制御ユニットのY6またはY7（BATT
CONT）へ

AC 100V
AC 100V 5A

AC 1A
D1

   BATT CONT

SIGNAL
GNDD2

BATT AD
D3
DC

PA
360W

D4
DC

D5
DC

D6
DC

BATTMONITOR
蓄電池　モニター 

PA
360W

AC 100V
AC 100V 5A

AC 1A
D1

   BATT CONT

SIGNAL
GNDD2

BATT AD
D3
DC

PA
360W

D4
DC

D5
DC

D6
DC

BATTMONITOR
蓄電池　モニター 

PA
360W

AC 100V
AC 100V 5A

AC 1A
D1

   BATT CONT

SIGNAL
GNDD2

BATT AD
D3
DC

PA
360W

D4
DC

D5
DC

D6
DC

BATTMONITOR
蓄電池　モニター 

PA
360W

AC 100V
AC 100V 5A

AC 1A
D1

   BATT CONT

SIGNAL
GNDD2

BATT AD
D3
DC

PA
360W

D4
DC

D5
DC

D6
DC

BATTMONITOR
蓄電池　モニター 

PA
360W

Y6へ 

D1

D1

D1

D1

D2

D2

Y7へ 

入出力制御 
ユニットの 

入出力制御ユニットWU-R55のY6,Y7の電流 
が均等になるように2系統に分けてください。 

３台目 

１台目 

２台目 

４台目 

Y6

ケーブル表示ラベル

プラグ(P)側 プラグ(R)側

巻きつける
(P)

(R)

ファンの後部吸入口を架内配線ケーブルで
ふさがないでください。

メモ

(R)

(P)(R)

(P)

■非常電源ユニット　WP-570B
●接続のしかた
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●接続上のお願い
(1) 1台の電力増幅ユニットに1つのコネクターからDC電源を供給します。
（ただし、360 Wの電力増幅ユニット（WU-P53）へは、D3、D4または、D5、D6の両方から電源を供給します。）
480 Wの場合は ・D3、D4 →WU-P53（360 W）のA3、A4へ接続します。

・D5 →WU-P52（120 W）のA3またはA4へ接続します。

(2) 1台の電力増幅ユニットに、2台以上の非常電源ユニットからのDC電源出力をしないでください。
本機には、WU-P53が2台接続できます。

WP-570B WU-P53
非常電源ユニットどうしの 
並列接続はできません。 

WU-P53が2台接続できます。 
WU-P53

WU-P53

WP-570B

(4) 本機のDC電源コネクター（D3～D6）に接続できる電力増幅ユニットのW数は、以下の２つの条件を同時に
満たしてください。
• DC電源コネクター１個当り最大　 240 W 以下
• DC電源コネクター4個全ての合計　720 W 以下

WP-570B

120 W

120 W

60 W 

60 W
A4 A3D3 A3

D4 A3

D5 A3

D6 A3

A4 A3

A4 A3

120 W

60 W
A4 A3

60 W

120 W 120 W

60 W

非常電源 
ユニット 

電力増幅 
ユニット 

（接続例） 

補足 上記の接続例の合計W数は以下のようになります。 
 D3 : 120 W +  60 W 

D4 : 120 W +120 W 
D5 :   60 W +  60 W + 60 W 
D6 : 120 W

=720 WD3～D6の合計 

=180 W 
=240 W 
=180 W 
=120 W

一個のコネクターのW数が240 Wを 
超えるため接続できません。 

合計のW数が720 Wを 
超えるため接続できません。 

※ 

※ 

※ ※ 

※工事部品（2芯ケーブル W4-2L/3RR） 
　を使って接続します。 

(5) 非常電源ユニット1台中に、蓄電池NCB-350とNCB-600を混合して使用しないでください。

(3) 電源制御ユニット（WU-L62）の電源系統は、A系統とB系統があります。本機と電力増幅ユニットの電源コ
ードを電源制御ユニットに接続する際は、電源系統を合わせてください。

WP-570B WU-P53

WU-L62

A系統 

B系統 
WP-570B WU-P53

ラック内の配線
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■入出力制御ユニット　WU-R55
●接続のしかた

Y2〔DATA BUS〕25ピンケーブル 
非常操作ユニットE2へ（接続済） 

Y1〔CONT BUS B〕50ピンケーブル 
出力制御ユニットZ1へ（接続済） 

Y8〔MON〕2芯ケーブル 
出力制御ユニット2Z7へ（接続済） 

Y3〔PWR CONT IN〕9ピンケーブル（電源制御） 
電源制御ユニットC2へ（接続済） 

Y5〔EXT CONT〕12ピンケーブル 
　  汎用出力 

Y7〔BATT CONT〕12ピンケーブル 
　  非常電源ユニットD1 (BATT CONT)へ 

Y6〔BATT CONT〕12ピンケーブル 
　  非常電源ユニットD1 (BATT CONT)へ 

Y4〔PWR CONT OUT〕9ピンケーブル（電源制御） 
　  電源制御するユニットのPWR CONT INへ 

接続済 

●ヒューズ交換のしかた
非常リモコンを5台以上接続する場合は、非常リモコンの台数と局数により、付属のヒューズと交換が必
要です。(出荷時は、6.3 Aのヒューズ〔XBA1C63NS5：サービス部品扱い〕が装着)

一般リモコン用ヒューズ 
（500mA） 

付属のヒューズラベルを 
貼って下さい。 

非常リモコン用ヒューズ 
（出荷時6.3A） 

6.3A表示をマジックなどで 
消して下さい。 

非常RM
6.3A

台数 

局数 

110局～120局 

130局 

140局～160局 

  90局～100局 

  70局～  80局 

  60局以下 

交換不要 

1台～4台 

交換不要 

5台 

交換不要 

6台 

交換不要 

7台 

10A 10A 10A

非常リモコン用DC24Vヒューズ容量 

ヒューズ品番　10A:XBA1C100NS5　（サービス部品扱い） 

●汎用出力
¡音声放送されたとき、これと連動して他の外部システムや機器(監視システムなど)を制御するために、
10個のオープンコレクタ出力を用意しています。

¡出力は、入出力制御ユニット(WU-R55)のコネクタY5[EXT CONT]より12ピンコネクタで出力されて
います。この出力は放送階選択スイッチ、マルチリモコンのブロックスイッチに対して動作するように、
個々に設定することができます。(設定は書き込みで行います。書き込み編をご覧ください。)

¡また、書き込み設定によりコネクタY5の8番ピン(OUT6)、9番ピン(OUT7)、10番ピン(OUT8)、11番
ピン(OUT9)、12番ピン(OUT10)をそれぞれマイク放送状態出力(8番ピン)、火災一斉放送状態出力
(9番ピン)、発報放送状態出力(10番ピン)、火災放送状態出力(11番ピン)、非火災放送状態出力(12番ピ
ン)に割り当てることができます。

＋リレー電源 

制御機器へ 

現地で製作してください。

DC24V 
100mA以下 OUT

COM

WU-R55 
汎用出力 

1 2 3

4 5 6

7 8 9

10 11 12

Y5

適合コネクタ 

WU-R55 
背面 
EXT  CONT

ピン番号 出力 
１  COM (OUT1～5) 
２  OUT 1 
３  OUT 2 
４  OUT 3 
５  OUT 4 
６  OUT 5  

ピン番号 出力 
７ COM (OUT6～10) 
８  OUT 6 
９  OUT 7 
10  OUT 8 
11  OUT 9 
12  OUT 10  

YW1625-12P (オスプラグ)
YW1560TL (コネクタオスピン)

サービス部品扱い 

●コネクタY5の接続 
※音声警報状態出力について

¡音声警報放送を開始してから次の音
声警報放送に移行、または非常復旧
するまでの間出力し、保持します。
（S1音、S2音、マイク放送、無音も
それぞれの音声警報放送に含みます。）

¡発報放送状態でマイク放送中に階別
信号や火災確認信号の入力、または
第1タイマーのタイムアップが発生
した場合、マイク放送終了後に火災
放送状態を出力します。

基基
本
シ
ス
テ
ム
編
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■増設用出力制御ユニット　WU-R51A,R52A
●接続のしかた

Z1〔CONT BUS B IN〕 50ピンケーブル 
WU-R55 Y1〔CONT BUS B 〕へ（接続済） 

Z2〔CONT BUS B OUT〕 50ピンケーブル 
　　次の増設ユニットWU-R51A/R52Aへ 
　　(WU-R51A/R52Aに付属)

2Z7〔MON〕 2芯ケーブル 
WU-R55 Y7〔MON 〕へ（接続済） 

接続済 

Z3～Z6〔PA1～PA4〕 4芯ケーブル 
　　　電力増幅ユニット出力A1へ 
　　（電力増幅ユニットに付属） 
¡出力は1コネクタ当り480W以下 
¡出力が480Wを越えるときは、コネクタ 
　を分けてください。2コネクタで1080W 
　を越えるときは出力系統を分けてくださ 
　い。（28ページ参照） 

コネクタ増設用孔 
　電力増幅ユニット接続用コネクタを増 
　設し、出力を増加するときのコネクタ 
　取付孔です。29ページ参照 
　（工事部品W3-4L／04PRが必要です。） ¡増設の場合 

　次の増設ユニットのPA1～4へ 
（増設ユニットに付属） 

●スピーカ回線保護ヒューズの交換
q前面パネルの止めねじを外し、前面パネルを
取り外します。

wヒューズカバーの止めねじを外し、カバーを
取り外します。

e必要な容量のヒューズを必要な回線のヒュー
ズホルダーに装着します。

rヒューズカバー、前面パネルを取り付けます。
t取り付けたヒューズ容量に合わせて、付属の
ヒューズ容量表示ラベルを貼ります。

ねじ2本を外す 

ヒューズカバー 

スピーカー回線保護用ヒュース（出荷時400 mA） 
EMG24Vブレイク用ヒューズ（500 mA） 

ヒューズはずし工具 電源表示灯 

メモ

¡スピーカ回線保護ヒューズは、工場出荷時すべて400 mAが入っています。使用するスピーカ回線

容量により交換が必要な場合は、別売のヒューズに取り換えてください。

¡スピーカを接続しない回線でもヒューズは外さないでください。ヒューズを外すと、液晶パネル

に「回線短絡」の異常表示がでます。

¡ヒューズ交換時にヒューズホルダーに無理な力が加わると、ヒューズの接触不良となり短絡表示

の原因となります。付属のヒューズはずし工具を使用して、ヒューズホルダーを変形させないよ

うに交換してください。

ヒューズ品番

WK-F04A(400 mA)
10A(1 A)
20A(2 A)
30A(3 A)

1回線あたりの

最大許容出力

28 W
70 W

140 W
200 W

ラック内の配線



外部機器との接続

49

■通線のしかた
¡前面端子パネルを引き出せるように、線材は5 cm程度
の余裕をもたせてクランプしてください。

¡束線径が太く、曲がりにくいときは、クランプより奥
でほぐしておいてください。

¡ハンドルが邪魔になる場合は取り外して接続し、接続
が済んでからハンドルを取り付けてください。

¡ユニットを取り外すときは、接続したケーブルをすべ
て外してから取り外してください。

後側より左横を通し、端子上 
側より接続し、左側板の角穴 
にクランプしてください。 

■入出力制御ユニット　WU-R55
非常リモコン、マルチリモコンマイクの接続は、66、67、69ページをご覧ください。

0 V 一斉 コール サイン 
上り 

放送 
制御 

緊急 
外部 
制御 

GND
RSB

コール 
サイン 
下り 

COM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 COM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 COM 制御 
入力 

DC24V 
最大 
300mA

GND RU+
チャイム 一般 

リモコン 外部制御入力 一般リモコン 

（注） （注） 

0 V
DC24V 
最大 
6A RSG

通信制御 

LB+
DATA

LB−
CPU 
OFF EMG H C H

モニタ 

C
ライン入力1

H C
ライン入力2

H C
ライン入力3 ライン入力4

H C

非常リモコン 

RSB+ RSB−
通信制御 

LB+
DATA

LB−

マルチリモコン EB接点1 EB接点2

EF

火災確認信号 

EC 非常用 

アナウンスマシンBUSY

緊急用 

非常リモコン（遠隔操作器） 

音
声
出
力 

非常操作 
ユニット 
アナウンス 
入力へ 

緊急外部制御 

上段 

下段 

デジタルIC 
プレーヤー／レコーダー 

WZ-DP100/ 
DP200

アナウンスユニット 
接続端子 
アナウンスユニット 
のBUSY端子と 
接続します。 

自動火災感知器へ 
（耐熱電線） 

 EB端子 
（接点容量： 
 DC 24 V/1 A） 
 自動火災感 
 知器 受信機 
 へ（耐熱電線） 非常放送の 

起動端子です 

音声線 

非常リモコン　WR-850/851

接続については66、67ページを参照 

電源線（DC 24 V） 
一組の端子から4台まで接続できます。 
（ヒューズの交換が必要な場合があります。） 

非常操作ユニット 
一般リモコン入力または 
入力マトリクスユニットへ 

マルチ 
リモコンマイク 
WR-300

音声線 
（1端子よりリモコン 
2台ずつ） 

耐熱対形ケーブル5～6対 

マルチリモコン端子 非常リモコン接続端子 

一般リモコン接続端子 
●一般リモコン複数台使用時制御入力は 
　足し算となります。 
　音声線はミキシングして1系統にまとめ 
　てください。 

音声線 
WR-101､ 
210など 非常操作ユニット 

一般リモコン入力へ 
(注) 6-10端子は非常操作ユニ 
ットのディップスイッチ (SW 
4の2,3) の設定で一般リモコン、 
外部制御入力端子の11～15に 
切換可能です。 

電源線（DC 24 V） 
4台まで接続可能です。 
放送可能時に電源が 
供給されます。 

外部制御入力接続端子 
外部起動接点信号（無電圧メイ 
ク）により起動し、 
●入力マトリクスユニットがあ 
　る場合、書き込みにより指定 
　された入出力チャンネルと、 
　スピーカが作動します。 
●入力マトリクスユニットが無 
　い場合、書き込みにより指定 
　されたスピーカへミキサーユ 
　ニットから放送できます。 

チャイムの制御 
出力へ 

防災リレーユニット 
WU-R72,R73用 
の制御端子です 
（出力容量：DC24 V/100 mA） 
（RU起動,Eへ） 

基基
本
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シールド線

シールド線
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●一般リモコンとの接続について
(1)単局用リモコンマイク(WR-101)
¡一斉放送する場合

0 V 一斉 コール サイン 
上り 

放送 
制御 

コール 
サイン 
下り 

COM 1 2 3 4 5 6 7 8 9
DC24V 
最大 
300mA

一般リモコン 

コールサイン 
放送制御 
+12V/+24V
0V

WU-R55端子 

WR-101

¡ブロック放送する場合

0 V 一斉 コール サイン 
上り 

放送 
制御 

コール 
サイン 
下り 

COM 1 2 3 4 5 6 7 8 9
DC24V 
最大 
300mA

一般リモコン 

WU-R55端子 

（注） 

（注） 単局リモコン複数台で各々ブロック放送 
する場合は放送制御と一般リモコン端子 
間にダイオードを接続してください。 
（逆流防止用） 
RM1ZまたはEM1Z

コールサイン 
放送制御 
+12V/+24V
0V

コールサイン 
放送制御 
+12V/+24V
0V

(2)5局、10局用リモコンマイク

0 V 一斉 コール サイン 
上り 

放送 
制御 

コール 
サイン 
下り 

COM 1 2 3 4 5 6 7 8 9
DC24V 
最大 
300mA

一般リモコン 

WU-R55端子 

WU-210端子 

音
声
出
力
H
 

音
声
出
力
C
 

D
C
24
V
 

0V
 

C
O
M
 (
0V
) 

優
先
入
力
 

優
先
出
力
 

放
送
制
御
 

C
K
O
 

コ
ー
ル
サ
イン
上
 

コ
ー
ル
サ
イン
下
 

C
1 
C
2 
C
3 
C
4 
C
5 
C
6 
C
7 
C
8 
C
9 
C
10

メモ
¡一般リモコンの電源表示灯は、放送状態でのみ点灯します。

¡WR-205、WR-210は、放送制御と0 Vをメイクすると、DC24 Vが出力されます。

●外部制御入力の接続について
¡外部起動接点信号(無電圧メイク)で起動し、書き込みであらかじめ登録したスピーカに放送できます。
¡外部機器の音声出力は、入力マトリクスユニットがない場合、ミキサーユニットの音声入力に接続しま
す。入力マトリクスユニットがある場合は、入力マトリクスユニットの音声入力にも接続できます。

シールド線（音声線）

制御線

200 m以下 500 m以下 1000 m以下

φ0.35 mm以上

φ0.8～φ1.2 mm以上

φ0.35 mm以上 φ0.5 mm以上

φ1.2 mm以上 φ1.4 mm以上

φ0.4～φ0.5 mm以上 (AWG26～24)
AWG24～22線
または

φ0.5～φ1.0 mm以上

200 m以下

φ0.5 mm (AWG24)

φ0.8～φ1.2 mm

500 m以下

φ0.5 mm (AWG24)

φ1.2 mm

WR-101 1台目 WR-101 2台目

¡配線距離と線径

¡配線距離と線径



51

■増設用出力制御ユニット　WU-R51A,R52A

C N

上段 

中段 

下段 

CN R

C

R

N

¡SP1～20［10］スピーカ出力端子 
　1回線当り200W以下 
¡［   ］内はWU-R51A

¡EL1～EL20［10］ 
　EC
自動火災感知器 

自動火災感知器 
起動入力端子 
(無電圧メイク)

COM

(0V)COM
(24V)CONT
(容量300mA) ¡EMG24Vブレイク 

　WU-R40B,R45など 
　ローカルアンプカット用 

アッテネータ（音量調整器）付 
スピーカ 

スピーカ 

EL1 EL2 EL3 EL4 EL5 EL6 EL7 EL8 SP1 SP2 SP3 SP4 SP5 SP6 SP7 SP8
自火報起動入力 スピーカ出力（COM） 

自火報起動入力 スピーカ出力（R） 
EL9 EL10 EL11 EL12 EL13 EL14 EL15 EL16 SP1 SP2 SP3 SP4 SP5 SP6 SP7 SP8

EL17 EL18 EL19 EL20 EC EC COM CONT SP1 SP2 SP3 SP4 SP5 SP6 SP7 SP8
自火報起動入力 スピーカ出力（N） EMG24V 

ブレイク 

SP13SP14SP15SP16SP17
スピーカ出力（COM） 

SP18SP19SP20

SP20SP19SP18SP17SP16
スピーカ出力（R） 
SP15SP14SP13

SP13SP14SP15SP16SP17
スピーカ出力（N） 

SP18SP19SP20

¡自動火災感知器入力(EL1～20)は、スピーカ回線1～20と対応しています。スピーカ付近(または同じ階)
の自動火災感知器入力は、スピーカと同じ番号のEL端子に接続してください。

¡スピーカ番号と放送階選択スイッチ番号の対応は、書き込みによってどのスピーカを動作させるかを指定
しますが、スピーカは系統ごとに順序よく接続してください。

¡EMG24Vブレイク出力は、非常時にローカルアンプ停止やスピーカの切り換えを行うための出力で、常時
24 V、非常時0 Vの出力がでます。電流容量は300 mAです。
非常操作ユニットのディップスイッチ(SW6の1)の設定で、全ユニット一斉とユニットごとの切り換えが
可能です。

全ユニット一斉 : 非常状態になった場合、全ユニットのEMG24Vブレイクが作動します。
ユニット個別 : 非常状態でそのユニット(WU-R51A,R52A)から非常放送をしたとき(ユニット

のリレー作動)にユニットごとにEMG24Vブレイクが作動します。

メモ
¡アッテネータ(音量調整器)の音量つまみが「1」、「2」では、スピーカの両端をショートしてもヒュ
ーズが飛ばないことがあります。スピーカ回線の短絡試験などを行う場合は、音量つまみを
「OFF」または「3」にしてください。
¡非常操作ユニット、非常リモコン、集中非常リモコンのコンピュータ制御スイッチの「入/切」を行
った場合、一瞬EMG24Vブレイク出力が0 Vの出力になります。

メモ
外部制御入力起動から放送ができるまで約3～4秒かかり、放送の頭切れが発生する場合があ

ります。起動後の接続機器の放送は、約3秒以上遅らせてください。

ご注意
¡外部機器の音声出力をミキサーユニットに接続した場合は、WK-850Aのマイクの音声と

は、ミキシングになります。

¡マイクの音声をミキシングしないで優先させて放送したい場合は、非常操作ユニットのデ

ィップスイッチSW6の4番を設定します。（⇒32ページ参照）

基基
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●接続・配線の点検
すべての接続が終わりましたら、電源制御ユニットのブレーカをONにする前に、再度配線・接続を点検
してください。(各ユニット間のケーブル接続および外部配線の接続ミスや配線忘れはありませんか?)

●絶縁耐力・絶縁抵抗試験(WU-R51A,R52Aスピーカ回線)
¡スピーカ回線の絶縁耐力・絶縁抵抗試験を行うときは、前面端
子パネルの赤色ねじ2本を空回りするまでゆるめ、ハンドルを持
って前面端子パネルをストッパーが働くまで引き出した状態で行
ってください。

¡WU-R51A,R52Aには、雷・静電気保護のためZNR(サージアブソ
ーバ)を使用しています。
絶縁耐力・絶縁抵抗試験を行うと、ZNRの電流による不良と見誤
ることがありますので、端子のショートバーを外してから試
験を行ってください。試験終了後は、必ず元どおりにショートバ
ーを取り付けてください。

FG

サージアブソーバ用端子 

ZNR端子 

●電源の投入と点検

11 電源制御ユニット(WU-L62)のブレーカを「入」にして、ヒューズが切れたりしないか確認します。

22 非常電源ユニット(WP-570B)の蓄電池スイッチを「入」にして、非常電源ユニットの非常電源表示灯

で電圧を確認します。

1 2 蓄電池 

緑 正常 

充電中 

非常電源 

点検 主電源 

ファン異常 

橙 注意 
赤 異常 

q

1 2 蓄電池 

緑 正常 

充電中 

非常電源 

点検 主電源 

ファン異常 

橙 注意 
赤 異常 

w

1 2 蓄電池 

緑 正常 

充電中 

非常電源 

点検 主電源 

ファン異常 

橙 注意 
赤 異常 

e

• 点検スイッチは10秒以上押さないでください。
• 点検スイッチを押すと、充電中表示灯1、2が消
灯します。

メモ

e充電中表示灯が点灯している。

蓄電池を1個しか使用していない場合は、充電中
表示灯は1灯しか点灯しません。これは蓄電池を
接続していないためで異常状態ではありません。
異常状態と間違えないよう、あらかじめ販売店に
蓄電池の数をお確かめください。

メモ

q主電源表示灯が点灯している。（AC電源の確認）

w点検スイッチを押す。
充電中表示灯1,2が消え、非常電源表示灯が緑色または
橙色に点灯している。（蓄電池電圧の確認）



データ初期化(初期設定)

53

●データ初期化(デフォルト展開)とは
増設ユニットなどシステムの規模を非常操作ユニット(WK-850A)のCPUに記憶させ、あわせて基本的な
書き込み(初期設定)を行います。
ユニット構成やディップスイッチ変更時、および書き込みを初期設定に戻すときに、必ず実施してくだ
さい。

●データ初期化のしかた
書き込んである内容は、すべて初期設定状態に書きかわります。

ねじ4本を 
外す 

7 8 9 前 

4 5 6
1 2 3 SE MENU
0 , CLR ET ER

次 

動作 
選択 

蓄電池 
点検 

連動 
切替 

発報連動 
停止 

コンピュータ 
制御 

入 

切 

非常一斉 コンピュータ 
異常 

マイク異常 

発報放送 

点検 
入力 

テープ 
デッキ 

点検入力 
0 dB  10 kΩ 
不平衡 

ピンプラグ 
※55ページの 
　点検入力時 
　に使用しま 
　す。 

マイク異常 

WK-850Aマイクドア内 

コンピュータ 
制御スイッチ 

ディップスイッチ 

1 2 3 4 5 6 7 8
SW4

1 (OFF)
0 (ON)

1 2 3 4 5 6 7 8
SW5

1 2 3 4 5 6 7 8
SW6

1:データ初期化 
0:通常は必ず、 
　"0"にします。 

手  順 

電源を入れた状態で行ないます。 

q ディップスイッチ4の1を上（1）にします。 

w コンピュータ制御スイッチを「切」にします。 

e コンピュータ制御スイッチを「入」にします。 

r 数秒後ディップスイッチ4の1を下（0）にします。 

¡ディップスイッチSW4の1が「1 : データ初期化」となっているときは、書き込みモード画面に
「デフォルト展開有」と表示されます。

¡データ初期化のままで電源を切ったり、リセット(コンピュータ制御スイッチの入/切)を行った場合は、
書き込んだ内容がすべて初期設定状態に書きかわります。

基基
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■非常操作ユニットの点検　※取扱説明書の「日常点検」をご覧ください。

液晶パネルに異常表示がでていたり、ブザー(ピーピー)が鳴っていま
せんか?(ブザー音はどれかスイッチを押すと止まります。)

蓄電池異常 : 蓄電池を複数個使用している場合は、蓄電池各々の
点検も行ってください。

通信異常 : 非常リモコンや入出力制御(架内)、パソコンとの通
信がうまく動作していません。

回線短絡 : スピーカ回線の短絡によって、ヒューズが切れるか、
または入っていない場合に表示します。
このとき、放送階選択スイッチの作動表示灯(緑色)
が点滅します。
ヒューズが切れるときは、必ず原因を究明してくだ
さい。

※回線短絡の復旧方法→ヒューズ交換の後、非常復旧スイッチを押す

●異常の詳細表示
通信異常・回線短絡が発生した場合、発生した非常リモコンやスピーカNo.などの詳細内容を液晶パネル
に表示できます。
マイクドア内のスイッチを次のように押してください。

¡通信異常時は、電源をすべて「切」にして修理してください。正常になると表示が自動的に消えます。
¡短絡表示は、修理後非常復旧スイッチを押すと表示が消えます。

《非常放送中》

マイク放送中

蓄電池異常　　通信異常　　回線短絡

液晶パネル

異常表示

通信異常　回線短絡

異常発生

もとの画面に戻る

ET→ 前 次 で改画面→
回線短絡
異常表示

ER
↓
→　　　　　―→　次　――――→通信異常
詳細表示

（2画面以上に
なるとき）

通信異常

非 常 RM  1   2   3   4 パソコン

架内

次 で次画面　　　　　　　　　終了 ET 

通信異常の詳細表示

ス ピ ー カ 回 線 短 絡

S Pno. 1, 2, 3, 4, 5, 6,

101,      102,

前 次 で改画面　　　　　　　　　終了 ET 

回線短絡の詳細表示

――――――――――――――――――――→

コンピュータ制御スイッチを「切」から「入」にした時、EMG24 Vブレイクは一瞬オープンになります。
注意
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■総合点検
非常放送、緊急放送、業務放送の各放送モードが正しく動作するかを、総合的に点検します。

q非常操作ユニットのマイクドアを開け、動作選択スイッチを
何度か押し、機器の状態を「点検モード」にします。
スイッチを押すと、通常動作→点検→書き込みの順に切り換
わります。

wシフトキー(←、→)を押し、「1.SP回線OFF」、「2.EMG24Vブ
レイクOFF」、「3.SP回線OFF・EMG24VブレイクOFF」のど
れかを選択します。
SP回線OFF : スピーカからの出力をカットす

るため、外部に点検時の音は聞こ
えません。液晶パネルやモニタス
ピーカで確認します。

EMG24VブレイクOFF : ローカルアンプの放送を中断せず
に点検を行います。

SP回線OFF・EMG24VブレイクOFF
: 外部に点検時の音は出力しません
が、ローカルアンプの放送は中断
せずに点検できます。

e実際に点検する放送モードにして点検を行います。放送モー
ドの切り換えは次の通りです。
非常放送:非常起動ボタンを押します。放送階選択スイッチを
押し、音声警報スイッチ(火災・非火災スイッチ)を押して音声
警報音を確認します。
緊急放送:緊急外部制御端子とGND間をショートします。
業務放送:いずれかの放送選択スイッチまたは緊急一斉スイッ
チ、一斉スイッチを押します。

r点検入力にテープデッキなどを接続またはマイクで放送し、
確認します。(「1.SP回線OFF」、「3.SP回線OFF・EMG24 V
ブレイクOFF」時は、音は聞こえません。)
[点検入力の使いかた]

¡点検入力ジャックのカバーを外します。
¡テープデッキなどを接続し、テープデッキ側で音量を調
整します。

¡非常起動ボタンを押し、点検する放送階選択スイッチを
押します。

¡スピーカ回線の点検終了後、非常復旧ボタンを押します。
¡点検入力に接続したピンプラグを外します。

tこの操作で異常が発見されると、症状によって「蓄電池異常」
「通信異常」「回線短絡」と液晶パネルに表示されます。

7 8 9 前 

4 5 6
1 2 3 SE MENU
0 , CLR ET ER

次 

動作 
選択 

蓄電池 
点検 

連動 
切替 

発報連動 
停止 

コンピュータ 
制御 

入 

切 

非常一斉 コンピュータ 
異常 

マイク異常 

発報放送 

点検 
入力 

WK-850Aマイクドア内 

メモ

点検入力にピンプラグを接続する

と音声警報音は出力されなくなり

ます。点検終了後は必ずピンプラ

グを外し、カバーを取り付けてく

ださい。

■動作確認
取扱説明書をよくお読みの上、各スイッチ類、各ユニットの動作確認を行ってください。

《点検モード》

1 SP回線OFF 2EMG24VブレイクOFF

3 SP回線OFF・EMG24VブレイクOFF

→←で選択　　　　　　　／確定 ET

《非常放送中》　　　　（点検モード）

本体

この表示以外は、放送モード時の表示
が、そのまま表示されます。

《非常放送中》　　　　（点検モード）

マイク放送中

蓄電池異常　　通信異常　　回線短絡

基基
本
シ
ス
テ
ム
編
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¡非常操作ユニット(WK-850A)と非常リモコン(WR-850,851)は、常に「1対1」で対応します。
¡増設用非常リモコン(WK-810A,820A,810,820、WR-810,820,810A,820A)は、非常リモコン(WR-
850,851)1台につき合計7ユニットまで増設できます。

卓上・壁掛け ラック形 備考

非常リモコン WR-850 WR-851 WK-850Aと1対1で対応
10局増設 WR-810,810A WK-810,810A 合計で7ユニットまで
20局増設 WR-820,820A WK-820,820A

¡非常リモコンは、非常操作ユニット1台に対して最大7台までです。
¡書き込み時には、非常操作ユニットに接続する非常リモコンの番号(アドレス)をすべて登録します。

■設置上のお願い
●認定品ですから改造は絶対にしないでください

●取り付け高さにご注意ください
取り付ける高さには、法律上の規制があります。非常起動スイッチから操作スイッチ下部までが、床面
から0.8 m～1.5 mに収まるように設置してください。(収まらないときは、横に並べてください。)

●ラック形の場合
ラック形(WR-851、WK-810A,820A,810,820)の場合は本体収納と同じです。(⇒30ページ参照)

●卓上型の場合 ●壁掛けの場合

1.5 m 
以下 

0.8 m 
以上 

0.73 m

1.4 m

 

〜 

（注1）椅子に座って操作するものは、0.6 m以上 

（注1） 

●周囲には障害物を置かないでください

0.3 m

卓上形の場合 

0.3 m

壁掛形の場合 

0.3 m

0.5 m

ラック形の場合 

0.5 m

2 m

1 m

0.5 m0.5 m

●アースを必ずとってください

1.5 m以下 

0.8 m以上 

床　面 

一斉放送 放送復旧 

Remote  Control   WK-

出力レベル 

非常復旧 非常起動 

連　動 連動一斉 発報連動停止 

発　報 火　災 非火災 

音声警報 

火　災 非火災 

緊急一斉 

主電源 

モニタ音量 

1 2 3

A

電源 ブロック 

一斉放送 放送復旧 

Extension  Controller WK-820A 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 
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■ディップスイッチの設定
●非常リモコンのディップスイッチ設定

設　　定 
6

台数 

増設ユニットの接続台数 

なし 
7 8

1台 

2台 

3台 

4台 

5台 

6台 

7台 

1 2 3 4 5 6 7 8
SW4

1 (OFF)
0 (ON)

1 2 3 4 5 6 7 8
SW5

1 2 3 4 5 6 7 8
SW6

設　　定 
5

番号 

非常リモコン自身の番号（アドレス） 

1
6 7 8

1台目 

備考 

2 2台目 

3 3台目 

4 4台目 

6 6台目 

7 7台目 

5 5台目 
ハードチェックプロ 

運用（通常固定） 

固定 固定 固定 固定 

ねじ4本を外す 

ねじ4本を外す 

WR-851 WR-850
マイク音量調整(VR401) 

業務音量調整(VR403)

業務音量調整 

マイク音量調整 

ニッパーなどで切り 
取り、接続する。(底 
面通線口ふたを外し、 
接続してもよい。)

GND

ヒューズ 

図は出荷時の 
状態です。 

ディップスイッチ 

（ヌケやダブリのないようにします） 

パネル 

有 

無 

マイクと業務入力 
のミキシング切換 
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●非常リモコン側に追加する増設ユニットのディップスイッチ設定
[WR-810A,820A、WK-810A,820Aのディップスイッチ設定]

015

4

8

1

12

SW1
015

4

8

1

12

SW2

番号 台数 
1 1台目 
2 2台目 
3 3台目 
4 4台目 
5 5台目 
6 6台目 
7 7台目 

ユニット番号 
（アドレス） 

1 2 3 4
0（ON） 
1（OFF） 

固定 

増設用業務操作ユニット 

増設用非常操作ユニット 

ユニットの切換 

SW3

非常リモコンに接続時 
対応する本体側の増設 
ユニットの番号（アドレス） 
と同じにします 
番号 対応させる番号 
1 1台目 
2 2台目 
3 3台目 
4 4台目 
5 5台目 
6 6台目 
7 7台目 
8 8台目 

SW1 SW2 SW3

ロータリースイッチ 

ディップスイッチ 

[WR-810,820、WK-810,820のディップスイッチ設定]

1 2 3 4 5 6 7 81 (OFF)
0 (ON)

20局 
WK-820 
WR-820

局数切換 非常･業務切換 

図はWR-820,WK-820の 
出荷時の状態です。 

設定用窓 

10局 
WK-810 
WR-810

1台目 
1 2 3

2台目 

3台目 

4台目 

5台目 

6台目 

7台目 

番号 設　　定 

増設ユニットの番号（アドレス） 

1台目 
6 7 8

2台目 

3台目 

4台目 

5台目 

6台目 

7台目 

番　号 
（アドレス） 設　　定 

本体側の対応させる増設ユニットの 
ディップスイッチ1～3（アドレス） 
と同じにします。 

固定 

ディップスイッチ 
（ラベルをはがすと、下にあります） 
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●ディップスイッチの設定例
[各区域に設置した非常リモコンから全区域を制御する場合]

(非常リモコンの増設用操作ユニットが本体部と同数の場合)

A区域 

本　体 
(非常操作ユニット)

 
非常リモコン 

 
非常リモコン 

B区域 C区域 

(防災センター)

¡防災センターの本体部と各区域に設置した
非常リモコンの選択スイッチの配置は同じ
になります。

¡防災センターの本体部からも、各区域の非
常リモコンからもA、B、C全域への放送が
可能です。

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0

SW4
1 2 3 4 5 6 7 8

SW5
1 2 3 4 5 6 7 8

SW6

WK-820A WK-820

WK-820A WK-820

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0

1台目 

(A区域用) WK-850A

(防災センター)

2台目 

増設ユニット 
1台目 

増設ユニット 
2台目 

増設ユニット 
台数"2"

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0

SW4
1 2 3 4 5 6 7 8

SW5
1 2 3 4 5 6 7 8

SW6

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0

1台目 

本体増設ユニット 
の番号と同じ"1"

本体増設ユニット 
の番号と同じ"2"

2台目 

増設ユニット 
1台目 

増設ユニット 
2台目 

増設ユニット 
台数"2"

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0

SW4
1 2 3 4 5 6 7 8

SW5
1 2 3 4 5 6 7 8

SW6

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0

1台目 

本体増設ユニット 
の番号と同じ"1"

本体増設ユニット 
の番号と同じ"2"2台目 

増設ユニット 
1台目 

増設ユニット 
2台目 

増設ユニット 
台数"2"

015

4

8

12

4

12

SW1
1 015 1

015 1015 21

4

8

12

SW2

4

8

12

2

(B区域用) WK-820A (WK-820)

(C区域用) WK-820A (WK-820)

(A区域用) WR-851

(B区域 
非常リモコン)

(B区域用) WK-820A (WK-820)

(C区域用) WK-820A (WK-820)

(A区域用) WR-850

(C区域 
非常リモコン)

(B区域用)

(C区域用)

015

4

8

12

4

12

SW1
1 015 1

015 21

4

8

12

SW2

2

4

12

015 21

2

非常リモコン 
1台目 

非常リモコン 
2台目 

WR-820A WR-820015

4

8

12

4

12

SW1
1 015 1

015 21

4

8

12

SW2

2

4

12

015 21

2

WR-820A (WR-820)

WR-820A (WR-820)
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[各非常リモコンから、本体のある区域(20局)と特定の区域のみを制御する場合]

(非常リモコンの増設用操作ユニットが本体部より少ない場合)

本　体 
(非常操作 
ユニット)

非常リモコン 

A区域 

(防災センター)

B区域 C区域 D区域 

A区域 
B区域用 

非常リモコン 

A区域 
C区域用 
D区域用 

¡防災センターの本体(非常操作ユニット)からA、B、C、
D各区域を制御する。

¡B区域の非常リモコンからはA区域、B区域を制御する。
¡C区域の非常リモコンからはA区域、C区域、D区域を
制御するシステム。

メモ

¡各非常リモコン(WR-850,851)は、非常操作ユニッ

ト(WK-850A)に対応させます。従って、この例の

場合は各非常リモコンはA区域に対応します。

¡WK-850Aに対応するWR-850,851の操作部(この場

合A区域用)は省略できません。

¡各ユニット毎に増設ユニットを設ける必要があり

ます。

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0

SW4
1 2 3 4 5 6 7 8

SW5
1 2 3 4 5 6 7 8

SW6

WK-820WK-820A

WK-820A WK-820

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0

増設ユニット 
1台目 

(A区域用) WK-850A

(防災センター)

増設ユニット 
2台目 

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0
増設ユニット 
3台目 

1台目 

2台目 

3台目 

増設ユニット 
台数"3"

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0

SW4
1 2 3 4 5 6 7 8

SW5
1 2 3 4 5 6 7 8

SW6

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0
増設ユニット 
1台目 本体増設ユニット 

B区域用と同じ"1"

増設ユニット 
台数"1"

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0

SW4
1 2 3 4 5 6 7 8

SW5
1 2 3 4 5 6 7 8

SW6

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0

1 2 3 4 5 6 7 8
1

0

増設ユニット 
1台目 本体増設ユニット 

C区域用と同じ"2"

本体増設ユニット 
D区域用と同じ"3"

増設ユニット 
2台目 

増設ユニット 
台数"2"

(B区域用) WK-820A (WK-820)

(C区域用) WK-820A (WK-820)

(D区域用) WK-820A (WK-820)

(A区域用) WR-851

(B区域用) WK-820A (WK-820)

(A区域用) WR-850

(C区域用)

(D区域用)

015

4

8

12

4

12

SW1
1 015 1

015 1015 21

4

8

12

SW2

4

8

12

2

4

12

015 1015 3

1

4

8

12

3

1台目 

015

4

8

12

SW1
1 015 1

4

8

12

SW2

WR-820A WR-820

1台目 

2台目 

015

4

8

12

4

12

SW1
1

015 21

SW2

4

12

015 21

2 3

2
WR-820A (WR-820)

WR-820A (WR-820)

4

12

015 3

1
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■非常リモコンの配線について
※必ず、消防用認定耐熱対形ケーブル(ペア線) : 6対以上を使用してください。

※6対(6ペア)の内訳は、信号線で5ペア、電源線で1ペア使用します。

配線延長可能距離

最大抵抗 信号線 電源線(1ペアの場合の距離)

線径mm (20 ℃)Ω/km (例) 20～40局 50～80局 90～160局

50 Ω以下 2.5 Ω以下 2 Ω以下 1 Ω以下

0.65 54.1 460 m 23 m 18 m 9 m

0.8 35.73 690 m 34 m 27 m 13 m

0.9 28.2 880 m 44 m 35 m 17 m

1.0 22.87 1,090 m 54 m 43 m 21 m

1.2                   15.8 1,090 m 79 m 63 m 31 m

1.6 8.92 140 m 112m 56 m

2.0 5.65 221 m 176 m 88 m

2.6 3.35 373 m 298 m 149 m

注意 : 片線の線路抵抗値です。

¡電源線(24 Vと0 V)の本数を増やすと延長距離を延ばせます。
プラス1ペアで距離は2倍。プラス2ペアで距離は3倍。

¡電源線のことを考慮して、線径1.2 mmの12P以上のケーブルを通線してください。(40局の可能距離は553 mまで)
〔計算例〕12(ペア) － 5(ペア) ＝ 7(ペア)

7 × 79(m) ＝ 553(m)
¡必要ペア数 ＝ 延長距離 ÷ 電源線の可能距離 ＋ 5ペア
※小数点以下は切り上げ

■ヒューズの交換
ヒューズが切れた場合は端子間の誤接続が考えられますので、接続を再度確認してからヒューズを交換し
てください。
2 A管ヒューズ：WK-F20A（工事部品扱い） 160 mA管ヒューズ：XBA1C016NS5（サービス品扱い）

回線保護ヒューズ 
(160 mA管ヒューズ)

電源ヒューズ 
(2 A管ヒューズ)

F7
01
  D
C2
4 
V　
  2
 A
 

F7
02
  L
A＋
　
　
  1
60
 m
A 

F7
03
  L
Aー
　
　
  1
60
 m
A 

F7
04
  L
B＋
　
　
  1
60
 m
A 

F7
05
  L
Bー
　
　
  1
60
 m
A　
　
 

F7
06
  E
M
G
　
　
  1
60
 m
A 

F7
07
  C
PU
 O
FF
 1
60
 m
A

LB＋

LB－

LA＋

LA－

CPU OFF

EMG

ヒューズ容量

DC160 mA

DC160 mA

DC160 mA

DC160 mA

DC160 mA

DC160 mA

DC 2 A電源線DC24V

デ
ー
タ
線

内蔵ヒューズ

予備の160 mA管のヒューズ
6本付属
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■接続のしかた
¡接続できる台数は7台までです。
¡接続する台数により電源制御ユニット、非常電源ユニットの増設が必要になります。(⇒16ページ参照)

●データ線(LA±、LB±)の距離について
¡データ線の総延長距離は1,000 mまでです。(必ずペア線で配線してください。)
¡電源線は線径と局数により延長距離に制約がありますので、63ページを参照してペア数を決定してく
ださい。
下記の説明は、電源線を1ペアとして説明しています。

[総延長距離1,000 m以下の場合]

¡データ線は、並列接続が可能です。
¡ケーブルは、耐熱5対(5ペア)ケーブルが使用
可能です。(以下、5P方式という)

[総延長距離1,000 m以上の場合]

¡データ線の接続は、中継接続にします。
(中継接続とは、リモコンのブースタ機能を
活用してデータの整形を行うことです。)

¡この場合でも、それぞれのデータ線の距離は
1,000 mまでです。

¡ケーブルは、耐熱6対(6ペア)ケーブルが必要
です。(以下、6P方式という)

本体部 

LB– 

非常リモコン1

LB– 

非常リモコン2

a+b+cの総延長が 
1,000 m以下 
 

データ線総延長1,000 m以下 
[5P方式] 

LB– 

非常リモコン3

LB– 

a

b

c

本体部 

データ線総延長1,000 m以上 
[6P方式] 

a+b+cの総延長が 
3,000 m以下 
 

a, b+, cそれぞれは 
1,000 m以下 
 

1,000 m以下 
 

1,000 m以下 
 

1,000 m以下 
 

中継接続 

中継接続 

中継接続 
LB–
RSB/G

LA–
RSA/G
LB–
RSB/G

非常リモコン1

LA–
RSA/G
LB–
RSB/G

非常リモコン2

LA–
RSA/G

非常リモコン3

a

b

c
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●中継接続の方法
中継接続の場合、配線上で以下のような注意が必要です。
(中継接続の非常リモコンを R  で表示しています。)
[可能な接続]

WL-7050A

1,000 m以下 
[6P方式]

LB LA

a

b

c

LA

WL-7050A

WL-7050A

WR-850

WR-850

WR-850 WR-850 WR-850

WR-850

WL-7050A
WR-850 WR-850

WL-7050A
WR-850

WR-850

WR-850

WL-7050A
WR-850

WR-850

WR-850

WR-850

WR-850 WR-850

WR-850

WR-850

1,000 m以下 
[6P方式]

LB

LB

LB

LB

LA

1,000 m以下 
[6P方式]

a+bが1,000 m以下 

LB LBLB LA

1,000 m以下 
[6P方式]

[5P方式]

[5P方式]

[6P方式]
LB LA

1,000 m以下 
[6P方式]

LB LA

1,000 m以下 
[6P方式]

LA

LA

LB

[6P方式]

[6P方式]

LB

LB

LB

[5P方式]

[5P方式]

a

b

LA

LA

LB

[6P方式]

[6P方式]

[5P方式][6P方式]

LB LA

[6P方式]

LB LA

[6P方式]

a+b+cが1,000 m以下 

¡中継機能付きのWR-850がある場合は、 
　本体から分岐できません。 

¡中継機能つきのWR-850の次は、中継 
　機能付きのWR-850のみ。 

¡中継機能付きのWR-850から分岐して 
　はいけない。 

[不可能な接続]
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●接続例
[本体と非常リモコン間の総延長距離が1,000 m以下のとき(5P方式)]

(a＋b＋c＋.........＋nの総合計が1,000 m以下)
電源線は線径と局数により延長距離に制約があります。(⇒63ページ参照)

本体（入出力制御） 非常リモコン 

非常リモコン 

非常リモコン 

非常リモコン 

a

b
c

n

¡上記並列接続のほかに次のページの中継接続(6P方式)も可能です。
¡非常リモコン5台以上を接続する場合は、非常リモコンの台数と局数により、入出力制御ユニット
(WU-R55)のヒューズ交換が必要です。(⇒47ページ参照)

0 V 一斉 コール サイン 
上り 

放送 
制御 

RSB

コール 
サイン 
下り 

COM 1 2 3 4 5 6 7 8 9
DC24V 
最大 
300mA

一般リモコン 

0 V
DC24V 
最大 
6A RSG

通信制御 

LB+
DATA

LB−
CPU 
OFF EMG H C H

モニタ 

C
ライン入力1

H C
ライン入力2

H C
ライン入力3

非常リモコン（遠隔操作器） 

音声線 
●ショートバーを 
　はずして接続 
　してください。 
耐熱対形ケーブル 
（消防用認定品） 
並列接続 

非常リモコン接続端子 

EMG

CPU OFF

LB-

LB+

RSG

RSB

DC 24V

OV

LA-

LA+

RSG

RSA

ライン出力C

ライン出力H

モニタC

モニタH

1台目 
WR-850/851端子盤 

電源線（DC24） 
（1端子より7台まで） 
●距離によりペア数を 
　ふやします。 

2台目　WR-850/851端子盤 

本体内入出力制御ユニットWU-R55前面端子盤 

1台目 
WR-850/851端子盤 
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[総延長距離が1,000 m以上、かつ本体－非常リモコン間、非常リモコンどうしの距離が1,000 m以下のとき(6P方式)]

(a, b, c, nの各間が1,000 m以下)
電源線は線径と局数により延長距離に制約があります。(⇒63ページ参照)

本体（入出力制御） 非常リモコンR

非常リモコンR

非常リモコンR

非常リモコンR

a

b

c

n

¡非常リモコン5台以上を接続する場合は、非常リモコンの台数と局数により、入出力制御ユニット
(WU-R55)のヒューズ交換が必要です。(⇒47ページ参照)

0 V 一斉 コール サイン 
上り 

放送 
制御 

RSB

コール 
サイン 
下り 

COM 1 2 3 4 5 6 7 8 9
DC24V 
最大 
300mA

一般リモコン 

0 V
DC24V 
最大 
6A RSG

通信制御 

LB+
DATA

LB−
CPU 
OFF EMG H C H

モニタ 

C
ライン入力1

H C
ライン入力2

H C
ライン入力3

非常リモコン（遠隔操作器） 

●耐熱対形 
　ペアー 
　ケーブル 
（消防用 
　認定品） 
　全部で6対 

非常リモコン接続端子 

EMG

CPU OFF

LB-

LB+

RSG

RSB

DC 24V

OV

LA-

LA+

RSG

RSA

ライン出力C

ライン出力H

モニタC

モニタH

WR-850/851端子盤 

電源線（DC24） 
（1端子より7台まで） 
●距離によりペア数を 
　ふやします。 

3台目　WR-850/851端子盤 

本体内入出力制御ユニットWU-R55前面端子盤 

EMG

CPU OFF

LB-

LB+

RSG

RSB

DC 24V

OV

LA-

LA+

RSG

RSA

ライン出力C

ライン出力H

モニタC

モニタH

　　　　の部分の配線が 
前ページと異なります。 

データ線（LB+、LB-）、RSB、RSG線はLB→LA、RSB→RSAのようにB→Aへと接続します。
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マルチリモコンマイク(WR-300)は、本体内の入出力制御ユニット(WU-R55)に接続します。また、8台まで接続
することができます。

■ディップスイッチの設定
●WR-300のディップスイッチ設定

¡それぞれに番号(アドレス)設定が必要です。底面のふたを外し、ディップスイッチを設定してください。
¡番号(アドレス)は、抜けやダブリのないように1から順番に設定してください。

1 2 3
1

番号 設　　定 
マルチリモコン自身の番号（アドレス） 

2

3

4

5

6

7

8

1 2 3 4

0 (OFF)

1 (ON)

固定 

図は出荷時の状態です。 

¡リモコンごとに 
アドレスを設定 
します。 

¡ヌケやダブリの 
ないようにしま 
す。 

マイク 
音量調整 

コールサイン 
音量調整 

ライン入力 
音量調整 

●WU-R55のディップスイッチ設定

1 2 3 4 5 6 7 8

1 (OFF)
0 (ON)

9

台数 

１台 
2 3 4

増設なし 

２台 増設１台 

３台 増設２台 

４台 増設３台 

５台 増設４台 

６台 増設５台 

７台 増設６台 

８台 増設７台 

設　　定 備　考 

増設用出力制御ユニット 
WU-R51A/R52Aの台数 

台数 

なし 
5 6 7

１台 

２台 

３台 

４台 

５台 

６台 

７台 

設　　定 

マルチリモコンマイク 
WR-300の台数 

８台 

8

固定 

ハードチェックプログラム 
運用（通常は固定） 

運用､ハードチェック切換 

図は出荷時の状態です。 

ディップスイッチ 
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■接続のしかた

10 COM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 COM 制御 
入力 

GND RU+
チャイム 一般 

リモコン 外部制御入力 

2芯シールド線 

対形ケーブル (1ペアー)

D
C

B

A

※最大8台まで 

マルチリモコンn

マルチリモコンn

非常操作ユニットの 
一般リモコン入力または 
入力マトリクスの音声入力へ 

本体内入出力制御ユニット 
WU-R55前面端子盤 

データ線の総延長距離1,000 m以下 
A+B+C+D≦1,000 m

緊急 
外部 
制御 

GNDライン入力4

H C

非常リモコン 

RSB+ RSB−
通信制御 

LB+
DATA

LB−

マルチリモコン EB接点1 EB接点2

EF

火災確認信号 

EC 非常用 

アナウンスマシンBUSY

緊急用 

マルチリモコン1

マルチリモコン1

マルチリモコン2マルチリモコン2

マルチリモコン3

マルチリモコン3

音声 

LB+へ 

LB+へ 

LB—へ 

LB—へ 

LB+

LB—

H C G

LA

+ —

RSA

+ —

LB

+ —

RSB

FG+ —
ライン入力 
—22 dB

H CG

●配線距離と線径

〈音声線〉

距　離

線　径

200 m以下

φ0.8 mm以上

500 m以下

φ1.2 mm以上

1,000 m以下

φ1.6 mm以上

〈データ線〉

距　離

線　径

460 m以下

φ0.65 mm

690 m以下

φ0.8 mm

880 m以下

φ0.9 mm

1,090 m以下

φ1.0 mm
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■緊急放送について
¡停電、ガス漏れ事故などの緊急事態に備え、蓄電池バックアップによる緊急放送をすることができます。
¡緊急放送を行う場合は、非常放送用とは別に非常電源ユニット(WP-570B)を必要とします。容量は非常
放送用と同様に考えてください。

¡緊急放送の形態は、次の2つの場合があります。

[緊急業務放送]
WU-R55の緊急外部制御端子とGND端子ショートにより、非常操作ユニット(WK-850A)の緊急外部制
御入力およびアナウンスマイクから緊急放送ができます。放送先は、入出力設定の緊急外部制御で書き
込んだスピーカ回線です。

■接続のしかた

ミキサーユニット WU-M60A

電力増幅ユニット 

緊急放送用電源  WP-570B

非常放送用電源  WP-570B

入出力制御ユニット 
WU-Ｒ55

注）逆流防止のため、ダイオードが必要です。 

（デジタルICプレーヤー/レコーダー 
を外部起動させると、自動放送され 
ます。） 

緊急外部制御 

デジタルIC 
プレーヤー/レコーダー　　ライン出力（L） 

非常操作ユニットの 
緊急外部入力へ 

M2

A3

A4

D5D6 D1

非常用 

アナウンスマシンBusy

緊急用 

WZ-DP100/DP200

GND

注） 注） 

D4 D3

D5D6 D4

Y6
BATT  CONT

D3 D2 DC24V入力 動作中出力 COM 制御入力 D1

DC24V

DC24V

DC24V

D1 BATT 
CONT

緊急スイッチ又は停電検出など 
（別途ご用意ください。） 

¡非常電源ユニット(WP-570B)は緊急用として使う場
合、内部コネクターJ204をURG側に移し変えてくだ
さい。(⇒26ページ参照)

¡アナウンスユニット放送と緊急業務放送は、後から
起動したものが優先されます。

¡多元放送の場合は、入力マトリクスユニット(WU-
X50)も、ミキサーユニットと同様に緊急放送用電源
を接続してください。
(緊急用WP-570B D3～D6→WU-X50 X4へ)

¡デジタルICプレーヤー／レコーダーも緊急放送用電源
を接続してください。
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[アナウンスユニット放送]
WU-R55のBUSY端子緊急用とGND端子ショートにより、デジタルICプレーヤー／レコーダーなど
から自動放送できます。放送先は、入出力設定の「3, AU作動」で書き込んだスピーカ回線です。
緊急放送用、非常放送用いずれかのアナウンスユニットを接続することができます。
デジタルICプレーヤー／レコーダー（WZ-DP100／DP200）が必要です。

音声出力 

アナウンスユニット入力へ 

入力制御ユニットWU-R55

アナウンスユニット 

動作中出力 

非常リモコン マルチリモコン EB接点1 EB接点2 火災確認信号 アナウンスマシンBUSY 緊急 
外部 
制御 

GNDEF EC 非常用 緊急用 

どちらかに 
接続する 

H C LB+ LB-RSB+ RSB-
ライン入力4 通信制御 DATA

（WZ-DP100／DP200など） 

非常電源 
ユニット 
D3～D6へ 

DC 24 V入力 

¡アナウンスユニットを非常放送用として用いるときは「アナウンスマシンBUSY/非常用」に、緊急放送
用として用いるときは「アナウンスマシンBUSY/緊急用」の各端子に接続します。
1台のアナウンスユニットを非常用/緊急用に兼用することはできません。

¡非常用として使用する場合は、アナウンスユニットの非常電源バックアップが別途必要です。

■動作(放送)について
●非常放送（放送先は連動設定時：出火階と連動階、連動一斉設定時：全館放送です）

¡非常放送状態にてアナウンスユニットを手動起動し、「アナウンスマシンBUSY/非常用」端子にBUSY
信号が入力されている間、アナウンスユニットからの放送が選択階に出力されます。この場合、音声
警報(発報放送、火災放送、非火災放送)は中断され、アナウンスユニットの放送が優先されます。

¡アナウンスユニット放送中にマイクスイッチを押すと、アナウンスユニットの放送は中断しマイク放
送が優先されます。

●緊急放送
¡アナウンスユニットを起動し、「アナウンスマシンBUSY/緊急用」端子にBUSY信号が入力されている
間、あらかじめ書き込まれたスピーカ回線にアナウンスユニットからの放送が出力されます。
(書き込み方法は、「工事説明書　書き込み編」をご覧ください。)

¡アナウンスユニット放送中にマイク放送はできません。
¡停電時にアナウンスユニットから放送することはできません。

■接続のしかた
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■多元(多チャンネル)システムについて

～
 

～
 

～
 

～
 

A社 

B社 

C社 

A社 

B社 

C社 

増設用 
出力制御 
ユニット 

増設用 
出力制御 
ユニット 

増設用 
出力制御 
ユニット 

増設用 
出力制御 
ユニット 

WU-M20
WU-R51A(10回線) 
 WU-R52A(20回線) 
 

WU-X50

PA

PA

出力1入力1

入力2

入力3

入力4

出力2

出力3

出力4

PA

PA

入

力

マ

ト

リ

ク

ス

ユ

ニ

ッ

ト

 

電力増幅ユニット 
防災センター 保安室 

複合ビル 

M
M

非常操作 
ユニット 非常リモコン 

7台 

マルチリモコン 
ミキサー、BGMなど 

BGM

¡複合ビルなど、1つの防災放送システムを構成しながら、その中の個々のブロックに別々の放送(呼出、
BGMなど)を流すことのできるシステムです。

¡入力マトリクスユニット(WU-X50)とミキサーやマルチリモコン、BGM装置およびモニタユニットなど
で構成されます。

¡入力マトリクスユニットで、入出力を系統別にプリセット振り分けを行い、必要チャンネル数、必要ワ
ット数の電力増幅ユニットを用意します。

¡スピーカ回線登録が必要です。(⇒書き込み編参照)
どの入力をどのスピーカに出力するかを書き込みで設定します。

¡一般リモコンの音声入力を入力1以外に入力した場合は、コールサインが動作しません。
¡WK-850AとWU-X50のディップスイッチ設定が必要です。(⇒73、74ページ参照)
¡PAからの音声出力をモニタユニットWU-M20に接続し、各PAのモニタを行います。1台のモニタユニッ
トで4台のPAがモニタできます。

■WU-R52Aのスピーカ系統の分けかた
¡各PA入力は、WU-R51A,R52Aの内部で並列に接続さ
れています。
多元放送を行う場合は、それぞれの系統ごとに電力増
幅ユニットのPA入力が分かれるようにジャンパーを切
断します。

¡ジャンパーの切断方法は、28ページをご覧ください。

1コネクタ当たり 
480 Ｗまで 

1回線当たり 
200 Ｗまで 

PA1

PA2

PA3

PA4 J29・30

J19・20

J9・10

スピーカ1 
 
スピーカ5

スピーカ6 
 
スピーカ10

スピーカ11 
 
スピーカ15

スピーカ16 
 
スピーカ20

図はWU-R52Aです。WU-R51Aには点線部分はありません。 
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■WK-850Aのディップスイッチ設定
入力マトリクスの入・出力チャンネル数により、WK-850Aのディップスイッチ設定を行います。

設　定 
5

数 

4
6

8

12

16

入力マトリクスの 
出力チャンネル数 

入力マトリクスあり 

入力マトリクスなし 

入力マトリクスの有無 

設　定 
7

数 

4
8

8

12

16

入力マトリクスの 
入力チャンネル数 

1 2 3 4 5 6 7 8
SW4

1 (OFF)
0 (ON)

1 2 3 4 5 6 7 8
SW5

1 2 3 4 5 6 7 8
SW6

ディップスイッチ 

図は出荷時の 
状態です。 

ねじ4本外す 

上記以外の設定は32ページを参照してください。
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■WU-X50の設定
●ディップスイッチの設定

¡入力マトリクスユニットを3台以上ご使用になる場合は、縦、横、最大4ユニットまで接続できます。
ただし、縦、横の全クロスポイントが存在するように接続してください。

¡位置によって指定のユニット番号に設定します。
¡ユニット番号を「0」に設定したユニットのIN 1に非常操作ユニット(WK-850A)の「ライン出力」を
必ず接続します。

¡ 内の数字はユニット番号を示します。
¡WK-850Aのディップスイッチ(SW4の4～8)の変更とデータ初期化の操作を必ず行ってください。

可  

不
　
可 

2 台 3 台 4 台 6 台 8 台 7 台 5 台 
8 入力 

4 出力 

4 入力 

8 出力 

12 入力 

4 出力 

4 入力 

12 出力 

16 入力 

4 出力 

4 入力 

16 出力 

8 入力 

8 出力 

12 入力 

8 出力 

8  入力 

12 出力 

16 入力 

8 出力 

8 入力 

16 出力 

0 

2
IN

OUT OUT OUT OUT OUT OUT OUT OUT OUT OUT OUT

0 

2 

12

0 

2 

12 

14

0 1  

2 3

0 1 4  

2 3 5

0 1 4 6  

2 3 5 7

0 1  

2 3  

12 13

0 1  

2 3  

12 13 

14 15

IN
IN

IN
IN

IN IN
INININ

IN 0 1 0 1 4 0 1 4 6

［後面側］ 

［前面側］ 

S W 2
1 2 3 4

1(OFF)

0(ON)

OUT 3 OUT 1

OUT 4

SW1

J2

SW2

OUT 2

図は出荷時の状態です。 

ユニット番号 

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

12 

13 

14 

15

設　　　定 
1 2 3 4
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●内部スイッチの設定

OUT 4 OUT 2

SW1

J2

SW2

OUT 3 OUT 1

［後面側］ 

［前面側］ 

音量小 音量大 

出力音量の調整( OUT1～OUT4 ) 
各出力ラインごと(OUT1～OUT 
4)に出力音量を調整できます。 
※工場出荷時は最大。 

注意：非常放送時には、こ 
の音量調整と前面の 
入力音量調整はきか 
なくなりますので、 
最大音量になります。 

電源供給方法の設定(Ｊ2)：外部制御端子(CONT×3)を接続する場合 
に設定します。(詳しくはWU-X50取扱説明書をご覧ください)

OUT1

ユニット番号のアドレス設定 
(SW2)：自動(CPU)制御時に 
設定します。 

手動制御時の制御方法の設定(SW1)：外部制御または、マトリクスユニット単品使用の場合に設定します。 
(詳しくはWU-X50取扱説明書をご覧ください)

●前面スイッチの設定

1 

2 

3 

4

入
力 

制御 

自動 手動 

入力レベルの調整 
入力機器のレベルに合わせ、入力レベル 
切換スイッチを切り換え、入力音量調整 
器で適当な音量に調整します。 
出荷時は入力音量最大 
入力感度切換スイッチOdB側 

制御切換スイッチを自動（CPU制御） 

側に切り換えます。（出荷時は自動側） 

ねじを外し記名台を 

取り外します。 



1 2 431(ENG) 2 43

1 2 431(ENG) 2 43

マルチリモコン、 
BGMなどの入力機器 

マイク、テープ、 
BGMなどの入力機器 

モニターユニット 
WU-M20

電力増幅ユニット 
WU-P51

WU-P52

WU-P52

WU-P53

非常操作ユニット 
WK-850A

増設用非常操作 
ユニット 
WK-820A 
(WK-820)

入力マトリクス 
WU-X50

WU-X50

ミキサーユニット 
WU-M60A

BGM、テープレコーダ、チャイム 
などの組込スペース 

電源制御ユニット 
WU-L62

非常電源ユニット 
WP-570B

WP-570B

入出力制御ユニット 
WU-R55

増設用出力制御ユニット 
WU-R52A

WU-R51A

 

AC 100V
AC 100V 5A

AC 1A
D1

   BATT CONT

SIGNAL
GNDD2

BATT AD
D3
DC

PA
360W

D4
DC

D5
DC

D6
DC

BATTMONITOR
蓄電池　モニター 

PA
360W

AC 100V
AC 100V 5A

AC 1A
D1

   BATT CONT

SIGNAL
GNDD2

BATT AD
D3
DC

PA
360W

D4
DC

D5
DC

D6
DC

BATTMONITOR
蓄電池　モニター 

PA
360W

非常電源ユニットの電源コード
と非常電源ユニットからDC電源
コードを接続している電力増幅
ユニットの電源コードの接続は、
系統を合わせてください。 

非常電源用15A

A系統100V最大18AB系統100V最大20A

非常電源用15A

IN

PWR CONT
C1

15A15A15A15A15A15A15A15A

OUT

PWR CONT
C2

多元放送のしかた
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■接続のしかた
¡電源は「切」の状態で接続してください。
¡8入力4出力の多元放送を行う場合の一例です。2芯シールド線(YWL6655SR01A サービス部品)および
モニタユニットへのケーブル(YWL6100SR01 : サービス部品)その他が別途必要です。

出荷時接続済み
付属ケーブルで接続
工事部品、現地調達
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■WU-X50の接続
●背面図とブロック図の考えかた

1 2 3 4

1

2

3

4

1

2

3

4

IN AD
OUT

1 2 3 4 OUT

OUT

AD  IN

DC 24V

X4

GND

1 2 43

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

1(ENG) 2 43

4
IN

0/—20
/—40dB
5kΩBAL

AD
OUT

CONT X3
1 2 3

41 2 3

41 2 3

41 2 3

ブロック図 

WU-X50背面図 

IN 
(音声入力) 

 

OUT 
(音声出力) 

 

AD OUT 
(増設音声出力) 

 

AD IN 
(増設音声入力) 

 

AC100 V入力端子 

GND端子 

CONT ×3 
(外部制御端子) 
 

CONT BUS A IN ×1 
(非常操作ユニットや 
増設非常操作ユニットへ) 
 

X4 
DC24V入力端子 
(緊急放送用電源ユニット 
[WP-570B]の D3～D6DC) 
注意： 
非常用とは別にWP-570B 
を準備します。 
※ 内部のジャンパコネクタ 
　 の差し換えが必要です。 
　 DC2ピンケーブルW4- 
　 2L/3PRが別途必要です。 
　 (工事部品扱い) 
 

CONT BUS A IN ×2 
(増設する入力マトリックス 
ユニットへ)

メモ

¡非常操作ユニット(WK-850A)のライン出力は、必ず電力増幅ユニットが接続

される入力マトリクスユニットのIN 1に接続します。(ユニット番号0)

※非常放送時は、IN 1のみの音声が出力されます。

¡入出力接続ケーブルは、大型複式プラグ、2芯シールドケーブルをご使用く

ださい。(YWL6655SR01A : 約1.6mプラグ付、サービス部品扱い)

¡入力マトリクスユニットを複数台使用する場合は、入力マトリクスユニット

のユニット番号を「0」に設定したユニットがIN 1～4のユニットになります。

●本機1台 : 4入力4出力の場合

DC 24V

X4

GND

1 2 43

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

41

1(ENG) 2 43

41
IN

0/—20
/—40dB
5kΩBAL

AD
OUT

2 3 41

CONT X3

1 2 3 4

1

2

3

4

 2

 1  2  3  4

 3
 4

OUT

OUT

1

2

3

4

IN

IN

AD OUT

1 2 3 4

AD  IN

0

AD OUT AD IN

1
2
3
4

OUT

IN

非常操作ユニットまたは 
増設用非常操作ユニット 
(CONT BUS OUT A)へ 
(自動制御時接続)

各チャンネルの 
電力増幅ユニットへ 

非常操作ユニット 
のライン出力へ 

各チャンネルの 
入力機器へ 

非常操作ユニット(ライン出力)へ 

各チャンネルの入力機器へ(ミキサー、 
マルチリモコン、BGMなどの音声出力へ) 
 

各チャンネルの 
電力増幅ユニット 
INPUT1へ 
(入力マトリクスユニット 
増設のときはAD IN)

AC100 V 
電源制御ユニットの 
ACコンセントへ 
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●入力の増設 : 8入力4出力の場合

DC 24V

X4

GND

1 2 43

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

41

1(ENG) 2 43

41
IN

0/–20
/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

2 3 41

CONT X3

1

2

3

4

 2

 1  2  3  4

 3
 4

OUT

OUT

OUT

1

2

3

4

IN

IN

AD OUT

AD IN
1 2 3 4

AD  IN

1
2
3
4

OUT

IN

各チャンネルの 
電力増幅ユニットへ 

ユニット番号 
"0"側 

非常操作ユニット 
のライン出力へ 

各チャンネルの 
入力機器へ 

非常操作ユニット(ライン出力)へ 

各チャンネルの 
電力増幅ユニット 
INPUT1へ 

1 2 3 4

1

2

3

4

 6
 5

 7
 8

OUT
1

2

3

4

IN

1 2 3 4

各チャンネルの 
入力機器へ 

ユニット番号 
"2"側 

ユニット番号 
"2"側 

DC 24V

X4

GND

1 2 43

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

41

41

1(ENG) 2 43

41
IN

0/–20
/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

6 7 85

CONT X3

IN

AD OUT

ユニット番号 
"0"側 

●出力の増設 : 4入力8出力の場合

DC 24V

X4

GND

1 2 43

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

41

1(ENG) 2 43

41
IN

0/–20
/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

2 3 41

CONT X3

1
2
3
4

OUT

IN
ユニット番号 
"0"側 

非常操作ユニット(ライン出力)へ 

各チャンネルの 
電力増幅ユニット 
INPUT1へ 

5
6
7
8

OUT

各チャンネルの 
電力増幅ユニット 
INPUT1へ 

ユニット番号 
"1"側 

DC 24V

X4

GND

1 2 43

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

41

1(ENG) 2 43

41
IN

0/–20
/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

CONT X3

1

2

3

4

 2

 1  2  3  4

 3
 4

1

2

3

4

各チャンネルの 
電力増幅ユニットへ 

各チャンネルの 
電力増幅ユニットへ 

非常操作ユニット 
のライン出力へ 

各チャンネルの 
入力機器へ 

AD  IN

IN

IN

OUT AD
OUT

1 2 3 4

1

2

3

4

 5  6  7  8

AD  IN

IN

IN

OUT

AD OUT

1 2 3 4

ユニット番号 
"0"側 

ユニット番号 
"1"側 

41

1 2 3 4 1 2 3 4



79

応応
用
シ
ス
テ
ム
編

●入出力の増設 : 16入力8出力の場合　※○数字はユニット番号を示します。

1

2

3

4

 2

 1  2  3  4

 3
 4

1

2

3

4

各チャンネルの 
電力増幅ユニットの 
INPUT1へ 

各チャンネルの 
電力増幅ユニットの 
INPUT1へ 

各チャンネルの 
電力増幅ユニットの 
INPUT1へ 

各チャンネルの 
電力増幅ユニットの 
INPUT1へ 

各チャンネル 
の入力機器へ 

非常操作ユニット 
のライン出力へ 

各チャンネルの 
入力機器へ 

各チャンネルの 
入力機器へ 

各チャンネルの 
入力機器へ 

各チャンネルの 
入力機器へ 

非常操作ユニット 
のライン出力へ 

AD  IN

IN

IN
OUT

1 2 3 4

1

2

3

4

 5  6  7  8

AD  IN

IN

IN
IN

IN
OUT OUT

OUT

OUT OUT

OUT OUT

OUT OUT

AD
OUT

AD
OUT

AD
OUT

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

1

2

3

4

 6
 7
 8

1

2

3

4

INOUT

1 2 3 4

1

2

3

4

IN

AD IN AD IN
AD IN AD IN

AD IN AD IN

AD IN AD IN

AD
OUT

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

1

2

3

4

10
11
12

 9
1

2

3

4

INOUT

1 2 3 4

1

2

3

4

IN

OUT

AD
OUT

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

1

2

3

4

14
15
16

1

2

3

4

INOUT AD OUT

AD OUT

AD OUT

AD OUT

1 2 3 4

1

2

3

4

IN

AD
OUT

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

1(EMG) 2

2

3

3

4

4

IN
0/–20

/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

1 2 3 4
OUT

5 6 7 8

1 2 3 4

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

1(EMG) 2 3 4

IN
0/–20

/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

1 2 3 4

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

p q

各チャンネルの 
入力機器へ 

IN
IN

OUT

AD
OUT

AD
OUTAD IN AD IN

1(EMG) 2

65

3

7

4

8

IN
0/–20

/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

!09 11 12

1413 15 16

OUT

1 2 3 4

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

1(EMG) 2 3 4

IN
0/–20

/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

1 2 3 4

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

w e

各チャンネルの 
入力機器へ 

IN
IN

OUT

AD
OUT

AD
OUTAD IN AD IN

1(EMG) 2 3 4

IN
0/–20

/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

OUT

1 2 3 4

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

1(EMG) 2 3 4

IN
0/–20

/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

1 2 3 4

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

!2 !3

IN
IN

OUT

AD
OUT

AD
OUTAD IN

AD IN

1(EMG) 2 3 4

IN
0/–20

/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

OUT

1 2 3 4

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

1(EMG) 2 3 4

IN
0/–20

/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

1 2 3 4

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

!4 !5

p q

ew

 5

!2

!4

13

!3

!5

1

各チャンネルの 
入力機器へ 
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●入出力の増設 : 8入力16出力の場合　※○数字はユニット番号を示します。

非常操作ユニット 
のライン出力へ 

 9  10  11  12 13  14  15  16

各チャンネルの 
電力増幅ユニットの 
INPUT1へ 

各チャンネルの 
電力増幅ユニットの 
INPUT1へ 

各チャンネル 
の入力機器へ 

各チャンネル 
の入力機器へ 

1(EMG) 2

2

3

3

4

4

IN
0/–20

/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

11 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

1(EMG) 2 3 4

IN
0/–20

/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

1 2 3 4

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

p q

各チャンネルの 
電力増幅ユニットの 
INPUT1へ 

各チャンネルの 
電力増幅ユニットの 
INPUT1へ 

1(EMG) 2 3 4

IN
0/–20

/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

1 2 3 4

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

1(EMG) 2 3 4

IN
0/–20

/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

1 2 3 4

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

r y

1(EMG) 2

65

3

7

4

8

IN
0/–20

/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

1 2 3 4

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

1(EMG) 2 3 4

IN
0/–20

/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

1 2 3 4

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

w e

1(EMG) 2 3 4

IN
0/–20

/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

1 2 3 4

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

1(EMG) 2 3 4

IN
0/–20

/–40dB
5kΩBAL

AD
OUT

1 2 3 4

OUT
0dB

800ΩBAL

AD IN
0dB

20kΩ

t u

1

2

3

4

 2

 1  2  3  4

 3
 4

 5

1

2

3

4

各チャンネルの 
電力増幅ユニット 
のINPUT1へ 

各チャンネルの 
電力増幅ユニット 
のINPUT1へ 

各チャンネルの 
電力増幅ユニット 
のINPUT1へ 

各チャンネルの 
電力増幅ユニット 
のINPUT1へ 

非常操作ユニット 
のライン出力へ 

各チャンネルの 
入力機器へ 

IN

OUT
INOUT

1 2 3 4

1

2

3

4

 9 10 11 12 13 14 15 16
 

IN

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

AD IN AD IN

AD
OUT

1

2

3

4

1

2

3

4

 5 6 7  8

1

2

3

4

IN

OUT

IN

OUT

IN

OUT
IN

1 2 3 4

1

2

3

4

IN

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

AD IN AD IN

AD
OUT

AD
OUT

AD
OUT

AD
OUT

1

2

3

4

 6
 7
 8

1

2

3

4

各チャンネルの 
入力機器へ 

INOUT

1 2 3 4

1

2

3

4

IN

OUT OUT OUT OUT

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

AD IN AD IN

AD
OUT

1

2

3

4

1

2

3

4

1

2

3

4

IN

1 2 3 4

1

2

3

4

IN

1 2 3 4

1 2 3 4 1 2 3 4

AD IN AD IN

AD
OUT

AD
OUT

p q r y

utew
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■集中非常リモコン(WR-855)について
¡学校、ビル街、工場などの多棟建築物の各棟ごとの非常放送に加え、全棟を防災センターなどで集中管
理し、ここから各棟へ非常放送や業務放送ができるシステムを集中非常リモコンシステムといいます。
このシステムでは、複数の非常用放送設備を集中非常リモコンで制御します。

¡集中非常リモコンで最大8台の非常用放送設備(本体)を制御することができます。

¡1本体当たりの最大局数/回線数は、160局/160回線です。
¡集中非常リモコンで制御できる局数は最大320局です。
¡本体から見て集中非常リモコンは、非常リモコンの1台と位置づけられます。接続できる台数は、1本体
当たり集中非常リモコンと非常リモコンの合計7台で、システム最大合計49台までです。

¡集中非常リモコン(インタフェースユニット)の配線については、非常リモコンと同様です。
(⇒63ページ参照)

¡データ線以外は、各本体ごとに集中非常リモコン(インタフェースユニット)へ配線します。

No.

1

2

3

4

ユニット名

非常操作ユニット数（本体）

集中非常リモコン

1非常操作ユニット
当たりの非常リモコン数

集中非常リモコン数
非常リモコン数合計

例1

8

7

例2

8

5

例3

8

3

例4

8

1

0

7

2

21

4

35

6

49

▼
▼

注1

注1：集中非常リモコン＋非常操作ユニット1台あたりの非常リモコンの
最大数は7台です。

最大構成例一覧

集中非常リモコン 本体1

本体2

本体3

本体8

1本体あたり：最大160局

棟別非常リモコンおよび
増設用非常操作ユニット

インターフェ
ースユニット

1

4
最
大
320
局 インターフェ

ースユニット

5

8
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■接続のしかた
●集中非常リモコンの電源を非常用放送設備(本体)から供給する場合

次の増設ユニットへ 

棟別非常リモコン 

集中非常リモコン　WR-855

WR-856

棟別非常リモコンに付属の50ピンケーブル 

増設ユニットに付属の50ピンケーブル 
増設用非常操作ユニット WK-820A/WK-810A

J2

J1 J3

J1
J4

インタフェースユニットWU-R855（メイン） 

インタフェースユニットに 
付属のPWR CONTケーブル 

インタフェースユニットWU-R855（サブ） 

集中非常リモコンに付属の24ピンケーブル 

インタフェースユニットに 
　　　付属の音声ケーブル 

増設ユニットへ 

インタフェースユニットに 
　　　付属の50Pケーブル 

¡インタフェースユニット（メイン・サブ）内部の電源切換ジャンパーコネクタ(CN210)を「本体」にし
てください。(出荷時は、「本体」側に設定されています。)

メモ
各棟の非常用放送設備の非常電源ユニット(蓄電池数)、電源制御ユニットの必要台数は、接続され
る集中非常リモコン/棟別非常リモコン/増設用非常操作ユニット/インタフェースユニットの合計消
費電流を含めて設定してください。
集中非常リモコンシステムの消費電流早見表をご覧ください。（⇒19ページ）
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●集中非常リモコン側に電源を専用に接続する場合
¡各棟の非常用放送設備と集中非常リモコンの距離が長く、非常用放送設備(本体)から供給できないとき
に、集中非常リモコンに電源を専用に接続します。

¡電源制御ユニット(WU-L62)1台と非常電源ユニット(WP-570B)1台と蓄電池(NCB-600) 1個必要です。

次の増設ユニットへ 

棟別非常リモコンWR-856

集中非常リモコンWR-855

棟別非常リモコンに付属の50ピンケーブル 

増設ユニットに付属の50ピンケーブル 
増設用非常操作ユニット WK-820A/WK-810A

J2

J1 J3

J1
J4

インタフェースユニット 
WU-R855（メイン） 

電源制御ユニット 
に付属のケーブル 

インタフェースユニット 
WU-R855（サブ） 

集中非常リモコンに 
付属の24ピンケーブル 

インタフェース 
ユニットに付属 
の音声ケーブル 

増設ユニットへ 

インタフェースユニットに 
付属の50Pケーブル 

J4

J5

PWR CONT OUT

電源制御ユニットWU-L62
C2

非常電源ユニットWP-570B

BATT CONT
非常電源ユニット 
に付属のケーブル 

AC 100V
AC 100V 5A

AC 1A
D1

   BATT CONT

SIGNAL
GNDD2

BATT AD
D3
DC

PA
360W

D4
DC

D5
DC

D6
DC

BATTMONITOR
蓄電池　モニター 

PA
360W

非常電源用15A

A系統100V最大18AB系統100V最大20A

非常電源用15A

IN

PWR CONT
C1

15A15A15A15A15A15A15A15A

OUT

PWR CONT
C2

¡非常操作ユニットのディップスイッチSW6の3を「OFF」にします。
¡集中非常リモコン内部制御基板の主電源表示切換ジャンパーコネクタ(JP107)を「IC124」側に差し
換えてください。(出荷時は、「CN101」側に設定されています。)

¡インタフェースユニット内部の電源切換ジャンパーコネクタ(CN210)を「集中」側にしてください。
(出荷時は、「本体」側に設定されています。)
コネクタの位置は、インタフェースユニットの取扱説明書をご覧ください。
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■集中非常リモコン、棟別非常リモコンと非常用放送設備(本体)との関係
¡インタフェースユニットの端子台(非常操作本体番号)に接続する非常用放送設備(本体)が集中非常リモコ
ンのモニタ選択番号、棟別非常リモコンに対応します。
※棟別非常リモコンの1台目以降のユニット番号は、若い数字から順番に集中非常リモコン、インタフェ
ースユニットの番号に対応します。

¡インタフェースユニットの端子台、非常操作ユニット本体1に接続された非常用放送設備(本体)の棟別非
常リモコンがユニット番号1台目となり、集中非常リモコンのモニタ選択番号1となります。

メモ

インタフェースユニットの端子台に接続する非常用放送設備(本体)は、間をあけないでつめて接続

してください。

メ
イ
ン

サ
ブ（
増
設
）

インタフェースユニット
端子台非常操作本体

1
2
3
4
5 (1)
6 (2)
7 (3)
8 (4)

集中非常リモコン
モニタ選択番号

1
2
3
4
5
6
7
8

棟別非常リモコン
ユニット番号
1台目
※
※
※
※
※
※
※

※ユニット番号は増設用非常操
作ユニットとの総和台数を表
わし、設定するユニットが
WR-855から数えて何台目か
により番号を設定します。
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●システム例(3棟制御　110局)

非常復旧 
非常起動 

火災 

電源 

火災 

音声警報 

発報 非火災 

Extension  Remoto  Controller  WR-856

作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 

一斉放送 緊急一斉 放送復旧 

非常復旧 
非常起動 

火災 

電源 

火災 

音声警報 

発報 非火災 

Extension  Remoto  Controller  WR-856

作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 

一斉放送 緊急一斉 放送復旧 

非常復旧 
非常起動 

火災 

電源 

火災 

音声警報 

発報 非火災 

Extension  Remoto  Controller  WR-856

作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 

一斉放送 緊急一斉 放送復旧 

電源 ブロック 

一斉放送 放送復旧 

Extension  Controller MK-810A 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 

電源 ブロック 

一斉放送 放送復旧 

Extension  Controller MK-810A 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 

電源 ブロック 

一斉放送 放送復旧 

Extension  Controller WK-820A 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 

電源 ブロック 

一斉放送 放送復旧 

Extension  Controller WK-820A 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 

電源 ブロック 

一斉放送 放送復旧 

Extension  Controller WK-820A 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 

電源 ブロック 

一斉放送 放送復旧 

Extension  Controller WK-820A 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 作動 出火階 放送階 

一斉放送 放送復旧 

Remote  Control   WK-

出力レベル 

非常復旧 非常起動 

連　動 連動一斉 発報連動停止 

発　報 火　災 非火災 

音声警報 

火　災 非火災 

緊急一斉 

主電源 

モニタ音量 

1 2 3

一斉放送 放送復旧 

Remote  Control   WK-

出力レベル 

非常復旧 非常起動 

連　動 連動一斉 発報連動停止 

発　報 火　災 非火災 

音声警報 

火　災 非火災 

緊急一斉 

主電源 

モニタ音量 

1 2 3

一斉放送 放送復旧 

Remote  Control   WK-

出力レベル 

非常復旧 非常起動 

連　動 連動一斉 発報連動停止 

発　報 火　災 非火災 

音声警報 

　火　災 非火災 

緊急一斉 

主電源 

モニタ音量 

1 2 3

1

2

3

6

1

2

3

6

1

2

3

6

全棟を制御 

A棟の 
本体部に対応 
 
A棟の 
増設部に対応 
 

B棟の 
本体部に対応 
 

C棟の 
本体部に対応 
 

C棟の 
増設部に対応 
 

C棟の 
増設部に対応 
 

集中非常リモコンWR-855

防災センター管理室 A棟　非常用放送設備 非常リモコン 

B棟　非常用放送設備 

C棟　非常用放送設備 

Remote  Control   WR-

出力レベル 

非常復旧 非常起動 

3　火　災 非火災 

主電源 

蓄電池異常 

モニタ音量 

1 2 3

¡各棟の非常操作ユニットと増設用非常操作ユニットを集中非常リモコンの棟別非常リモコンと増設用
非常操作ユニットに割り当てます。

¡この場合の1棟当たりの非常リモコンは、最大6台まで接続できます。



0 V 一斉 コール サイン 
上り 

放送 
制御 

RSB

コール 
サイン 
下り 

COM 1 2 3 4 5 6 7 8
一般リモコン 

0 V
RSG

通信制御 

LB+
DATA

LB−
CPU 
OFF EMG H C H

モニタ 

C
ライン入力1

H C
ライン入力2

H C
ライン入力3

非常リモコン（遠隔操作器） 

耐熱対形ケーブル 
(消防用認定品)

非常リモコン接続端子 

EMG

CPU OFF

LB-

LB+

RSG

RSB

DC 24V

OV

LA-

LA+

RSG

RSA

ライン出力C

ライン出力H

モニタC

モニタH

WR-850/851端子盤 

電源線（DC24） 
（1端子より7台まで） 
●距離によりペア数をふやします。 

本体内入出力制御ユニットWU-R55前面端子台 

本体  ＃1(WL-7050A、7550A)

9

RSA
0 V

RSB
通信制御 

RSG
DATA

LA+ LB− OUT IN
CPU OFF

H C
モニタ 

H C
ライン出力 

非常操作ユニット本体1

EMGLB+LA−

RSA
0 V

RSB
通信制御 

RSG
DATA

LA+ LB− OUT IN
CPU OFF

H C
モニタ 

H C
ライン出力 

非常操作ユニット本体2

EMGLB+LA−

本体  ＃1に対応する非常リモコン 

本体  ＃1、＃2に対応する集中非常リモコンの 
インタフェースユニット 

WU-R855端子台 

WR-850/851端子台 

※ショートピン 

音声線 
(1端子より2台ずつ並列接続) 
●ショートピンをはずして 
　接続してください。 

※CPU OFF端子部のショートピンは、はずさないでください。 

集中非常リモコン、インタフェースユニットの接続
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●接続例(2台の本体、個別の非常リモコン2台と集中非常リモコン1台の場合)
[延長距離(全ケーブル長)が1,000 m未満のとき(5P方式)]

電源線は、線径と局数で延長距離の制約があります。
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0 V 一斉 コール サイン 
上り 

放送 
制御 

RSB

コール 
サイン 
下り 

COM 1 2 3 4 5 6 7 8
一般リモコン 

0 V
RSG

通信制御 

LB+
DATA

LB−
CPU 
OFF EMG H C H

モニタ 

C
ライン入力1

H C
ライン入力2

H C
ライン入力3

非常リモコン（遠隔操作器） 

耐熱対形ケーブル 
(消防用認定品)

非常リモコン接続端子 

EMG

CPU OFF

LB-

LB+

RSG

RSB

DC 24V

OV

LA-

LA+

RSG

RSA

ライン出力C

ライン出力H

モニタC

モニタH

WR-850/851端子盤 

電源線（DC24） 
（1端子より7台まで） 
●距離によりペア数をふやします。 

本体内入出力制御ユニットWU-R55前面端子台 

本体  ＃2(WL-7050A、7550A)

9

本体 
＃2に対応する非常リモコン 

音声線 
(1端子より2台ずつ並列接続) 
●ショートピンをはずして 
　接続してください。 

本体＃1

b

a
LB

LB
LB

本体＃2

c

d
LB

LB
LB

集中リモコン 
インタフェースユニット 

＃1用リモコン ＃2用リモコン 

a+b≦1,000 m c+d≦1,000 m

考えかた 

WR-850/851端子台 
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0 V 一斉 コール サイン 
上り 

放送 
制御 

RSB

コール 
サイン 
下り 

COM 1 2 3 4 5 6 7 8
一般リモコン 

0 V
RSG

通信制御 

LB+
DATA

LB−
CPU 
OFF EMG H C H

モニタ 

C
ライン入力1

H C
ライン入力2

H C
ライン入力3

非常リモコン（遠隔操作器） 

耐熱対形ケーブル 
(消防用認定品)

非常リモコン接続端子 

EMG

CPU OFF

LB-

LB+

RSG

RSB

DC 24V

OV

LA-

LA+

RSG

RSA

ライン出力C

ライン出力H

モニタC

モニタH

WR-850/851端子盤 

電源線（DC24） 
（1端子より7台まで） 
●距離によりペア数をふやします。 

本体内入出力制御ユニットWU-R55前面端子台 

本体＃1(WL-7050A、7550A)

9

RSA
0 V

RSB
通信制御 

RSG
DATA

LA+ LB− OUT IN
CPU OFF

H C
モニタ 

H C
ライン出力 

非常操作ユニット本体1

EMGLB+LA−

RSA
0 V

RSB
通信制御 

RSG
DATA

LA+ LB− OUT IN
CPU OFF

H C
モニタ 

H C
ライン出力 

非常操作ユニット本体2

EMGLB+LA−

本体  ＃1に対応する非常リモコン 

本体  ＃1、＃2に対応する集中非常リモコンの 
インタフェースユニット 

WU-R855端子台 

WR-850/851端子台 

※ショートピン 

音声線 
(1端子より2台ずつ並列接続) 
●ショートピンをはずして 
　接続してください。 

※CPU OFF端子部のショートピンは、はずさないでください。 

[延長距離(全ケーブル長)が1,000m以上のとき]

¡DATA線(LA±、LB±)、RSA、RSBは、LB→LA、RSB→RSAのようにB→Aへと接続してください。
¡本体どうしのLB±は並列接続となります。従って本体どうしと1台目の非常リモコンまでの配線の
延長距離は1,000 m以下。
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¡本体、非常リモコン各々の間の距離は、1,000 m未満にしてください。
¡電源線は、線径と局数で延長距離の制約があります。

0 V 一斉 コール サイン 
上り 

放送 
制御 

RSB

コール 
サイン 
下り 

COM 1 2 3 4 5 6 7 8
一般リモコン 

0 V
RSG

通信制御 

LB+
DATA

LB−
CPU 
OFF EMG H C H

モニタ 

C
ライン入力1

H C
ライン入力2

H C
ライン入力3

非常リモコン（遠隔操作器） 

耐熱対形ケーブル 
(消防用認定品)

非常リモコン接続端子 

EMG

CPU OFF

LB-

LB+

RSG

RSB

DC 24V

OV

LA-

LA+

RSG

RSA

ライン出力C

ライン出力H

モニタC

モニタH

WR-850/851端子盤 

電源線（DC24） 
（1端子より7台まで） 
●距離によりペア数をふやします。 

本体内入出力制御ユニットWU-R55前面端子台 

本体＃2(WL-7050A、7550A)

9

本体  ＃2に対応する非常リモコン 

音声線 
(1端子より2台ずつ並列接続) 
●ショートピンをはずして 
　接続してください。 

本体＃1

a

LA

LB

本体＃2

集中リモコン 
インタフェース 
ユニット 

＃1用 
リモコン 

a≦1,000m

考えかた 

d

LB

LB

R
b

R
c

R

LA LA LB LA

＃2用 
リモコン 

b≦1,000m c≦1,000m d≦1,000m

WR-850/851端子台 

の部分の配線が前ページと異なります。 
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¡一般リモコンおよび外部制御の入力接続端子を増設するためのユニットです。動作は下表のとおりです。
¡1台の拡張制御ユニットで、拡張一般リモコンと拡張外部制御の両方に分けての使用はできません。
¡増設用操作ユニット(WK-810A,820A,810,820,860)を含めて合計7ユニットまで増設できます。

¡入出力制御ユニットの外部制御入力と一般リモコンの局数を切り換えた場合、拡張制御ユニットの接点の動作
は、入出力制御ユニットの接点からの続き番号となります。

¡局数の切換は、非常操作ユニット(WK-850A)のディップスイッチSW4の2、3で行います。
(⇒32ページ参照)

■ディップスイッチの設定
前面パネルを止めているねじを外し、前面パネルを取り外します。

ディップスイッチ 

と
し
て
使
用
の
場
合

拡
張
一
般
リ
モ
コ
ン
と
し
て
使
用
の
場
合

拡
張
外
部
制
御

起動時の
液晶表示

局数
入出力設定

音声入力 スピーカ回線
書き込みでのオプション設定

優先順位
汎用出力 業務緊急

「一般RM」

「外部制御」

20局

20局

WU-R55の
一般リモコン接
続端子と同じ

スイッチ個別に
複数のスピーカ
回線が設定可能

接点個別に複数
のスピーカ回線
が設定可能

WU-R55の
一般リモコンと
同じ

接点個別に 1つ
の音声入力が設
定可能

WU-R55の
外部制御 1と同
じ

設定できない

設定できない

スイッチ個別に
設定可能

接点個別に設定
可能

実際の端子番号

書き込みの番号

入出力制御ユニット［WU-R55］ 拡張制御ユニット［WK-890］
（一般リモコンとして使用）

1 ～ 5

一般RM 1 ～ 5

1 ～ 20

拡張一般RM 1 ～ 20

（例）一般リモコン接続端子を5局に設定し、拡張制御ユニット（一般リモコン）を1台増設した場合

一般リモコンの
SW番号

1 ～ 5 6 ～ 25
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¡ユニットの台数は、増設用非常操作ユニット(WK-810A,820A,810,820)、増設用業務操作ユニット
(WK-860)に続く通し番号を設定します。また、拡張一般リモコンと拡張外部制御では、拡張外部制御を
先(小さい番号)に設定します。

1 2 3 4 5 6 7 81 (OFF)
0 (ON)

「１」に固定 「0」に固定 

１　外部制御 

０　一般リモコン 

「0」に固定 

1 2 3

１台目 
1 2 3

２台目 
1 2 3

３台目 
1 2 3

４台目 
1 2 3

５台目 
1 2 3

６台目 
1 2 3

７台目 

番号 設　定 
ユニットの台数 (アドレス)

設定用窓 

(図は出荷時)

注) ¡増設用非常操作ユニットと増設用業務
操作ユニットの間には、設定順序の制
限はありません。

¡ユニットの台数は1から順番に、抜け
やダブリのないように設定してくださ
い。

※拡張制御ユニットを追加した場合は、非常操作ユニット(WK-850A)のディップスイッチ(増設ユニットの
台数)も変更します。(⇒32ページ参照)
増設ユニットの接続台数とは、増設用非常操作ユニット、増設用業務操作ユニット、拡張制御ユニット
の合計台数のことです。

■ラック内の接続
¡50ピンケーブルは、非常操作ユニット(WK-850A)との接続(CONT BUS A)になります。
WU-R55,R51A,R52Aには接続しないでください。

¡外部配線は、入出力制御ユニット(WU-R55)との接続と関係しますので、ユニット収納位置はWU-R55の
近くに収納してください。

¡非常リモコンには接続できません。

次の拡張制御ユニットへ 

拡張制御ユニットへ 

非常操作ユニット 

ケーブル (WK-890に 
付属)はラックに必ず 
クランプしてください。 

ユニットの
台数

ユニット

増設用非常操作ユニット［WK-810、WK-
820、WK-810A、WK-820A］または増設用
業務操作ユニット［WK-860］

拡張制御ユニット（外部制御）

拡張制御ユニット（一般リモコン）

小さい番号

大きい番号

▲

▲
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■入力端子の接続
●通線のしかた

後側より左横を通し、端子上 
側より接続してください。 

¡束線径が太く、曲がりにくいときは、クラン
プより奥でほぐしておいてください。

¡ユニットを取り外すときは、接続したケーブ
ルはすべて外してから行ってください。

●接続方法

COM COM COM COM COM COM COM COM COM COM COM COM COM COM COM COM COM COM COM COM

1

拡張外部制御または拡張一般リモコン 拡張外部制御または拡張一般リモコン 

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 

上段 

下段 

上段 

下段 

ディップスイッチの設定(⇒90、91ページ参照)により、拡張外部制御20端子または一般リモコン20端子
となります。
[拡張外部制御として使う場合]

制御端子(下段)とCOM端子(上段)をメイクすることにより起動します。
[拡張一般リモコンとして使用する場合]

入出力制御ユニット(WU-R55)の下図端子を接続し、放送制御 － 0 V間をメイクした後、拡張制御
ユニット(WK-890)の制御端子(下段)とCOM端子(上段)をメイクすることにより起動します。
(例) WR-205を接続する場合

COM COM COM COM COM

1

一般リモコン 

拡張一般リモコン 

2 3 4 5 6

OV DC 一斉 コール 
サイン 
上り 

コール 
サイン 
下り 

放送 
制御 24V

［WU-R55］ 

［WR-205］ 

［WK-890］ 

音
声
出
力
H
 

音
声
出
力
C
 

D
C
24
V
 

0V
 

C
O
M
 (
0V
) 

優
先
入
力
 

優
先
出
力
 

放
送
制
御
 

C
K
O
 

コ
ー
ル
サ
イン
上
 

コ
ー
ル
サ
イン
下
 

C
1 
C
2 
C
3 
C
4 
C
5 
C
6 
C
7 
C
8 
C
9 
C
10
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¡非常用放送設備と組み合わせて、必要な場所へBGM放送を行うことができます。
¡設置には、別に端子盤ユニット(WU-Q55)が必要です。
¡BGM放送には、BGM演奏装置の他にBGM専用の電力増幅ユニットが必要です。
¡詳しくは、BGM放送モード選択ユニット(WK-880)の取扱説明書をご覧ください。

■ユニットの組み合わせ

■ディップスイッチの設定
前面パネルの止めねじを外し、前面パネルを取り外します。

ディップスイッチ 

1台目 
4321OFF

ON

4321OFF

ON

2台目 
OFF

ON

OFF

ON

3台目 
OFF

ON

OFF

ON

4台目 
OFF

ON

OFF

ON

5台目 
OFF

ON

OFF

ON

6台目 
OFF

ON

OFF

ON

7台目 
OFF

ON

OFF

ON

8台目 
OFF

ON

OFF

ON

本体が対応 
するWU-R51A, 
R52Aの番号 

制御するスピーカ回 
線がSP1～10の場合 

制御するスピーカ回 
線がSP11～20の場合 
（WU-R52Aに対応させる場合のみ） 

¡本機を接続するスピーカ回線に対応する出力制御ユ
ニットが10回線(WU-R51A)の場合、スピーカ回線の
選択はSP1～10に設定します。

¡本機1台で制御可能なスピーカ回線は10回線です。
¡複数台の出力制御ユニットのスピーカ回線をまと
めて1台の本機に接続することはできません。

¡本機の選局スイッチでは、非常用放送設備の電源制
御はできません。BGM演奏装置とBGM専用の電力
増幅器のAC電源は手動でミキサーユニットの電源ス
イッチを「入」にしてください。

対応する出力制御ユニット

BGM放送モードユニット

端子盤ユニット

WU-R51A
（10回線用）

WK-880×1

WU-Q55×1

10回線（1～10/11～20）のみBGM

WK-880×1

WU-Q55×1

20回線BGM

WK-880×2

WU-Q55×1

WU-R52A（20回線用）

1 2 3 4
1 (OFF)

0 (ON)

スピーカ回線 (1～10/ 
11～20) の選択 

SP11～20
SP１～10

図は出荷時の 
状態です。 

本機が対応する 
WU-R51A,R52A 
の番号と同じ設 
定にする。 
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■ラック内の接続
●BGM放送モード選択ユニットの背面コネクタ

PA1

G9

PA2

G10

PWR
CONT
(OUT)

G8 G7

PWR CONT
(IN)

G5

G6 G4

SP OUT2
(SP6～10)

G3

SP IN2
(SP6～10)

G2

SP OUT1
(SP1～5)

G1

SP IN1
(SP1～5)

CONT BUS B(IN)

CONT BUS B(OUT)

PA1, PA2 ……………… 専用アンプからの出力 
SP OUT   ……………… スピーカ出力 
SP IN   ………………… スピーカ入力 
PWR CONT IN   ……… 電源制御入力 
PWR CONT OUT   …… 電源制御出力 
CONT BUS B (IN)  …… 増設ユニット接続入力 
CONT BUS B (OUT)  … 増設ユニット接続出力 

記号の説明 

メモ

1  本機と出力制御ユニットの合計台数が8台を越える場合は、本機専用の電源制御ユニット(WU-L62)

が別途必要となります。

2  付属の50ピンケーブル(2 m)が短い場合は、工事部品W4-50L/50PP(5 m)をご使用ください。

ただし使用可能数は、付属の50ピンケーブル(2 m)は5本まで、W4-50L/50PP(5 m)は2本までです。

端　子　名

記号 内　容 品　番 記号 内　容 ケーブル長、芯数 備　考

2.1 m16芯 BGM放送モード選択ユニットに付属G1
SP IN 1
(SP1～5)

WU-R51A, R52Aスピーカ端子

2.1 m16芯 BGM放送モード選択ユニットに付属G2
SP OUT 1
(SP1～5)

WU-Q55 T1～T4 のうち空き
端子

2.1 m16芯 BGM放送モード選択ユニットに付属G3
SP IN 2
(SP6～10)

WU-R51A, R52Aスピーカ端子

2.1 m16芯 BGM放送モード選択ユニットに付属G4
SP OUT 2
(SP6～10)

WU-Q55 T1～T4 のうち空き
端子

50ピン
ケーブル BGM放送モード選択ユニットに付属

G5
CONT
BUS B

WU-R52A
2

G6
CONT
BUS B

WU-R52A

2.1 m
9芯ケーブル

工事部品　W4-9L/21PR
G7

PWR
CONT

WU-L62
1

G8
PWR
CONT

Z2
DATA BUS

電源制御

PA OUT

Z1

C2

3m4芯 電力増幅ユニットに付属
G9 PA1 BGM用

電力増幅
ユニットG10 PA2

接　続　先 接　続　ケ　ー　ブ　ル メモ

(1N)

(OUT)

(1N)

(OUT)
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●ケーブルの接続

WU-R51A 
 

前面スピーカ出力端子へ 
 

実線は付属ケーブルです。
 

WU-R51A  
 本機の合計台数が８台 
以上の時接続します。 
WU-L62 
C2  PWR  CONTへ  
 

WK-880 
 

WU-Q55 
 

（WU-R52A） 
 

（R52A）と 
 

CONT  BUS  B（OUT） 

G10 G9 G8 G7 G4 G3 G2 G1

PA2 PA1 PWR PWR CONT
CONT
（OUT） 

（IN） SP
（SP6-10） （SP6-10） （SP1-5） （SP1-5） 

OUT2 SP IN2 SP OUT1 SP IN1

G6

G5

T4 T3 T2 T1

BGM
演奏装置 

BGM専用電力増幅ユニット 

●WU-R51A(R52A)前面スピーカ出力端子の接続のしかた

線番号 

色 茶 赤 橙 黄 緑 青 紫 灰 白 黒 肌色 ピンク 空色 薄黄 黄緑 

1

SP
1
C

SP
1
R

SP
1
N

SP
2
C

SP
2
R

SP
2
N

SP
3
C

SP
3
R

SP
3
N

SP
4
C

SP
4
R

SP
4
N

SP
5
C

SP
5
R

SP
5
N

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

WU-R52A
端子台への接続 

自火報起動入力 スピーカ出力（COM） スピーカ出力（COM） 

スピーカ出力（R） 

スピーカ出力（N） 

スピーカ出力（R） 

スピーカ出力（N） 

自火報起動入力 

自火報起動入力 EMG24V
ブレイク 

EL 1 EL 2 EL 3 EL 4 EL 5 EL 6 EL 7 EL 8 SP 1 SP 2 SP 3 SP 4 SP 5 SP 6 SP 7 SP 8 SP 9 SP10 SP11 SP12 SP13 SP14 SP15 SP16 SP17 SP18 SP19 SP20

EL17 EL18 EL19 EL20 EC EC COM CONT SP 1 SP 2 SP 3 SP 4 SP 5 SP 6 SP 7 SP 8 SP 9 SP10 SP11 SP12 SP13 SP14 SP15 SP16 SP17 SP18 SP19 SP20

EL 9 EL10 EL11 EL12 EL13 EL14 EL15 EL16 SP 1 SP 2 SP 3 SP 4 SP 5 SP 6 SP 7 SP 8 SP 9 SP10 SP11 SP12 SP13 SP14 SP15 SP16 SP17 SP18 SP19 SP20

別ユニットのWK-880へ 
SP  IN（G1）　SP  IN2（G3） 
（SP1～SP5）　（SP6～SP10） 

WK-880の 
SP  IN2（G3） 
（SP6～SP10） 

WK-880の 
SP  IN1（G1） 
（SP1～SP5） 

ヘ 

付属ケーブル（先バラｰ１６ピンコネクタ）の線番号と色 

¡SP6～10も同様の順番です。 
¡スピーカラインは３線式配線が基本に 
　なっています。２線式の配線をする場 
　合には緊急ライン(R)は接続しなく 
　てもかまいません。　　　　　　 
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■スピーカ配線
●WU-Q55の端子配列

WK-880 
SP OUT1(G2)へ 
 

WK-880 
SP OUT2(G4)へ 
 

T 1

T 1 T 2

T 2 T 3 T 4
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11   12   13   14   15

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10
11   12   13   14   15

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10
11   12   13   14   15

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10
11   12   13   14   15

1 
SP 1 C

2 
SP 2 C

3 
SP 3 C

4 
SP 4 C

5 
SP 5 C

11 
SP 1 N

12 
SP 2 N

13 
SP 3 N

14 
SP 4 N

15 
SP 5  N

6 
SP 1 R

7 
SP 2 R

8 
SP 3 R

9 
SP 4 R

10 
SP 5 R

1 
SP 6 C

2 
SP 7 C

3 
SP 8 C

4 
SP 9 C

5 
SP 10 C

11 
SP 6 N

12 
SP 7 N

13 
SP 8 N

14 
SP 9 N

15 
SP 10 N

6 
SP 6 R

7 
SP 7 R

8 
SP 8 R

9 
SP 9 R

10 
SP 10 R

●接続例

上段 C

CCRN N

R

N

中段 

下段 

スピーカ 
スピーカ 
アッテネータ（音量調整器）付 

SP 1 ～10 
スピーカ出力端子 
1回線当たり200 Ｗまでです。 

空き端子 
BGM放送モード選択ユニットWK-880を 
1台増設することが可能です。 
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リレーユニット(WU-R72かWU-R73)を使用します。

■スピーカ回線切換方式（個々に電力増幅ユニットがある場合）
非常・一般放送共に360Wまでです。

●WU-R73にラック形非常用放送設備と音声調整卓を接続した例
一般放送10回線・非常放送10回線

●WU-R72にラック形非常用放送設備とラック形音響装置を接続した例
一般放送20回線・非常放送20回線

■電力増幅ユニット（非常用放送設備側）を共用する場合
●WU-R72にラック形非常用放送設備と音声調整卓を接続した例

¡非常・業務放送の出力は480 Wまで。
¡放送室に非常専用のスピーカーが必要。

ラック形 
非常用 
放送設備 

※スピーカー線 
　非常回線数 

※制御線3本 

調整卓 

リレーユニット 

放送室 
非常放送用 
スピーカー 

スピーカー PA

※放送室用スピーカー線2本 

※ 

PA

※スピーカー線、制御線
は耐熱ケーブルを使用
してください。

¡非常・業務放送の出力は、5回線毎、840 Wまで。

PA

PA

PA

PA

PA

PA

ラック形音響装置 
ラック形 
非常用放送設備 

スピーカー 

リレーユニット 

制御線2本 

スピーカー線 
（回線数） 

※ 

※ 

※ 

※スピーカー線は耐熱ケーブルを
使用してください。

リレーユニットを調整卓に収納する場合
¡非常・業務放送の出力は、共に1080Wまで。（1chあたりの出力は360 Wまで）
¡非常の回線数は30回線、業務放送は30回線まで。
¡電力増幅ユニット（PA）は調整卓のチャンネル数によって選択が必要。
¡リレーユニットは調整卓に収納。
¡電力増幅ユニット（PA）はラックに収納。
¡放送室に非常専用のスピーカーが必要。（放送室の階の非常系統へ接続）

リレーユニット 
スピーカー 

PA

PA

PA

 ※スピーカー線 
（ラック形非常用放送設備の回線数） 

※PA出力線5+（3×チャンネル数） 

※制御線4本 

※シールド線チャンネル数+1

ラック形 
非常用 
放送設備 

※放送室用スピーカー線2本 放送室 
非常放送用 
スピーカー 

※ 

※ 

※ 

リレーユニットをラック形非常用放送設備に収納する場合
¡非常・業務放送の出力は、共に1080 Wまで。（1chあたりの出力は360 Wまで）
¡非常の回線数は30回線、業務放送は30回線まで。
¡電力増幅ユニット（PA）は調整卓のチャンネル数によって選択が必要。
¡電力増幅ユニット（PA）はラックに収納。
¡放送室に非常専用のスピーカーが必要。（放送室の階の非常系統へ接続）

放送室 
非常放送用 
スピーカー 

※放送室用スピーカー線2本 

スピーカー 

ラック形 
非常用 
放送設備 

リレーユニット 

PA

PA

PA

スピーカー線（調整卓の1つのチャン 
ネルの回線数+4）×チャンネル数 調整卓 

制御線5本 

シールド線チャンネル数 

モニター線 
（1chは2,3chは4本） 

※ 

※ 

※ 

※スピーカー線、PA出
力は耐熱ケーブル、シ
ールド線は耐熱2芯シ
ールド線を使用してく
ださい。

※スピーカー線は耐熱ケ
ーブルを使用してくだ
さい。
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■WU-R73にラック形非常用放送設備と音声調整卓を接続した例
¡電力増幅ユニット(PA)は、ラック形非常用放送設備・調整卓の両方に持ちます。
¡非常系統、調整卓の出力は480 Wまでです。
¡スピーカー1回線あたり200 Wまで。
¡放送室に非常専用のスピーカーが必要です。

SIGNAL
 GND AC 100 V

業務用PA 
入力 

電源 

警告 
感電の恐れあり 
スピーカー入出力端子に 
触れない 

（点検用） 

スピーカー制御入力 スピーカー制御入力 外部制御 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10C
O
M

C
O
M

EHG 
24V

ラック 
起動 

RU 
＋ 

DC 
24V
入
力
 

優
先
表
示
 

モニタ PA入力 
EH C H C

業務用 スピーカー入力 スピーカー入力 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10K
0

F
G

K
0
K
1

C
O
M

COM
モ
ニ
タ
 

1      2       3      4       5 6      7       8      9      10
スピーカー出力 

N R C N R C N R C N R C N R C N R C N R C N R C N R C N R C ZN
R

1      2      3      4      5
N R N R N R N R N R

6      7      8      9     10
N R N R N R N R N R

非常用スピーカー入力 

COM COM

CN1

CN2

CN1 CN2
1   2   3   4   5   6   7   8   9  10 11 12 13 14 15 1   2   3   4   5   6   7   8   9  10 11 12 13 14 15

CN3

CN4

15R

15R

CN3 CN4
1   2   3   4   5   6   7   8   9  10 11 12 13 14 15 1   2   3   4   5   6   7   8   9  10 11 12 13 14 15

〈リレーユニット  WU-R73〉 

〈デスク端子盤  WU-Q48U〉 

常時出力のAC 100 V電源コンセントに接続します。 

CN１ 

CN４ 

デ
ス
ク
本
体
よ
り
直
出
し
ケ
ー
ブ
ル（
調
整
卓
に
付
属
） 

電
源
制
御
 

非
常
制
御
 

非
常
電
源
 

＋
24 
V
 

コ
ー
ル
サ
イ
ン
 

一
斉
制
御
 

1CH
一
斉
制
御
 

2CH
一
斉
制
御
 

3CH
リ
モ
コ
ン
 

1CH
リ
モ
コ
ン
 

2CH
リ
モ
コ
ン
 

3CH
チ
ャ
イ
ム
 

1CH
チ
ャ
イ
ム
 

2CH
チ
ャ
イ
ム
 

3CH

K0 K1

C
O
M

C
O
M

PA
モ
ニ
タ 

2台目のリレーユニットへ接続 

〈電力増幅ユニット（PA）〉 

ch1
調整卓音声出力 

リレーユニットを調整卓側に収納する場合は、 
業務用PA入力に接続します。 

INPUT1 A1 PA OUT

EMG 
24V

ラック起動 RU＋ E

C

C
R

N

N

スピーカー端子 

〈
14
〉 

〈
9
〉 

〈
15
〉 

〈
1
〉 

〈3〉 

O
V

〈
14
〉 

〈
9
〉 

〈
15
〉 

〈2〉 
〈5〉 

※1



99

応応
用
シ
ス
テ
ム
編

PAに付属のケーブル 
（片端を切って接続） 

リレーユニットの収納場所に合わせて、 
業務用PA入力または端子台に接続します。 

現地調達 

現地調達 

¡リレーユニットを調整卓側に収納し、リレーユニットのAC電源を調整卓と連動するACアウト 
　レットに接続する場合は※1の14番線材を廃止し、外部制御のラック起動端子とE端子間を 
　ジャンパー線で接続してください。 
　この場合は、リレーユニット内部基板のCN105を ラック 側（メイク入力）にします。 
　工場出荷時は、 デスク 側になっています。 
 

お願い 

ボリューム 
ボックス 

COM
R

N

COM

N ス
ピ
ー
カ
ー
 

2線式（A.T.T.なし） 

3線式（A.T.T.あり） 

 
赤：PA入力のHへ 
白：PA入力のCへ 
黄：モニタのHへ 
黒：モニタのCへ 

現地調達 

入出力制御ユニット　WU-R55の前面端子盤 

0 V 一斉 コール サイン 
上り 

放送 
制御 

緊急 
外部 
制御 

GND
RSB

コール 
サイン 
下り 

COM 1 2 3 4 9 10 COM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 COM 制御 
入力 

GND RU+
チャイム 一般 

リモコン 外部制御入力 一般リモコン 

0 V
RSG

通信制御 

LB+
DATA

LB−
CPU 
OFF EMG H C H

モニタ 

C
ライン入力1 ライン入力4

H C

非常リモコン 

RSB+ RSG−
通信制御 

LB+
DATA

LB−

マルチリモコン EB接点1 EB接点2

EF

火災確認信号 

EC 非常用 

アナウンスマシンBUSY

緊急用 

非常リモコン（遠隔操作器） 

緊急外部制御 

上段 

下段 

マルチリモコン端子 非常リモコン接続端子 

一般リモコン接続端子 外部制御入力接続端子 

音
声
出
力 

上段 

中段 

下段 

C

R

N

EL1 EL2 EL3 EL4 EL5 EL6 EL7 EL8 SP1 SP2 SP3 SP4 SP5 SP6 SP7 SP8
自火報起動入力 スピーカ出力（COM） 

自火報起動入力 スピーカ出力（R） 
EL9 EL10 EL11 EL12 EL13 EL14 EL15 EL16 SP1 SP2 SP3 SP4 SP5 SP6 SP7 SP8

EL17 EL18 EL19 EL20 EC EC COM CONT SP1 SP2 SP3 SP4 SP5 SP6 SP7 SP8
自火報起動入力 スピーカ出力（N） EMG24V 

ブレイク 

SP13SP14SP15SP16SP17
スピーカ出力（COM） 

SP18SP19SP20

SP20SP19SP18SP17SP16
スピーカ出力（R） 
SP15SP14SP13

SP13SP14SP15SP16SP17
スピーカ出力（N） 

SP18SP19SP20

● SP1～20スピーカ出力端子 
Cは5回線毎に2本接続 

入出力制御ユニット　WU-R52Aの前面端子盤 

● EL1～EL20 
EC

自動火災感知器 
起動入力端子 

自火報へ＋ 

－ 

非常操作 
ユニット 
アナウンス 
入力へ 

緊急放送の起動 
端子です。 

デジタルIC 
プレーヤー/レコーダー 
WZ-DP100/ 
DP200
動作中出力 

〈1〉 

〈2〉 
〈4〉 

モニタースピーカー 
（1 W, 10 kΩ） 
1元調整卓の場合のみ必要 
2元、3元の場合は、モニタースピーカーは接続しないで、WU-R73 外部制御入力のモニタHとCに接続します。 

〈5〉 
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■WU-R72にラック形非常用放送設備とラック形音響装置
を接続した例
¡電力増幅ユニット（PA）は、非常用放送設備、ラック形音響装置の両方にもちます。
¡非常系統、ラック形音響装置の出力は1080 Wまでです。
¡スピーカー1回線あたり200 Wまで、5回線毎最大840 Wまでです。

SP１ N SP２ N SP３ N SP４ N SP５ N

SP1-5 

R

SP6-10 

R

SP6-10 

R

SP1-5 

R
SP６ N

SP６ N SP６ N

SP７ N SP８ N

SP11 N SP12 N SP13 N SP14 N SP15 N

SP11-15 

R

SP16-20 

R

SP16-20 

R

SP11-15 

R
SP16 N

SP19 N SP20 N

SP17 N SP18 N

●T1～T4は全て同じ端子
　配列になっています。 
　必要に応じて入れかえ
　てください。 

¡リレーユニット内部基板のCN22は出荷時（ デスク 側）のままです。 
¡リレーユニットのAC電源は、常時出力される非常電源用ACアウトレットに接続してください。 

お願い 

SP11  N 
SP12  N 
SP13  N 
SP14  N 
SP15  N 

SP11～15  R 
SP11～15  C

SP16  N 
SP17  N 
SP18  N 
SP19  N 
SP20  N 

SP16～20  R 
SP16～20  C

11 
12 
13 
14 
15 
K0 
COM

16 
17 
18 
19 
20 
K0 
COM

WU-Q55
WU-R72 

業務用スピーカー入力 

SP1  N 
SP2  N 
SP3  N 
SP4  N 
SP5  N 

SP1～5  R 
SP1～5  C

SP6  N 
SP7  N 
SP8  N 
SP9  N 
SP10  N 

SP6～10  R 
SP6～10  C

1 
2 
3 
4 
5 
K0 
COM

6 
7 
8 
9 
10 
K0 
COM

WU-Q55
WU-R72 

業務用スピーカー入力 

Interface Unit WU-855

〈端子盤ユニット  WU-Q55〉 

ラック形音響装置 WL-7100/7600

24 V
CKO 
（一斉） 

コール 
サイン 

EMG 
OFF

P1 CONT

P3 CONT P4 CONT

URGP2 CONT P2 COM

P3 COM P4 COM

P1 COM 
(OV)

WU-Q55
WU-R72 
外部制御 

P1 COM 
（OV） 

24 V ラック起動 

E

〈3〉 
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AC100 V 
50/60 Hz

現地調達 1.2 mm2以上※1

ボリューム 
ボックス 

COM

COM

R

N

N ス
ピ
ー
カ
ー
 

　電源 
（点検用） 

警告 

K
1
C
O
M

H  C H  C H  C H  C C  H

モニタ 

K
1
C
O
M モニタ 

K
1
C
O
M モニタ 

K
1
C
O
M モニタ 出力 EMG 

24V
ラック 
起動 

RU 
＋ 

PW
R 
OU
T DC 

24V
入
力
 
1   2   3

優先放送 チャイム 
優
先
 

E

1CH 2CH 3CH
PA入力 

非常用 
PA出力 モニタスピーカー 外部制御 

業務用1CH
スピーカー入力 スピーカー入力 
1   2   3   4   5 6   7   8   9  10K

O

K
1
K
O

C
O
M

COM
モ
ニ
タ
 

業務用2CH
スピーカー入力 スピーカー入力 
1   2   3   4   5 6   7   8   9  10K

O

K
1
K
O

C
O
M

COM
モ
ニ
タ
 

業務用3CH
スピーカー入力 スピーカー入力 
1   2   3   4   5 6   7   8   9  10K

O

K
1
K
O

C
O
M

COM
モ
ニ
タ
 

16           17           18           19           20           21           22           23           24           25           26           27           28           29          30           
スピーカー出力 

N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C

N  R  C N  R  CN  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C
1　　　 2 　　　 3        　4　　　  5              6            7           8            9           10            11          12          13         14          15

スピーカー出力 

Z
N
R

F
G

1　　 2　 　3　    4　     5 6　　 7　 　8　    9　    10 11      12      13      14      15 16      17      18      19      20 21      22      23      24      25 26      27      28      29      30
非常用スピーカー入力 

N  RN  R N  R N  RN  R N  RN  R N  R N  RN  R N  RN  R N  R N  RN  R N  RN  R N  R N  RN  R N  RN  R N  R N  RN  R N  RN  R N  R N  RN  R

感電の恐れあり 
スピーカー入出力端子に 
触れない 

〈リレーユニット  WU-R72〉 

COM COM COM COM COM COM

入出力制御ユニット　WU-R55の前面端子盤 

0 V 一斉 コール サイン 
上り 

放送 
制御 

緊急 
外部 
制御 

GND
RSB

コール 
サイン 
下り 

COM 1 2 3 4 9 10 COM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 COM 制御 
入力 

GND RU+
チャイム 一般 

リモコン 外部制御入力 一般リモコン 

0 V
RSG

通信制御 

LB+
DATA

LB−
CPU 
OFF EMG H C H

モニタ 

C
ライン入力1 ライン入力4

H C

非常リモコン 

RSB+ RSG−
通信制御 

LB+
DATA

LB−

マルチリモコン EB接点1 EB接点2

EF

火災確認信号 

EC 非常用 

アナウンスマシンBUSY

緊急用 

非常リモコン（遠隔操作器） 

緊急外部制御 

上段 

下段 

マルチリモコン端子 非常リモコン接続端子 

一般リモコン接続端子 外部制御入力接続端子 

音
声
出
力 

上段 

中段 

下段 

C

R

N

EL1 EL2 EL3 EL4 EL5 EL6 EL7 EL8 SP1 SP2 SP3 SP4 SP5 SP6 SP7 SP8
自火報起動入力 スピーカ出力（COM） 

自火報起動入力 スピーカ出力（R） 
EL9 EL10 EL11 EL12 EL13 EL14 EL15 EL16 SP1 SP2 SP3 SP4 SP5 SP6 SP7 SP8

EL17 EL18 EL19 EL20 EC EC COM CONT SP1 SP2 SP3 SP4 SP5 SP6 SP7 SP8
自火報起動入力 スピーカ出力（N） EMG24V 

ブレイク 

SP13SP14SP15SP16SP17
スピーカ出力（COM） 

SP18SP19SP20

SP20SP19SP18SP17SP16
スピーカ出力（R） 
SP15SP14SP13

SP13SP14SP15SP16SP17
スピーカ出力（N） 

SP18SP19SP20

● SP1～20スピーカ出力端子 
Cは5回線毎に2本接続 

入出力制御ユニット　WU-R52Aの前面端子盤 

● EL1～EL20 
EC

自動火災感知器 
起動入力端子 

自火報へ＋ 

－ 

非常操作 
ユニット 
アナウンス 
入力へ 

緊急放送の起動 
端子です。 

デジタルIC 
プレーヤー／レコーダー 
WZ-DP100/ 
DP200
動作中出力 非常操作 

ユニット 
WK-850A

(E2 DATA BUS)

ミキサー 
ユニット 
WU-M60A

(M
3 
P
W
R
 C
O
N
T
 O
U
T
)

(ラ
イ
ン
出
力
)

（業務入力） 

（
E3
 P
W
R
 C
O
N
T 
O
U
T）
 （
E4
 P
W
R
 

   
C
O
N
T 
IN
）
 

(LINE OUT1)

(A1 PA OUT)

(A3 DC24V)

(IN PUT1)

電力増幅 
ユニット 
WU-P53

(IN PUT1)

D
5
D
4
D
3

(D1 BATT CONT)

(Z3PA1)

(Y2 DATA BUS)

電力増幅 
ユニット 
WU-P52

電源制御 
ユニット 
WU-L62

入出力制御 
ユニット 
WU-R55

(A1 PA OUT) (A3 DC24V)

(A4 DC24V)

増設用出力 
制御ユニット 
WU-R52A

(Y1 CONT  
 BUS B)

(Z1 CONT  
 BUS IN)

（蓄電池 
　NCB600×2） 

非常電源 
ユニット 
WP-570B

(C1 PWR CONT IN)

(MON)

(Y4 PWR  CONT  OUT)

(Y3 PWR CONT IN)
(Y6 BATT CONT)

3線式 
（A.T.T.あり） 

2線式 
（A.T.T.なし） 

常時出力の 
AC100 V電源 
コンセントへ 

C

R
N

〈1〉 

〈1〉 

〈5〉 

〈5〉 

〈2〉 
〈4〉 

〈2〉 
〈4〉 

〈3〉 

現地調達1.2 mm2以上※1

AC 100V
AC 100V 5A

AC 1A
D1

   BATT CONT

SIGNAL
GNDD2

BATT AD
D3
DC

PA
360W

D4
DC

D5
DC

D6
DC

BATTMONITOR
蓄電池　モニター 

PA
360W

※リレーユニットをラック形音響装置側に収納時は、 
　耐熱ケーブルにしてください。 

非常電源用15A

A系統100V最大18AB系統100V最大20A

非常電源用15A

IN

PWR CONT
C1

15A15A15A15A15A15A15A15A

OUT

PWR CONT
C2
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■WU-R72にラック形非常用放送設備と音声調整卓を接続した例
¡業務放送30局、非常放送30局までです。
¡放送室に非常専用のスピーカーが必要です。（放送室の階の系統へ接続）

　電源 
（点検用） 

警告 

K
1
C
O
M

H  C H  C H  C H  C C  H

モニタ 

K
1
C
O
M モニタ 

K
1
C
O
M モニタ 

K
1
C
O
M モニタ 出力 EMG 

24V
ラック 
起動 

RU 
＋ 

PW
R 
OU
T DC 

24V
入
力
 
1   2   3

優先放送 チャイム 
優
先
 

E

1CH 2CH 3CH
PA入力 

非常用 
PA出力 モニタスピーカー 外部制御 

業務用1CH
スピーカー入力 スピーカー入力 
1   2   3   4   5 6   7   8   9  10K

O

K
1
K
O

C
O
M

COM
モ
ニ
タ
 

業務用2CH
スピーカー入力 スピーカー入力 
1   2   3   4   5 6   7   8   9  10K

O

K
1
K
O

C
O
M

COM
モ
ニ
タ
 

業務用3CH
スピーカー入力 スピーカー入力 
1   2   3   4   5 6   7   8   9  10K

O

K
1
K
O

C
O
M

COM
モ
ニ
タ
 

16           17           18           19           20           21           22           23           24           25           26           27           28           29          30           
スピーカー出力 

N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C

N  R  C N  R  CN  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C N  R  C
1　　　 2 　　　 3        　4　　　  5              6            7           8            9           10            11          12          13         14          15

スピーカー出力 

Z
N
R

F
G

1　　 2　 　3　    4　     5 6　　 7　 　8　    9　    10 11      12      13      14      15 16      17      18      19      20 21      22      23      24      25 26      27      28      29      30
非常用スピーカー入力 

N  RN  R N  R N  RN  R N  RN  R N  R N  RN  R N  RN  R N  R N  RN  R N  RN  R N  R N  RN  R N  RN  R N  R N  RN  R N  RN  R N  R N  RN  R

感電の恐れあり 
スピーカー入出力端子に 
触れない 

CN1

CN2

CN1 CN2
1   2   3   4   5   6   7   8   9  10 11 12 13 14 15 1   2   3   4   5   6   7   8   9  10 11 12 13 14 15

CN3

CN4

15R

15R

CN3 CN4
1   2   3   4   5   6   7   8   9  10 11 12 13 14 15 1   2   3   4   5   6   7   8   9  10 11 12 13 14 15

〈リレーユニット  WU-R72〉 
〈デスク端子盤  WU-Q48U〉 

CN１ 

15RCN2

CN４ 

15RCN3

デ
ス
ク
本
体
よ
り
直
出
し
ケ
ー
ブ
ル
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 （
調
整
卓
に
付
属
） 

電
源
制
御
 

非
常
制
御
 

非
常
電
源
 

＋
24 
V
 

コ
ー
ル
サ
イ
ン
 

一
斉
制
御
 

1CH
一
斉
制
御
 

2CH
一
斉
制
御
 

3CH
リ
モ
コ
ン
 

1CH
リ
モ
コ
ン
 

2CH
リ
モ
コ
ン
 

3CH
チ
ャ
イ
ム
 

1CH
チ
ャ
イ
ム
 

2CH
チ
ャ
イ
ム
 

3CH

K0 K1

C
O
M

C
O
M

PA

PA

PA
モ
ニ
タ 

K0 K1

C
O
M

C
O
M モニ

タ 

K0 K1

C
O
M

C
O
M モニ

タ 

¡リレーユニット内部基板のCN22は出荷時（ デスク 側）のままです。 
¡リレーユニットのAC電源は常時出力される非連動のACアウトレットに接続してください。 

お願い 

COM COM COM COM COM

71

3CH 2CH 1CH 3CH 2CH 1CH

非常用ライン入力 ＰＡ用ライン出力 業務用ライン入力 

AC 100V

3CH 2CH 1CH非常用ＰＡ出力 

ＰＡ入力 

SIGNAL
 GND

12

Panasonic

スピーカ制御入力 スピーカ制御入力 C
O
M

C
O
M 0 V 一斉 コール サイン 

上り 

RSB
0 V

RSG
通信制御 

LB+
D

〈D〉〈C〉〈B〉 

 

〈A〉 

ch3 ch2 ch1

調整卓音声出力 

〈後面〉 

AC100 V 
50/60 Hzへ 

Ａ
Ｃ
コ
ー
ド 

COM

1系統調整卓 
の場合不要 

リレーユニットの収納場所に合わせて、 
業務用PA入力または端子台に接続（※1） 

スピーカー端子 

スピーカー端子 

スピーカー端子 

〈H〉 
　〈G〉 
　　〈F〉 
　　　〈E〉 

〈E〉 
　〈F〉 
　　〈G〉 
　　　〈H〉 

現地調達 

〈
9〉 

〈
10〉 

〈
11〉 

〈
15〉 

〈
14〉 

〈
71〉 

〈
3〉 

〈
4〉 

〈1〉 
〈2〉 

〈K〉 

〈
9〉 

〈
10〉 

〈
11〉 

〈
15〉 

〈
14〉 

〈
71〉 

現地調達 
（1.2 mm2以上） 

O
V
O
V

（1.2 mm2以上） 
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応応
用
シ
ス
テ
ム
編

AC 100V
AC 100V 5A

AC 1A
D1

   BATT CONT

SIGNAL
GNDD2

BATT AD
D3
DC

PA
360W

D4
DC

D5
DC

D6
DC

BATTMONITOR
蓄電池　モニター 

PA
360W

AC 100V
AC 100V 5A

AC 1A
D1

   BATT CONT

SIGNAL
GNDD2

BATT AD
D3
DC

PA
360W

D4
DC

D5
DC

D6
DC

BATTMONITOR
蓄電池　モニター 

PA
360W

入出力制御ユニット　WU-R55の前面端子盤 

放送 
制御 

緊急 
外部 
制御 

GND

コール 
サイン 
下り 

COM 1 2 3 4 9 10 COM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 COM 制御 
入力 

GND RU+
チャイム 一般 

リモコン 外部制御入力 一般リモコン 

TA

LB−
CPU 
OFF EMG H C H

モニタ 

C
ライン入力1 ライン入力4

H C

非常リモコン 

RSB+ RSG−
通信制御 

LB+
DATA

LB−

マルチリモコン EB接点1 EB接点2

EF

火災確認信号 

EC 非常用 

アナウンスマシンBUSY

緊急用 

非常リモコン（遠隔操作器） 

緊急外部制御 

上段 

下段 

マルチリモコン端子 

一般リモコン接続端子 外部制御入力接続端子 

音
声
出
力 

上段 

中段 

下段 

C

R

N

EL1 EL2 EL3 EL4 EL5 EL6 EL7 EL8 SP1 SP2 SP3 SP4 SP5 SP6 SP7 SP8
自火報起動入力 スピーカ出力（COM） 

自火報起動入力 スピーカ出力（R） 
EL9 EL10 EL11 EL12 EL13 EL14 EL15 EL16 SP1 SP2 SP3 SP4 SP5 SP6 SP7 SP8

EL17 EL18 EL19 EL20 EC EC COM CONT SP1 SP2 SP3 SP4 SP5 SP6 SP7 SP8
自火報起動入力 スピーカ出力（N） EMG24V 

ブレイク 

SP13SP14SP15SP16SP17
スピーカ出力（COM） 

SP18SP19SP20

SP20SP19SP18SP17SP16
スピーカ出力（R） 
SP15SP14SP13

SP13SP14SP15SP16SP17
スピーカ出力（N） 

SP18SP19SP20

● SP1～20スピーカ出力端子 
Cは5回線毎に2本接続 

入出力制御ユニット　WU-R52Aの前面端子盤 

● EL1～EL20 
EC

自動火災感知器 
起動入力端子 

自火報へ＋ 

－ 

非常操作 
ユニット 
アナウンス 
入力へ 

緊急放送の起動 
端子です。 

リレーユニットを調整卓側に収納する場合 

WU-R52A 
Z3PA1へ 

1CH用PA 
A1PA OUTへ 

2CH用PA 
A1PA OUTへ 

3CH用PA 
A1PA OUTへ 

切る 

片側を切り各線を 
直接配線します。 
 現地作成 
耐熱ケーブル 
1.2 mm2

非常操作 
ユニット 
WK-850A

(E2 DATA BUS)

ミキサー 
ユニット 
WU-M60A

(M
3 
P
W
R
 C
O
N
T
 O
U
T
)

(ラ
イ
ン
出
力
)

（業務入力） 

（
E3
 P
W
R
 C
O
N
T 
O
U
T）
 （
E4
 P
W
R
 

   
C
O
N
T 
IN
）
 

(LINE OUT1)

(A1 PA OUT)

(A3 DC24V)

(IN PUT1)

2CH用 
電力増幅 
ユニット 
WU-P53

(IN PUT1)

(IN PUT1)
(A1 PA OUT) (A3 DC24V)

(A4 DC24V)

D
5
D
4
D
3

(D1 BATT CONT)

(Z3PA1)

(Y2 DATA BUS)

1CH用 
電力増幅 
ユニット 
WU-P52

3CH用 
電力増幅 
ユニット 
WU-P53

電源制御 
ユニット 
WU-L62

（蓄電池 
　NCB600×2） 

入出力制御 
ユニット 
WU-R55

(A1 PA OUT) (A3 DC24V)

(A4 DC24V)

非常電源 
ユニット 
WP-570B

増設用出力 
制御ユニット 
WU-R52A

(Y1 CONT  
 BUS B)

(Z1 CONT  
 BUS IN)

（蓄電池 
　NCB600×2） 

非常電源 
ユニット 
WP-570B

(C1 PWR CONT IN)

(D1 BATT CONT)

D
4
D
3

(Y4 PWR CONT OUT)

(Y7 BATT CONT)

(Y6 BATT CONT)

アナウンスユニット 
接続端子 

デジタルIC 
プレーヤー／レコーダー 
WZ-DP100/ 
DP200

Ｄ 

〈
　
〉
 

Ｃ 

〈
　
〉
 

Ｂ 

〈
　
〉
 

Ａ 

〈
　
〉
 

(MON)

 

モニタスピーカー（1 W 10 kΩ） 
1系統調整卓のみ 

PA、リレーユニットに付属のケーブル 
（片側を切り、各線を直接配線） 

リレーユニット 

非常リモコン接続端子 

　接続ケーブル 
 ¡1系統調整卓 
 ¡2系統または1系統20局調整卓　　、 
 ¡3系統または1系統30局調整卓　　、　　、 

PA入力、非常用PA出力の 
接続仕様 
赤：K1へ 
白：COMへ 
黄：モニタHへ 
黒：モニタCへ 

※1

〈4〉 

〈3〉 

〈2〉 

〈1〉 

現地調達1.2 mm2以上 
（リレーユニットを音声調整卓に 
収納時：耐熱ケーブル） 

〈H〉 

〈G〉 

〈F〉 

〈E〉 

SWI I

OV

COM COM

DC24V入力 
DC24V出力 
最大3.6A

外部EMG 
メイク・ブレイク 

外部PWR 
CONT

WU-L62の前面外部制御端子台 

非常電源用15A

A系統100V最大18AB系統100V最大20A

非常電源用15A

IN

PWR CONT
C1

15A15A15A15A15A15A15A15A

OUT

PWR CONT
C2

動作中出力 
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故障かなと思う前に
設置方法や書き込み方法の誤りによって、異常動作をする場合があります。
以下の表に基づいて、もう一度確認してください。

• コンピュータ異常灯
が点灯する。

• 液晶画面上に通信異
常表示

ERキーを押すと詳細表示

＊非常リモコンのディップSW設定でアド
レス抜けやダブリがないか？
（1台目のアドレスを「2台目」で設定）

＊リモコン登録の書き込みがされている
か？
（1台目を「RMO」と書き込んだ）

＊本体および非常リモコンの端子台のデ
ータ接続が逆さになっていないか？

＊非常リモコンのディップSWを再設定後
データ初期化実施
（1台目は「1台目」と設定する。）

＊リモコン登録の書き込みを行う。）
（1台目は「RM1」と書き込むこと）

＊説明書通りの接続をする。（64ページ参
照）

• 液晶画面上に回線短
絡表示

ERキーを押すと詳細表示

短絡回線の作動表示
灯が点滅

＊スピーカヒューズが切れていないか？

＊スピーカヒューズが入っているか？

＊ヒューズを交換し、非常復旧SW（デー
タ初期化）を押す。

＊ヒューズを装着し、非常復旧SW（デー
タ初期化）を押す。

＊（未使用の回線にもヒューズが必要）

• 電源ONで出火階表
示灯が点灯

• 電源ONで音声警報
が鳴る

＊WU-R55とR52A又はR51A間のケーブ
ルが外れて（抜けかかって）いないか？

＊WU-R55とR52A又はR51Aのディップ
SW設定が違っていないか？

＊ケーブルを確実に装着しデータ初期化。
＊ディップSWを再設定後、データ初期化。

• 多元時に一般リモコ
ンからのコールサイ
ン起動がかからない

＊一般リモコンの音声出力がWK-850Aの
一般リモコン入力に接続されているか？

＊音声出力をWK-850Aの一般リモコン入
力に接続する。
（一般リモコンにはコールサインユニ
ットが内蔵されていないため、入力マ
トリクスのIN1の系統以外は鳴りませ
ん。）

• 非常リモコンの音声
が出ない

＊マイク異常LEDが点灯しているか？
＊マイクがマイク入力に差し込んである
か？（業務入力に差し込んでいる）

＊マイクをマイク入力に差し込み直す。

• マルチリモコンの音
声が出ない

＊マルチリモコン～WU-R55間の接続が
（制御線）正しいか？

＊多元時WU-X50に入力されている入力
チャンネルと書き込みの入出力設定お
よびSP回線登録が一致しているか？
（SP回線登録の書き込みがしてない）

＊説明書通りの接続をする（69ページ参
照）

＊WU-X50へのマルチリモコン入力と同じ
入出力設定およびSP回線登録の書き込
みを行う。

• コンピュータ異常点灯時の処理方法へ
• ハードチェックプログラムでのチェック方法へ

チェックポイント 処　　置異常内容

注）データ初期化の方法は53ページを参照して下さい。
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録

コンピーター異常灯点灯時の処理方法 

コンピューター異常 
灯が点灯 

WU-L62のブレーカを「切」→「入」する 
又は、コンピュータ制御SWを「切」→「入」する 

コンピュータ異常 
灯が消灯するか？ 

火災灯も点灯 
するか？ 

コンピュータ制御 
SWが「入」にする 

コンピュータ制御 
SWが「切」になっ 
ているか？ 

コンピュータ異常 
灯と火災灯が点灯 

するか？ 

コンピュータ異常 
灯が点灯するか？ 

正常に復旧 

接続を正常にする 
接続は 
正常か？ 

データ初期化 
をする 

正常に復旧 

両方とも消灯 

両方とも点灯 

コンピュータ異常 
灯のみ点灯 

ディップＳＷを 
正常に設定する 

ディップＳＷの 
設定は正常か？ 

ユニット不良 

ハードチェックプログラムでのチェック方法へ 

注）書き込み内容は 
全て消えてしまう 

注） 
非常リモコン側 
も含む 

Y

Y

Y

Y

YY

N

N

N

N

N

N

■チェックポイント 

注) 電源(AC . DCとも)を切って行うこと 
* WK-850A,WU-R55間のデータケーブル 
が確実に差し込まれているか 
 
* 50ピンケーブルのかみ込みはないか 
* 非常リモコンの誤接続はないか 

* ユニットのヒューズが切れていないか 

■チェックポイント 

注) 電源(AC . DCとも)を切って行うこと 
* WK-850A,WU-R55のディップSWが実 
装状態と合っているか 

* 増設ユニットのアドレス抜けやダブリ 
がないか 
 

* ディップSWが、ハードチェックモード 
になっていないか 

■ユニット不良を引き起こす原因 
* WU-L62の電源SWが「入｣状態、及びバッテリー 
接続状態でのケーブル抜き差し 
（ユニット引き出し時のケーブル外れも含む） 
* 書き込みモード中のAC電源「切｣ 
* 非常リモコンの誤配線 
（電源ラインの逆接続、電源線とデータ線の誤配線） 
* ケーブルの噛み込みによるケーブル芯線とシャー 
シ間のショート 
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故障かなと思う前に
ハードチェックプログラムの方法 

WU-L62のブレーカを 
｢切」にする 

WU-L62のブレーカを 
｢入」にする 

WK-850Aのチェック 

ディップSW5の1を「1｣ 
（ハードチェック）に設定 

ディップSW6を下記の様に設定 

ディップSW6を下記の様に設定変更 

1 2 3 4 5 6 7 8
1  
 
 
0

1 2 3 4 5 6 7 8
1  
 
 
0

注）このページのディップSWは 
WK-850AのSWのことです。 

コンピュータ制御SWを「切」→「入」する 

コンピュータ制御SWを「切」→「入」する 

コンピュータ周辺異常 

コンピュータ周辺異常 

液晶画面 

SW・LEDテスト 
SWを押してください 

液晶画面 

次ページへ 

ハードチェックプロ 
テストを選択してください 

●放送階選択SWを1つ押す→作動表示灯点灯 
再度SWを押す→作動表示灯消灯 
●非常起動SWを押す→火災灯点灯 
再度SWを押す→火災灯消灯 
●一斉SWを押す→液晶画面に「一斉」「ON」と表示 
再度SWを押す→液晶画面から「一斉」「ON」が消える 
※その他のSWも同様です。 
注）各SWは、必ずOFF にしてから 

他のSWを押してください 
 
 

Y

Y

Y

N

N

N

I/O周辺 
異常 
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前ページより 

①放送階選択SW「No.3」を押す 
②放送階選択SW「No.2」を押す 
③放送階選択SW「No.2」を再度押すと 
20個の出火階表示灯が点灯 

液晶画面 

①放送階選択SW「No.4」を押す 
②放送階選択SW「No.10」を押すと、 
「放送階選択SWを押せ」と音声合成が 
1回出力される 

液晶画面 

液晶画面 

出火表示LEDテスト 
SWを押してください 

ハードチェックプロ 
テストを選択してください 

I/O周辺異常 

放送階選択SW「No.1」を押す 

音声合成 
周辺異常 

●WK-850Aの通信回路以外は正常 
●コネクタ及びケーブル関係の確認を 

注）チェック後、WK-850AのディップSWは元にもどします。 

Y

Y

N

N

一斉放送 放送復旧 

Remote  Control   WK-

出力レベル 

非常復旧 1　非常起動 

連　動 連動一斉 発報連動停止 

発　報 火　災 非火災 

音声警報 

3　火　災 非火災 

緊急一斉 

主電源 

モニタ音量 

1 2 3

A

 

内の数字はSW No.を示す。 
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故障かなと思う前に

258 257 256 255 254 253 252 251

Y

N

WU-R55のチェック 

ディップSWを下記の様に設定 

1 2 3 4 5 6 7 8 9
1  
 
 
0

注）このページのディップSWは 
WU-R55のSWのことです。 

 

WU-L62のブレーカを「切」にする 

WU-L62のブレーカを「入」にする 

ディップSW右側の赤色LED※8個が 
下記の様に点灯するか 

点灯 消灯 

D255のみ消灯 
＜数秒後＞ 

Ｄ 

258 257 256 255 254 253 252 251Ｄ 

●WU-R55の通信回路以外は正常 
●コネクタ及びケーブル関係の確認を 

注）チェック後、WU-R55のディップSWは元にもどします。 

コンピュータ周辺及び 
I/O周辺異常 

※前面端子台を外すと 
　内部に赤色LEDがあります。 
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ディップスイッチ設定一覧表

付付

録

・ディップスイッチの図は、出荷時の設定を示しています。
・ユニット構成やディップスイッチ変更時および書き込みの全消去時には、必ずデータ初期化(注1)を行ってく
ださい。データ初期化をした場合は、改めてすべての書き込みが必要です。

・表中の「1」、「0」は、「1 →　　　」、「0 →　　　」を表しています。

■非常操作ユニット　WK-850A

1 2 3 4 5 6 7 8
SW4

1 (OFF)

0 (ON)

1 2 3 4 5 6 7 8
SW5

1 2 3 4 5 6 7 8
SW6

なし 00 0
1 00 1
2 10 0
3 10 1
4 01 0
5 01 1
6 11 

 
0

7 11 1

76 8

増設ユニットの 
接続台数 

固定 固定 

(注１) 
１：データ初期化 
０：通常は０に 
　　します。 

１：非連動 (階別) 
０：連動階連動 

手動非常起動時の 
連動階連動・非連動切換 

4 00
8 10
12 01
16 11

６ ５ 

台数 

CH数 

10局 00
15局 10
 5局 01

32一般リ 
モコン 

10局 
 5局 
15局 

外部制 
御端子 

外部制御端子と一般リモ 
コン端子の切換 (注２)

4 00
8 10
12 01
16 11

87

入力マトリクス 
ユニットの入力 
チャンネル数 
 
CH数 

運用・ハードチェック切換 

１：ハードチェックプログラム 
０：運用プログラム 
　　(通常は０にします。)

0 00 0
5 00 1
10 10 1
15 11 1

32 4

業務局数の設定 
５局単位 (注３)

局数 

１：入力マトリクス有 
０：入力マトリクス無 
 

１：全ユニット 
　　一斉 
０：WU-R51A (R52A) 
　　ユニット毎 

EMG24V切換 
(注４)

連動階連動時でも放送復旧 
後は、階別となります。 

入力マトリクス 
ユニットの出力 
チャンネル数 
 

１：有り 
 
０：無し 

集中非常リモコンに 
専用電源有無の設定 

１：無し 
 
０：有り 

マイクと業務入力 
のミキシング切換 

(注1) データ初期化 : 電源を「入」にしてからこのスイッチを「1」にします。次にコンピュータ制御スイ
ッチ(または電源)を「切」にし、再び入れ直した後スイッチを「0」に戻します。

(注2) 一般リモコンとは、WR-205、WR-210、WR-101を指します。
(注3) 放送階選択スイッチ20局は、左側より5局単位で業務選択スイッチ(ブロック放送用)に切り換えられ

ます。(15局で不足のときは、増設用業務操作ユニット WK-860を増設します。または、WK-810A
（10局）、WK-820A（20局）のディップSW3-1「ON」にして増設用業務操作ユニットとして使用し
ます。)

(注4) EMG24Vブレイク端子は、増設用出力制御ユニット(WU-R51A,R52A)毎に出ています。このスイ
ッチを「0」にすると、①非常時にスピーカが動作したユニットのEMG24Vブレイクが動作します。
②入力マトリクスユニット（WU-X50）を使用したシステムの場合は、非常放送と業務放送の多元
放送ができます。
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ディップスイッチ設定一覧表
■非常リモコン　WR-850,851

1 2 3 4 5 6 7 8
SW4

1 (OFF)

0 (ON)

SW5 SW6
1 2 3 4 5 6 7 8 1 2 3 4 5 6 7 8

なし 00 0
1台 00 1
2 10 0
3 10 1
4 01 0
5 01 1
6 11 0
7 11 1

76 8

増設ユニットの 
接続台数 

１：ハードチェック 
　　プログラム 
０：運用プログラム 
　　(通常は0にします)

台数 

固定 固定 固定 固定 

1台目 00 0
2 00 0
3 00 1
4 00 1
5 10 0
6 10 0
7 10 1

65 7

非常リモコンの 
番号 (アドレス)

番号 

(図はWR-850, 851出荷時)

0
1
0
1
0
1
0

8

(ヌケやダブリのない 
ようにします)

１：無し 
 
０：有り 

マイクと業務入力 
のミキシング切換 

■増設用ユニット　WK-810,820,860、WR-810,820、拡張制御ユニット　WK-890
増設した場合は、必ずWK-850Aの変更(SW5の6～8)とデータ初期化を行ってください。

1 2 3 4 5 6 7 8
1 (OFF)

0 (ON)

１：20局 
　　 WK-820 
　　 WR-820 
　　 WK-890 
０：10局 
　　 WK-810 
　　 WR-810 
　　 WK-860

1台目 01 0
2 10 0
3 11 0
4 00 1
5 01 1
6 10 1
7 11 1

21 3

ユニットの番号 
(アドレス)

番号 

(ヌケやダブリの 
ないようにします)

非常操作ユニット・ 
非常リモコン (注5) 
に接続時 １：業務 

　　 WK-860 
　　 WK-890 
０：非常 
　　 WK-810, 820 
　　 WR-810, 820

非常・業務切換 

０に 
固定 
 

7

非常操作ユニットに接続時 

6

(注6) 増設ユニットのディップスイッチ1～3と同じに 
　　  なります。 

1:外部制御 
0:一般リモコン 

０に 
固定 
 

8

増設用ユニット 
(WK-810, 820, 860)： 
("100") に固定 

拡張制御ユニット 
(WK-890)

非常リモコンに接続時 

本体部の対応させる 
増設ユニットの番号 
（アドレス）に合わせ 
る (注6)

(注5) WK-860, WK-890は 
　　  非常リモコン側には 
　　  接続できません。 

(図はWK-810出荷時)
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■入出力制御ユニット　WU-R55 ■増設用出力制御ユニットWU-R51A,R52A
増設した場合は、必ずWU-R55ディップスイッチ
2～4の変更とWK-850Aのデータ初期化を行って
ください。 1 2 3 4

1 (OFF)

0 (ON)

0

00 0

1

01 0

2

10 0

3

11 0

4

00 1

5

01 1

6

10 1
11 1

32 4

増設用出力制御ユニット 
WU-R51A/R52Aの台数 

１ ： ハードチェック 
　　プログラム 
０ ： 運用プログラム 
  　(通常は0にします) 

番号 

1 2 3 4 5 6 7 8

00 0
01 0
10 0
11 0
00 1
01 1
10 1

21 3

ユニットの番号 
(アドレス)

0
0
0
0
0
0
0

4

1台 
2
3
4
5
6
7
8

台数 

7
12

11 1
00 1

0
1

9

固定 

1 (OFF)

0 (ON)

00 0
01 0
10 0
11 0
00 1
01 1
10 1
11 1

21 3

増設用出力制御ユニット 
の番号 (アドレス) (注8)

1台目 
2
3
4
5
6
7
8

番号 １：20回線 
　　(WU-R52A) 
０：10回線 
　　(WU-R51A)

回　線　数 

(注８) ¡単品出荷時は"100"に設定されています。 
　　　　(WL-7050A/7550Aに組み込まれて出荷され 
　　　　たものは出荷時"000"に設定されています。)  
　　　¡ ヌケやダブリのないようにします。 

1 2 3 4
1 (OFF)

0 (ON)

1 2 3 4
1 (OFF)

0 (ON)

13 01 1 1
14
15

10 1
11 1

1
1

なし 
1台 
2
3
4
5
6

番号 

00 0
01 0
10 0
11 0
00 1
01 1
10 1

65 7

マルチリモコンマイク 
WR-300の台数 

0
0
0
0
0
0
0

8

7
8

11 1
00 0

0
1

01 0
10 0
11 0
00 1
01 1
10 1

00 0

21 3

マルチリモコンの番号 
(アドレス)

1
2
3
4
5
6
7
8

番号 

(ヌケやダブリのないよう 
にします) 
 

11 1

固定 

1 2 3 4
1 (OFF)

0 (ON)

対応するWU-R51A, 
R52Aの番号に合わせる 
 １：SP11～20 

０：SP1～10

スピーカ回線の 
選択 

(図はWU-R52A 
単品出荷時) 
 

■入力マトリクスユニット　WU-X50
台数により必ずWK-850Aの変更(SW4の4～8)
とデータ初期化を行ってください。

■マルチリモコン　WR-300
台数により必ずWU-R55のディップスイッチ5～8
の変更とWK-850Aのデータ初期化を行ってくだ
さい。

■BGM放送モード選択ユニット　WK-880



112

ディップスイッチ設定一覧表
■集中非常リモコン　WR-855

0

5

1

7

SW1
015

4

8

12

SW2

番号 接続台数 
0   1台 
1   2台 
2   3台 
3   4台 
4   5台 
5   6台 
6   7台 

備考 

7   8台 

番号 台数 
1 1台目 
2 2台目 
3 3台目 
4 4台目 
5 5台目 
6 6台目 
7 7台目 

集中非常リモコン 
自身の番号(アドレス)

棟別非常リモコンのみ 

●最大7台までです。 

棟別非常リモコンと増設用 
非常操作ユニットの総和の 
接続台数 

8   9台 
9 10台 
10 11台 
11 12台 
12 13台 
13 14台 
14 15台 
15 16台 

1 2 3 4
0（ON） 
1（OFF） 

SW3

●棟別非常リモコンの増設は 
　最大8台までです。 
●増設用非常操作ユニットの 
　増設は最大15台までです。 

5 6 7 8

固定 固定 

アナウンスユニット 
の接続有無 

ハードチェックプロ 

有り 

無し 

運用 (通常固定)

アナウンスユニットの起動時の 
再生回数 

チャンネル3
再生回数 

連　　続 

一　　回 

チャンネル2チャンネル1

6 7 8

図は出荷時の 
状態です。 

ディップスイッチ 

無し 

有り 

マイクと業務入力の 
ミキシング切換 

■棟別非常リモコン　WR-856

0

5

1

7

SW1
01515

4

8

12

SW2

番号 台数 
0 1台目 
1 2台目 
2 3台目 
3 4台目 
4 5台目 
5 6台目 
6 7台目 

ユニット番号 
(アドレス)

1 2 3 4
0（ON） 
1（OFF） 

固定 0に固定 

SW3

番号 台数 
8   9台目 
9 10台目 
10 11台目 
11 12台目 
12 13台目 
13 14台目 
14 15台目 

7 8台目 15 16台目 

※台数は、棟別非常リモコン 
　と増設用非常操作ユニット 
　の総和台数を表わします。 

※設定するユニットがWR-855から
数えて何台目かにより番号を設定
します。
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■増設用ユニット　WK-810A,820A、WR-810A,820A

番号 台数 
1 1台目 
2 2台目 
3 3台目 
4 4台目 
5 5台目 
6 6台目 
7 7台目 

非常操作ユニット 
非常リモコンに 
接続の場合 

●増設操作ユニット 
　は最大7台まで増 
　設できます。 

番号 台数 
1   2台目 
2   3台目 
3   4台目 
4   5台目 
5   6台目 
6   7台目 
7   8台目 

集中非常リモコン 
に接続の場合 

8   9台目 
9 10台目 
10 11台目 
11 12台目 
12 13台目 
13 14台目 
14 15台目 
15 16台目 

●棟別非常リモコンの 
　増設は最大8台まで 
　です。 
●増設用非常操作ユニ 
　ットは棟別非常リモ 
　コンの間に最大7台 
　まで増設できます。 
●台数は、棟別非常リ 
　モコンと増設用非常 
　操作ユニットの総和 
　台数を表わします。 
●設定するユニットが 
　WR-855から数えて 
　何台目かにより番号 
　を設定します。 

ユニット番号(アドレス)

番号 台数 
1 1台目 
2 2台目 
3 3台目 
4 4台目 
5 5台目 
6 6台目 
7 7台目 

非常リモコン、集中非常 
リモコンに接続時 
対応する本体側の増設 
ユニットの番号 (アドレス) 
と同じにします。 

1 2 3 4
0（ON） 
1（OFF） 

SW3SW1
015

4

8

1

12

SW2
015

4

8

1

12
ユニット番号を設定する。「１」～「15」 

非常操作ユニット接続時 

ユニットの切換 

固定 

１に固定 

増設用業務操作ユニット 

増設用非常操作ユニット 

■インタフェースユニット　WU-R855

1 2 3 4
1（OFF） 
0（ON） 

メイン側（出荷状態） 

ユニット切換 

サブ側（増設時） 

非常用放送設備（本体）1～4

備　考 

固定 

ディップスイッチ 

非常用放送設備（本体）5～8
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仕様
●基本仕様　[ ]内は、WL-7550A
電源 AC 100 V 50 Hz/60 Hz 69 W
消費電流 DC24 V 1.47 A（WU-L62より供給）
寸法 幅564 mm 高さ1465 mm 奥行き478 mm［幅564 mm 高さ2000 mm 奥行き478 mm］
ユニット収納スペース 14U（ラック本体29U：1U＝44.45 mm）［26U（ラック本体41U：1U＝44.45 mm）］
質量 約80 kg［約95 kg］
仕上げ 本　体：OAアイボリー塗装鋼板（マンセル6.5Y7.8/0.9近似色）

基　台：黒色塗装
パネル：AVアイボリー塗装鋼板（マンセル7.9Y6.8/0.8近似色）

●非常操作ユニット　WK-850A
電源 DC24 V 640 mA（WU-L62より供給）
自火報連動モード 連動、連動一斉
発報連動モード 発報連動、発報連動停止
発報火災切換 発報、火災
非常放送制御 操作：非常起動SW、非常復旧SW、火災放送SW、非火災放送SW

表示：主電源（緑）、連動一斉（赤）、連動（赤）、発報連動停止（赤）、
発報放送（オレンジ）火災放送（赤）、非火災放送（緑）、火災（赤）、
出力レベル（LEDバーグラフ）、警報および操作音ブザー

選局制御 操作：放送階選択SW、緊急一斉SW、一斉放送SW、放送復旧SW、モニタ音量SW
コールサインSW(上り、下り)

表示：作動/短絡（緑）、出火階（赤）
液晶表示 放送手順、放送状態、書込指示、異常表示（通信異常、回線短絡、蓄電池異常）
マイクポケット部 書き込み用10key SW、発報連動停止SW、連動切換SW、蓄電池点検SW、動作選択SW、

発報火災切換SW、コンピュータ制御入-切SW、コンピュータ異常表示、
マイク異常表示、点検入力ジャック

音声警報音（音声合成音） 第1シグナル音、第2シグナル音、発報放送、火災放送、非火災放送
非常用マイク入力（業務兼用）－55 dB 10 kΩ　AGC付き（マイクSW付き）× 1
アナウンスユニット入力 0 dB 600 Ω　平衡× 1
緊急外部入力 0 dB 600 Ω　平衡× 1
チャイム入力 0 dB 600 Ω　平衡× 1
一般リモコン入力 0 dB 600 Ω　平衡× 1
業務入力（ミキサー） 0 dB 600 Ω　平衡× 1
点検入力 0 dB 10 kΩ　不平衡× 1（RCAピンジャック）
ライン出力 0 dB 600 Ω　平衡× 1
モニタスピーカ 300 mW
外部通信 RS-232C用（パソコン運用支援ソフト対応）
ユニット寸法 幅 480 mm 高さ 221 mm 奥行き 175 mm
質量 約6.4 kg
仕上げ AVアイボリー塗装鋼板（マンセル7.9Y6.8/0.8近似色）
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●ミキサーユニット　WU-M60A
電源 AC100 V 50 Hz / 60 Hz、 DC24 V 0.1 A以下

消費電力 5 W（電気用品安全法技術基準による）

定格消費電力 5 W

入力 A-1：0/－20/－60 dB 5 kΩ　電子バランス

A-2：0 dB 5 kΩ　電子バランス（チャイム用）

B-1：0/－20/－60 dB 5 kΩ　電子バランス

B-2：0 dB 5 kΩ　電子バランス（リモコン用）

C-1：－20 dB 20 kΩ

C-2：－20/－58 dB 20 kΩ/50 kΩ　MAGフォノ用

C-3：－20 dB 20 kΩ

C-4：－20 dB 20 kΩ

出力 0 dB 600 Ω　平衡× 2

録音出力 －10 dB 10 kΩ × 1

音質調整 低音：100 Hz ± 10 dB 高音：10 kHz ± 10 dB

コールサイン WU-Z05（別売品）

AM/FMチューナ WU-T60（別売品）

制御回路 優先制御A、優先制御B,C、コールサイン制御、チューナ制御、電源制御

周波数特性 50 Hz ～ 20 kHz ± 3 dB

ひずみ率 0.1 ％以下

ユニット寸法 幅 480 mm 高さ 88 mm 奥行き 200 mm

質量 約3 kg

●入出力制御ユニット　WU-R55
電源 DC24 V 300 mA（WU-L62より供給）

非常リモコン接続部

ライン入力 0 dB 600 Ω　平衡（H,C）×4

電源出力 DC24 V 4.6 A

EMG制御 EMG

コンピュータOFF CPU OFF

通信ライン LB＋、LB－、RSB、RSG

モニタ出力 モニタ（H,C）× 1

一般リモコン接続部

電源出力 DC24 V 300 mA

制御 一斉、コールサイン（上り、下り）、放送制御、COM

選局制御 制御1～10（15に設定可能）

マルチリモコン接続部

通信ライン LB＋、LB－、RSB＋、RSB－

EB出力 EB接点× 2（接点容量24 V 1 A）

火災確認信号 EF、EC

チャイム制御 制御入力、COM

電源制御出力 RU＋、GND（接点容量24 V 100 mA）

緊急外部制御 制御入力、GND

アナウンスマシン制御 BUSY非常用、緊急用

汎用出力（背面） 汎用接点10回路（オープンコレタク24 V 100 mA）

外部制御入力 制御COM、1～10（15に設定可能）

ユニット寸法 幅 480 mm 高さ 88 mm 奥行き 300 mm

質量 約5.6 kg
仕上げ AVアイボリー塗装鋼板（マンセル7.9Y6.8/0.8近似色）



仕様
●電源制御ユニット　WU-L62
電源 AC100 V 50 Hz/60 Hz
消費電力（注） 約140W（DC 3.6 A出力時）
AC電源出力 AC100 V 最大38 A（A系統18 AとB系統20 Aの2系統）
DC電源出力 DC24 V 最大3.6 A
非常電源コンセント × 2 最大15 A
AC電源コンセント × 4 2系統（計8）1個当たり15 A 最大38 A
内部PWR CONT端子 9ピンコネクタ× 2
外部制御（前面端子台） PWR CONT、EMG24 Vメイク / ブレイク切替DC 24 V出力、COM、0 V
外部PWR CONT制御 トランジスタ入力　耐電圧DC 30 V 入力電流約 1 mA
外部EMGメイク制御 トランジスタ入力　耐電圧DC 30 V 入力電流約0.5 mA
外部EMGブレイク制御 トランジスタ入力　耐電圧DC 30 V 入力電流約 3 mA
電源リレー動作時間 ON時 ：A系統約 40 ms、B系統約 80 ms

OFF時：A系統約 40 ms、B系統約 130 ms
寸法 幅 480 mm 高さ 44 mm 奥行き 300 mm（つまみなどの突起物含まず）、1U
質量 約 6.4 kg
仕上げ パネル　AVアイボリー塗装鋼板（マンセル7.9Y6.8/0.8近似色）
（注）この表示は、電気用品安全法の技術基準に基づくものです。

●20回線増設用出力制御ユニット　WU-R52A
電源 DC24 V 640 mA（WU-L62より供給）

自火報起動入力 EL1～EL20、EC × 2

スピーカ端子 SP1～SP20（各N,R,C）、1回線当たり最大200 W

EMG24Vブレイク CONT、COM（DC24 V 300 mA）

スピーカ回線保護ヒューズ × 20（出荷時400 mA装着）

PA入力（背面） × 4、1入力当たり最大480 W

ユニット寸法 幅 480 mm 高さ 132 mm 奥行き 300 mm

質量 約6.9 kg
仕上げ AVアイボリー塗装鋼板（マンセル7.9Y6.8/0.8近似色）

AV&セキュリティビジネスユニット 

便利メモ 
おぼえのため 
記入されると 
便利です 

お買い上げ日 年　　　　月　　　　日 

　（　　　）　　　－　　　 

品　番 

販売店名 

WL-7050A / WL-7550A

〒223-8639  横浜市港北区綱島東四丁目3番1号　　　電話　フリーダイヤル　0120-878-410

2003 Matsushita Electric Industrial Co.,Ltd. All Rights Reserved.
A8QA4728EN
N0797-4102
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